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この物語は、小説投稿サイト「小説家になろう」で

発表された同名作品に、書籍化にあたって

大幅に加筆修正を加えたフィクションです。

実在の人物・団体等とは関係ありません。












第９話　ティフィーのピアノコンクール







　７月の初旬、日差しがじりじりと地上に降り注いでいる。季節のせいか太陽はその活力をみなぎらせて、朝とは思えないような力強い日差しが多くの地域を熱く熱く焼き焦がしていた。

　とある部屋の一角、ある少女が寝苦しそうにベッドの上で横になっている。まだ一日のうちの暑くなりきっていない朝の時刻だというのに、部屋の中は息苦しい程に熱く蒸しきっている。それが少女の快眠を妨げていた。

　少女は何度も寝返りを打ち、ベッドを揺らしながらのたうち回っている。しかし、少女は起きそうにない。自然と目が覚めてしまいそうな暑さの中、少女はそれでも眠ったままだった。

「んー、んー……」

　少女は寝苦しそうに唸うなっている。

　夏の陽気は少女の部屋さえもこんがりと焼いている。少女のパジャマはだらしなくはだけており、お腹なかが出ていて、少女は眠りながらそのお腹をぽりぽりと掻かいていた。寝返りを何度も打った体はよじれ、可愛らしい綺き麗れいな寝相とは到底言えない、荒々しい様相を呈していた。

「こらっ！　ティフィー！　いい加減起きろ！　朝ごはんできてるぞっ！」

　ティフィーと呼ばれた少女のベッドの脇には一人の少年が立っていた。彼はライマルといい、少女の一つ上の兄であった。

「んあー……」

　少女は兄の言葉に答えるように声を発し、寝返りを打つ。兄は妹が起きるものと思い、その姿を見下ろしていたが、妹からはまた寝息が聞こえてきた。ライマルのこめかみがひくつく。

「こらっ！　バカ！　バカティフィー！　学校遅刻するぞっ！」

　ライマルが妹の肩を揺さぶる。それは優しく家族の温かみを持った……というよりも、乱暴な多少の怒りを含んだ揺さぶり方であった。

「あー……」

　ティフィーが唸うなりながらゆっくりと体を起こす。兄のライマルはほっとして、はぁっと大きなため息をついた。

「……兄ちゃん、おはよー」

「あぁ、おはよう、ティフィー。もう朝だぞ」

「…………」

　そしてティフィーはだらけきった大きな欠伸あくびをひとつして、

「……おやすみぃ」

　またベッドに横になった。ライマルのこめかみがさらにひくつく。兄は妹を担いで強引に居間に運んでいきたいくらいだった。




　彼女の家の居間には朝食の香ばしい匂いが漂っていた。ソーセージ、ベーコン、スクランブルエッグ、サラダが皿に盛られ、それを自分で食パンに挟んでサンドイッチのようにして食べる、というのが今日の朝食であった。

　ティフィーは兄に背中を押されながらふらふらと居間まで歩いてくる。彼女の髪は母親譲りの綺麗な金髪であるのだが、寝癖なのか髪質なのか、ショートの髪の毛先があちこちに跳ね、だらしなく広がっていた。

　まだ半開きの目で右に左にふらふらと揺れながら、危なっかしく廊下を歩く。壁にぶつかりそうになればライマルが妹の体を支えて方向転換させていた。まだティフィーは半分以上眠っていた。

「あ、ティフィーおはよう」

「……おはよぅ、お母ちゃん」

　居間にやって来たティフィーに声を掛けたのは、彼女の母親であるソフィであった。おっとりとした顔つきをしていて、ティフィーと同じ金色の髪をしている。ただ、ソフィの髪は綺き麗れいに整えられてはいた。

「……お父ちゃんは？」

「父さんはもうとっくに家を出たに決まってるだろ」

　ティフィーの問いには母の代わりに兄が答えていた。彼女たちの父親の名前はコスタスといい、製薬会社の研究所に勤めている。優秀で、高い成果を上げているスペシャリストであった。

「さぁさぁティフィー、早く食べちゃって。もうあまり時間ないのよ」

「うん」

　ティフィーが寝ぼけ眼で時計を見ると、もう家を出る時間まで10分程しかない時刻となっていた。それでもティフィーは全く焦ることなく食卓の椅子に座る。この程度のことは彼女にとっていつものことであった。

「お姉ちゃんおはよう」

「コロナ、おはよー……」

　ティフィーが食べ始める頃に朝食を食べ終わったのは、彼女の三つ下の妹であるコロナ。この家は三人兄妹であった。

「下の妹より上の妹の方が手が掛かるっ！」

「まぁ、お姉ちゃんより手が掛かっちゃおしまいかな？」

「ぐー……」

　兄のライマルは鼻を鳴らしながら腰に手を当ててそう言い、下の妹のコロナは苦笑していた。ティフィーは半分寝ながら朝食を食べていた。

「はいはい、ライマル怒ってないで、あなたももう家を出なきゃ」

「そうだ！　ティフィーにかまけて自分が遅刻する訳にはいかない！」

「コロナは支度大丈夫？」

「うん大丈夫、お母さん。ごちそうさま」

「はい、ごちそうさま」

　そう言ってコロナは自分の部屋へと戻っていった。時間がないので、ソフィはふらふらと朝食を食べている最中の娘の髪を櫛くしでとかす。跳ねている金色の髪に櫛を入れるが、すぐにまたティフィーの髪はぴんと跳ねてしまう。ティフィー自身が髪の手入れに無頓着なのだが、彼女のまとまりのない髪形は髪質による部分も大きかった。いつものことながらソフィは苦笑してしまう。起きた直後よりは大分ましになったが、それでもティフィーの髪はぼさぼさであった。

「母さん、行ってきます！」

「ライマル、行ってらっしゃい」

　息子から声が掛かり、ソフィはティフィーから離れてライマルを見送りに行く。時間に余裕があるにも関わらず、少し慌てたように家を飛び出す息子をソフィは見送った。

「私ももう行くね、お母さん」

「はい行ってらっしゃい、コロナ」

「お姉ちゃんの方は大丈夫？　お母さん、私何か手伝う事はある？」

「大丈夫だよ」

　部屋から顔を出すコロナにソフィは笑ってそう伝えるも、居間に戻るとティフィーは食パンを齧かじりながら目をつむり、ほとんど眠っていた。

「…………」

「…………」

　二人は唖あ然ぜんとした。

「……お母さん、私はお姉ちゃんの将来が少し心配だよ……」

「……初等部の３年生が６年生のお姉ちゃんの将来を心配するんじゃないの」

　そう言いながらも、ソフィはコロナと同じことを頭の中で思っていた。

　そうこうしているうち、ピンポーンと家のチャイムが鳴った。

「あれ、もう来ちゃったのかな」

　ソフィは小走りで玄関に向かい、扉を開いた。そこには見慣れたティフィーの友達の姿があった。

「ソフィおばちゃん、おはようございます！」

「ソフィはん、おはようさん」

「おはよう、ユキちゃん、カスミちゃん」

　玄関に立っていたのはティフィーの同級生のユキとカスミであった。彼女達は同じ学校の初等部の仲良し組で、登校の際にはこうしていつもティフィーを迎えに来ているのだった。ユキの両親とティフィーの両親は中等部時代からの長い付き合いであり、そのこともあってユキとティフィーは幼おさな馴な染じみの関係にある。

　ユキは薄い青色の髪を長く伸ばしており、暑い夏の日差しを防ぐためか、今日は可愛い麦わら帽子を被かぶっていた。元気の良い子であり、大人ぶって背伸びをしているところがあるためか、子供にしてはお洒落しゃれにも関心があった。

　隣にいるカスミはティフィーやユキが学校で仲良くなった女の子であった。セミロングの黒髪をなびかせながら、古い時代を思わせる独特な喋しゃべり方をする子供であった。

「ごめんね、ティフィーまだ用意できてないの。家に上がって待っててくれる？」

「いつものことや。気にしてへん」

「お邪魔しまーす」

　カスミの言葉通りいつものことなので、カスミとユキは慣れた様子で遠慮なく家に上がった。妹のコロナを見つけて挨拶すると、入れ替わるようにコロナは家を出た。

「あっ！　また寝てますっ！」

「こら、ティフィー！　ユキちゃんとカスミちゃん、もう来たよ」

「ぐー……」

　食べ終わって眠くなったのか、居間にはぶざまに横たわるティフィーの姿があった。いつもの事ながら、たくさんの人の助けを得て、ティフィーは今日も遅刻ギリギリで登校するのであった。
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「じゃあいきますよ!?　せーので表にしますからねっ!?」

「早く、やっちゃおう」

「ユキはんはこういうの好きやからなぁ」

　６年生の教室の一角、ユキ、ティフィー、カスミの三人は顔を寄せ合って何かをやっていた。日は空高く昇っており、今は一日のうちで最高に暑い時間帯であった。太陽の熱気は教室の窓ガラスからも容赦なく入り込んでくるが、しかし教室の内部はクーラーがよく利き、涼しくて快適であった。この学校は私立であり、潤沢な資金をもって学習環境は整備されていた。

「いきますよ！　せーのっ！」

　ユキが大きな掛け声を出す。ユキの顔は若干赤く、熱気がこもっているのだが、ティフィーはどうでもよさそうに、カスミは苦笑しながらユキの行動に合わせていた。

　三人は裏返していた自分の社会のテストを表にした。

『ユキ　１００点』『ティフィー　41点』『カスミ　78点』

　熱意の量に比例するかのように、三人のテストの点数には差が生じていた。三人は（ユキがほぼ一方的に持ちかけた）テストの点数の勝負をしていたのであった。

「だーっ！　つーまーらーなーいーでーすーっ！」

　ユキは叫ぶ。ユキは頭のいい子供であった。成績は優秀で、学校のテストではいつも１００点をとっている。学習塾では成績が一番上のクラスに入っていて、そこでもいつも満点か満点に近い点数を取っている。そんな彼女は勉強面において周囲に張り合いの無さを感じていた。

「あたし達に良い点数を求めるとか、ムダ」

「あてらが勉強やる気ないの、ユキはん知ってるやろ？」

「やはりさっさとレインを学校に引っ張ってくるしか……。ぐぬぬ……」

　ユキは唸うなっていた。

「っていうか、ティフィー、後半ほとんど解答欄に何も書いてないですが……時間なかったんですか？」

「眠くなって、寝た」

「欲望に忠実ですねっ！」

　ティフィーは眠そうに机に突っ伏しながらＶサインを作った。まるっきし自慢することではおまへんね、とカスミは楽しそうに笑いながら言った。

「……そろそろ１００点以上取りたいんですよね」

「……は？」

「何言うてはるん？　ユキはん？」

　ユキが唐突に妙な事を言いだした。

「いえ、いつも１００点なのでそろそろいつもの自分を越えたいな、と思いまして。……癪しゃくじゃないですか、先生が勝手に決めた１００点という数字にとらわれるなんて！　そろそろ先生を越えて、もっとビッグになりたいんですよ！」

「反抗期やなぁ」

「綺き麗れいな字で書いたり、自分で問題作って自分で解いたり、はしっこに絵を描いたりしてるんですけど、絶対に１００点までしかくれないんですよねぇ……」

「相変わらず、訳分かんないことしてるね。ユキ、変わってる」

「ティフィーに変わってる言われたらおしまいですねぇ……」

　どっちもどっちであるという言葉をカスミは呑のみ込んだ。

「占い学とか神学とかのテストなら、ユキはんにも勝てると思うけどなぁ？」

「どっちもあまり興味ないですねー」

「ピアノなら、あたし勝ってる」

　三人が三人とも好き勝手に主張する。いつも一緒にいるくせに、興味も得意な分野もバラバラな三人であった。

「おーい、そこのお前らー。テスト返却全員分終わったから静かに席に戻りなさーい」

「はーい」

「はぁい」

　先生が三人組に声を掛ける。本来なら今は授業中であるのだが、テスト返却の僅かな時間でユキ達は好き勝手に喋しゃべっていて、テストの点数勝負というイベントまで行っていた。

　自由奔放な三人は学校の中では軽い問題児だった。




　ティフィーとユキ、カスミの三人は学校だけでなく、同じ学習塾、同じピアノ教室に通う仲でもあった。元々ティフィーはピアノ教室に、ユキは学習塾に通っていたのだが、何となく付き合いで、お互いの習い事を共有することになった。ティフィーとユキの両親が情報交換をしていたということも大きな要因である。

　カスミは初等部低学年で二人と知り合い、これも何となく、二人と同じ習い事をするようになった。彼女は世界的に広く信仰されているある宗教の信徒であり、週末は真ま面じ目めに教会の礼拝に行っている。ティフィーたちは別に信徒という訳ではないが、たまにカスミに付き合って教会に行くこともある。

　変わった者同士、何となく気が合い、何となくお互いの習慣を共有していた。学習塾ではユキが飛び抜けた成績を取っており、ピアノ塾ではティフィーが先生に一目置かれている。ただ二人とも落ち着きがなかったり、自由奔放に行動しているため、どこに行っても多少の問題児扱いをされている。

　周囲から困った評価を受ける自由奔放な三人は、寄り添うようにして、楽しく付き合っていた。天才肌の三人は友達が少ないけれど、特に困った様子も見せず、悩むこともなく、日常を過ごしていた。




　厚い雲で空が覆われた日のことである。夏の熱い太陽が雲に遮られて、外は少し薄暗い影が差している。風が涼しく過ごしやすい天候の中、三人はピアノ教室でレッスンを受けていた。

「んも～！　ティフィーちゃん、曲をアレンジし過ぎよ～！」

　白い部屋に大きな黒いピアノが一台。強い存在感を放つピアノは部屋を支配しており、その鍵盤に指を滑らせティフィーは曲を奏でていた。

　僅かに青ひげの生えている独特な喋しゃべり方をする男性がティフィーの指導をしており、口を尖とがらせながら腰に手を当ててぷりぷりと叱る。

「でもせんせぇ、こっちの方が楽しいし面白いと思うの」

「楽しくて面白いのは結構ですけどねぇ、コンクールでは曲の改変は良くないわよぉ？」

「別にコンクールに興味ないから、いい」

「もぉ～！　この子ったら！」

　ピアノの先生は少し体をくねらせながら、絞り出すような声で言った。がっしりと良い体格をしているのに、女性もしないような体の動かし方をしていた。

「コンクールでの譜面の改変はルール違反よぉ？　作曲者の意図を理解していないってことになるの。分かるかしら？」

「でも、こういう弾き方もあるって、作曲者も天国で喜んでると思う」

「あらやだ、傲慢」

　ピアノの先生がごつごつとした大きな手でティフィーの頭を撫なでる。

「困った子ねぇ」

「ふふん」

「褒めてないわよ？」

　ティフィーはわざとらしく大きく鼻を鳴らし、またピアノへと向かい合った。ティフィーの白い指が鍵盤を叩たたいていく。ピアノは音を広げ、音は旋律に変わり、この飾り気のない白い部屋を音楽で彩っていく。ピアノという装置がティフィーの意志をくみ取るように歌い、彼女の心を表すかのように跳ね、音楽を奏でていった。先生は腕を組み、彼女の演奏を邪魔しないように服の衣きぬ擦ずれの音でさえ注意して、演奏に耳を傾けていた。

　やがて演奏は終わる。曲の最後の一音が名残なごり惜しそうに部屋の中に鳴り響き、ティフィーは小さな息を吐いてその指を止めた。先生が大きく手を叩き、ゆっくりと拍手をする。

「……素晴らしかったわ、ティフィーちゃん」

　先生は小さく数回頷うなずいて、ティフィーはやりきったというような満足げな表情を浮かべていた。ただ奇妙なことに、先生はティフィーを褒めたにも関わらず、口の端は歪ゆがみ怪け訝げんな顔をティフィーに向けていた。

「でも、ひとつ聞いていいかしら？」

「なに？」

「それ何の曲？」

　先生はおでこに手を当てながら、困ったようにティフィーに単純な疑問を投げかける。今ティフィーが弾いた曲は練習曲でもコンクールの課題曲でもなく、先生の全く知らない曲であった。

「はいはーい！　最近始まったアニメ『魔法少女アプリコット』のオープニングですよね、ティフィー！」

「ユキ、正解」

「ふふふん！」

　この部屋の隅には聴衆のようにユキとカスミがちょこんと座っていた。二人は自分のレッスンが終わり、ティフィーのレッスンの部屋に入り込んでいた。先生にとってはもう慣れっこの光景である。弾いた曲名を言い当て、ユキはティフィーと親指を立てサムズアップをし合う。

「あなた達、仲良しねぇ」

　ピアノの先生は呆あきれて肩をすくめていた。ちょうどレッスンの終わりの時間が来てしまい、先程のアニメの曲がレッスンの締めくくりとなってしまった。

「練習曲や課題曲もちゃんと家で練習するのよー？」

「はぁい」

　この三人は間違いなく問題児であった。




　レッスンが終了し、三人が帰り支度を済ませてロビーに来た時のことだった。

「あらやだ、どうしましょ。雨が降りそうねぇ」

　先生が三人を見送りに来て、窓から空を見上げてそう言った。空を覆う厚い雲は太陽の熱を遮って、外は比較的過ごしやすい気温となっていたのだが、その雲は少し黒みがかってきており、今にも雨が降りそうな空模様となっていた。

　先生は三人の生徒を見るけれど、三人とも傘を持っている様子はなかった。

「あなた達、折り畳み傘とか持ってる？」

「持ってないですー」

「えぇと、今日の雨の降る確立は……あらやだ、40％。降るかどうか微妙ねぇ」

　先生はスマホを弄いじり、今日の天気を検索していく。予備の傘が残っていないか事務室で確認して来ようとすると、カスミは先生を呼び止めた。

「せんせ、せんせ」

「……？　なぁに？　カスミちゃん？」

「今日は雨が降れへんから大丈夫や」

「……？」

　先生は小さく首を傾かしげる。ネットの天気予報が明確な答えを出していないのに、カスミはさも当然であるかのように雨が降らないと言う。そのことに、先生は疑問を感じて聞いた。

「どうして分かるのかしら？」

「占ったからや」

「占い？」

　先生は目をぱちくりさせる。

「サンダルでも飛ばして占ったの？　雨に降られちゃ大変だから、やっぱり傘を探してくるわぁ」

「せんせぇ、せんせぇ」

「……ティフィーちゃん？」

　カスミの言う事を信じなかった先生を、今度はティフィーが呼び止めた。

「カスミの占いは、ガチ」

「……はぁ？」

「カスミの占いを軽く見ると、結構痛い目を見る」

　ティフィーは真顔でそう答える。冗談を言っている様子のないティフィーに先生は少し困惑し、照れるわぁ、とカスミはにこにこしながら頬に手を当てた。

「占い得意なの？　カスミちゃん？」

「大したことあらしまへん」

「先生、カスミの占いは舐なめちゃいけないんです。この前、バナナの皮に気ぃ付けてって言われて、それ忘れてたら滑って転んで頭打ちました！」

「あら、その年でバナナの皮に滑っちゃったの？　ユキちゃん？」

　これ以上バカになっちゃうと困る、という言葉を先生は大人の理性で呑のみ込んだ。

「せんせも占ってあげましょか？」

「あら、怖い」

　そう言いながら受付のロビーのテーブルを挟んで、先生はカスミの向かいに座った。

「そうねぇ……。じゃあ恋愛運とか占ってもらいましょうかしら？」

「え……。占うまでもなく、せんせは無理やと思うんやけど……」

「ほっといてちょうだい？」

　朝からの数時間だけで薄うっすらと髭ひげの伸びた、体格の良い先生はニコッと笑ってカスミの意見を封殺した。その笑顔に先生の壮絶な人生の片へん鱗りんを感じ、カスミは困惑しながら少し怯おびえた。

「あー……恋愛運な？　準備するからちょい待っててえな？」

　カスミは自分のバッグからファイルを取り出した。その中から小さく折り畳まれた一枚の紙を取り出し、テーブルの上に広げた。そこには大きな魔法陣が描かれていた。テーブルいっぱいに広がるほどの大きな用紙一面に円が描かれており、その中に様々な文様が描かれている。それは油性マジックで書かれた明らかに手書きの魔法陣で、何かのオカルト本でも見ながら書いたのだろうか、そうだとしてもこの細かな文様を写しきるのは大変だっただろうな、と先生は頭の中で考えた。

　更にカスミはバッグの中からアロマキャンドルを取り出し、用紙の四隅に配置して火を灯ともす。最後にタロットカードを取り出して、それを魔法陣の上に並べていった。

「……結構本格的ねぇ」

「これでも略式やけどなぁ」

　そして、並べたタロットカードを裏返していく。

「待ち人、来いひん！」

「辛しん辣らつだわぁ……」

　たった一言でカスミは残酷な占い結果を発表した。順当過ぎる結果やったな、と冷酷な言葉を残しカスミの恋愛占いは終了した。

　外で降る代わりに、先生の心の中にしとしとと雨が降り始めていた。




　そんなことをしていると、ロビーに一人の少女が入ってきた。

「こんにちは、失礼します」

　凛りんとした落ち着いた声で少女は挨拶をする。自分の生徒がやって来たため、先生は椅子から立ち上がり、少女を出迎えた。

「トゥーリちゃん、ようこそ。早かったわねぇ」

「もしピアノが空いているようなら練習させてもらおうと思いまして」

「相変わらず勤勉ねぇ」

　先生は感心するように目を閉じ、何度も頷うなずいた。

　ピアノ教室にやって来た少女の名前はトゥーリといい、赤く長い髪を垂らし、落ち着いた仕草で自分の先生にお辞儀をしていた。身なりはきっちりと整っており、服装も髪も手入れが行き届き、しっかりした少女だった。

「あと先生、課題曲の譜面に私なりのポイントをまとめてみたのですが、後で確認してもらえないでしょうか」

「んも～、トゥーリちゃんちょっと優秀過ぎ。もうちょっと肩の力抜いていいのよん？」

「いえ、私はピアノが好きですから」

　トゥーリはこのピアノ教室で一番の成績を取っている優等生だった。ティフィー達と同じ初等部６年生で、地域のピアノコンクールで何度も金賞を取っている。より大規模な全国的なコンクールにも参加経験があり、そこでも良い結果を残してきた子であった。

「やっほー、トゥーリー」

「あっ、ティフィー。……げっ、問題児三人組」

「トゥーリ、こんにちは！」

「ごきげんよう、トゥーリはん」

　トゥーリは三人を見つけると明らかに顔を歪ゆがめた。粛しゅく々しゅくとしていた彼女の様子が崩れる。

「あなた達、また何か悪さをしてないでしょうね」

「そないな人聞きの悪い事しておりまへん」

「そうですよ！　わたし達、一生懸命ピアノのレッスンやってただけですよ！」

「その通り。ただ、ちょっとアニメの曲、弾いただけ」

「遊んでんじゃないの！」

　トゥーリは大きな声ですかさずツッコミを入れた。ぱっと三人はへたくそな口笛を吹きながら、わざとらしく赤髪の少女から視線を逸そらす。ピアノの先生はまぁまぁまぁ、と困っていた。

　トゥーリは椅子に腰かけているティフィーの肩をつかみ、前後に揺さぶった。

「全くあなたって子は！　才能はあるんだからしっかり真ま面じ目めに練習して、先生の言う事ちゃんと聞けばコンクールだって上位に行けるはずなのに……！　いつまで経たってもふらふらふらふらと遊んでばかりっ……！」

「ごめん、トゥーリお母さぁん」

「誰がお母さんよっ！」

　少しトゥーリの顔が赤くなる。ティフィーは肩を揺さぶられ、頭まで揺れ、「あーっ」と気の抜けた声を発していた。

「……で、あなたは何をやってるの、カスミ？」

　トゥーリが視線を移した先には妙な大きな紙があった。テーブルの上のその紙には魔法陣が描かれ、その上にアロマキャンドルとタロットカードが置いてある。少なくとも、ピアノ教室で見かけるような代物ではなかった。

「恋愛占いどす。トゥーリはんも占ってあげましょうか？」

「いらないわよ。大体なんでピアノ教室と関係ないものを広げて……」

「うわぁ……、恋愛運ドロドロやわぁ……」

「いらないったら！」

　トゥーリは生来の真面目な性格故か、よくこの三人組に振り回されていた。トゥーリは三人とはこのピアノ教室が同じなだけで、学校も違うし学習塾にも通っていない。それでも毎度毎度会う度にこの三人には手を焼いていた。

「あぁっ、もう！　ティフィー、あなたよく見たら髪がぼさぼさじゃない！」

「んあー」

　トゥーリは鞄かばんの中から櫛くしを取り出し、ティフィーの後ろに回ってそのぼさぼさの髪をとかす。ティフィーの髪がぼさぼさなのはいつものことだが、今日はいつもに増して毛先が跳ねているので朝の手入れを怠ったのだと推察していた。事実、トゥーリがティフィーの髪に櫛くしを入れる度に幾分かましになっていく。ティフィーは猫のように気持ちよさそうに目を細めた。

「ちがうのん、今日髪がぼさぼさなのは、全部湿気のせいなの」

「そんなこと言って……今日はまたいつも以上に寝坊したんでしょ」

「ぐー……」

「こら」

　全てを見透かされていて、ティフィーは寝たふりを決行した。トゥーリはぼさぼさの頭をぺしんとはたく。

「いやぁ、トゥーリはんはあてら以上にティフィーはんの扱いが上手やなぁ」

「……あなた達全員問題児だからよ」

「いつもありがとね、お母さん」

「ありがとうございます！　お母さん！」

「お母さんじゃないったら！」

　少し顔を赤くしながらトゥーリは声を大にして否定するのだった。




　トゥーリのレッスンが始まる。教室の窓は分厚く黒みがかった雲を映しているが、まだ一滴の雨も降っていないようだった。背筋を伸ばし指を丸め、綺き麗れいな姿勢で基本に忠実にトゥーリはピアノを弾いていく。その姿も、その指が弾き出す音も、何もかもがお手本のような演奏であった。

　先生の指導を真剣に受け止め、自分を修正し、重く正しく厳格に音を奏でていた。それは決してつまらない演奏というわけではなく、彼女の練習量と探究心が彼女の演奏に厚みを持たせていた。

「素晴らしいわ、トゥーリちゃん！　前よりもずっと洗練されているわっ！」

「ありがとうございます、先生」

「また随分と練習してきたんじゃない？　練習の跡が見えるようだわ」

　彼女の演奏が終わり、先生が大きな拍手をする。全国的なピアノコンクールでも良い結果を残してきた、安定感のある演奏であった。

「いやぁ、耳が幸せやなぁ」

「ぶらぼー、ぶらぼー」

「相変わらず凄すごいですね、トゥーリ！　いつプロになるんですか？」

「…………」

　そしてこの場には三人の野次馬がいた。

「あなた達ヒマねぇ」

　ピアノの先生は肩をすくめる。部屋の隅に並んで座る野次馬の方を振り返り、トゥーリは露骨に嫌そうな顔を向けるが、彼女たちは演奏中は一切声を出さず音も立てていない。トゥーリはその真ま面じ目め過ぎる性格が災いして、最低限のルールは守っている彼女たちを無理矢理追い出す理由が見つけられなかった。

「トゥーリちゃん、６小節目の音の前後はもっと繋つながりを大事にしなきゃ駄目よ。曲に込められた思いをもっとよく考えれば、ここの部分とその前後が強い意味を持つことに気が付けるはずよ」

「はい、ありがとうございます」

「一音一音の意味をもっと深く考えなさい」

　トゥーリは他の人よりもずっと踏み込んだ細かい指導をされていた。その指導が理解できるほどトゥーリの実力は同年代の他の生徒よりも高く、技術的にも安定していた。

「逆にもっと進んだ先……このページの部分は曲調が変化しているからもっと軽く、跳ねるようにして弾いてちょうだい。最初の方の曲調に引きずられて若干重くなっているわ」

「はい先生」

「あと、オリジナリティが、足りないと思う。もっとアレンジすれば？」

「そうですね！　もっとガーッと！　バーンって感じの方が凄すごくなると思いますよ！」

「コンクール当日は着ぐるみとか着て弾けば面白いんとちゃう？」

「えぇい！　うるさいうるさい、野次馬どもめ！」

　三人組が茶々を入れていた。これは純粋に迷惑行為だった。邪魔しちゃダメよ、と先生が言い、三人ははーいと気の抜けた返事をしていた。これでも部屋から追い出されないほど、トゥーリの懐は深かった。そして、追い出すどころか、トゥーリは自分からティフィーに声を掛けた。

「えぇいっ！　私だけコンクールの課題曲聞かれるなんて不公平よ！　ティフィー、あなた今どんな感じに仕上がっているのよ！　今ここで弾きなさいよ！」

「お、ご指名。分かった、弾くよー」

「あらあら」

　先生は少し驚く。レッスン中にトゥーリが指を止め、ピアノから離れるのはとても珍しいことだった。トゥーリは少しそわそわしている。ティフィーの今の実力、仕上がり、曲の解釈が気になっていた。

　トゥーリはティフィーを意識している部分があった。先生は小さく肩をすくめる。

「ティフィーが弾いたら次はわたしですね！　今のわたしの実力をお見せしましょう！」

「いや……悪いけど、ユキは別にいいわ」

「ひどいですっ！」

　トゥーリに軽くあしらわれユキは喚わめいた。カスミは笑い、ティフィーがピアノの前に座る。

「じゃあ、いくよぉ」

「…………」

　トゥーリに熱い視線を向けられながら、ティフィーの指が鍵盤を叩たたきだす。ティフィーの手が鍵盤の上を跳ねるように飛び、軽快な音が鳴り響いていく。一音一音が宝石の粒のような輝きを持ち、音が躍っているようだった。ティフィーはのめり込むように体を揺らしながら情熱的な演奏をする。ピアノは高らかに歌い、笑っているかのようだった。

　トゥーリは驚き目を丸くした。そして、演奏の途中だというのに、叫んでしまっていた。

「……課題曲と違うっ！」

　ティフィーの弾いた曲はトゥーリの全然知らない曲だった。

「ちょっ……!?　ちょっと待ちなさいよ、ティフィー!?　一体何弾いてるのよ!?　課題曲弾きなさいよ！　それ何の曲よ!?」

　トゥーリは怒らざるを得なかった。

「え……。『魔法少女アプリコット』のオープニング、トゥーリ知らないの？」

「トゥーリ遅れてますっ！」

「大丈夫、トゥーリはん？　友達との話題に付いていけてはる？　友達少なかったりせぇへんか？」

「……余計なお世話よっ！」

　実際トゥーリはテレビの話題とかで付いていけないところが多かった。自分は友達が少ない訳ではないと思っているが、ピアノの練習に多くの時間を割いているため、友達との付き合いが浅い事は自覚していた。またあまりテレビも見ず、ゲームもしないため、会話が合わないことが多々あった。実際痛い所を突かれた訳ではあるが、トゥーリはその現実を直視しないようにした。

「くっ、小こ癪しゃくな……！　自分の手の内はさらさないつもりなのねっ、ティフィー。卑劣なことをっ……！」

「いや、ただのウケ狙いのつもり、だったんだけど……？」

　ティフィーは予想以上のダメージを受けている友達の姿に困惑しつつ、口先でへらっと笑った。

「へっへっへっへ」

「くっ……。なんで私、こんなのがライバルなんだろう……」

「照れるぜぇ」

「褒めてないわよ」

　まともにやり合おうとしない余裕なティフィーにトゥーリはうなだれた。トゥーリだけが空回りしており、ピアノの先生は苦笑していた。

「実績ではトゥーリちゃんの足元にも及ばないんだけどねぇ、ティフィーちゃんは」

　先生の言う通り、ティフィーはコンクールでほとんど成果を上げていなかった。他にも目立つような記録は一切ない。全国的なコンクールで競い合っているトゥーリが気に掛けるような存在ではないはずだった。しかし、トゥーリはうなだれたまま、少し恨みがましい目で先生を見た。

「……先生なら分かってくれてると思いますけど」

「……まぁねぇ」

　先生はトゥーリの心情をおもんぱかり、やはり苦笑することしかできないのであった。

「……ていうか、ティフィー、遊んでばっかじゃないでしょうね？　ちゃんと家で練習してるの？　あなたには才能があるけど、ピアノは練習量が大きく物を言うのよ？　真ま面じ目めにこつこつ基礎を練習しないと上達するものも上達しないわよ？」

「大丈夫、大丈夫。あたし、基礎練習も嫌いじゃない」

「それならいいんだけど……」

「ただ……基礎練以上に、アレンジの方が好きなだけ」

「おいっ！」

　ティフィーを目の前にすると、つい小言が止まらないトゥーリであった。先生が仲裁に入る。

「まぁまぁまぁ、トゥーリちゃん。ティフィーちゃんはちゃんと基礎練習もやっているわ。演奏を聞いていればわかるもの。だから大丈夫よ」

「……先生がそう言うならいいんですけど」

「ただ、まぁ……。遊びが多い部分は否定できないけどね……」

「えっへん」

「おぉい！」

　心配になってトゥーリはティフィーに詰め寄って小言を言う。

「ねぇっ！　あなた大丈夫なんでしょうね!?　ちゃんと一生懸命練習してる!?　大変な思いをしたとしても、長い時間ピアノの前に座って頑張って努力してる!?　面倒だからとか、肌に合わないとか、つまらない理由で潰れたりしないでよっ!?」

「大変な思いして、頑張って努力はしてないなぁ……」

「おおぉいっ!?」

　トゥーリはティフィーの肩をつかみ、激情に任せて強く前後に揺さぶった。ティフィーの体がぐわんぐわんと揺れる。先生が止めようと慌てだす。しかし、ティフィーはなにも恥じることなく、トゥーリに向かって声を発した。

「一生懸命頑張って努力は、あまりしていない」

「もうっ！」

「……でも、ピアノ弾いてたら、いつの間にか夜になってる」

「……え？」

「だから、大変な思いは……特にしてない」

「…………」

　そうティフィーが言葉を発すると、トゥーリは彼女の肩を揺さぶるのをやめた。肩から手を下ろし、だらんと腕を垂らす。

「……はぁ」

「…………」

　トゥーリは大きなため息をこぼした。

「……やっぱりあなたは私のライバルよ」

「照れるぜぇ」

「褒めて……るのかなぁ？」

　トゥーリは自分のおでこに手を当てた。彼女はとても疲れたように肩を下げており、なんでそのように消耗した様子を見せているのか、人の心の機微が分からないティフィーは首を傾かしげていた。

　端はたから見るとなぜかは全く分からない。しかし、確かにトゥーリはティフィーを意識していたのだった。

「トゥーリ！　トゥーリ！　わたしっ！　わたしはライバルですかっ!?」

「ごめん、ユキ……悪いけど……」

「ひどいっ！」

　雲が分厚く空を覆って、しかし雨は降らないままだった。




　＊　＊　＊　＊　＊




「ティフィー、もうピアノなんかやめてしまいなさい」

　日が落ち、星の見え始めた時の事だった。ホテルのレストランの個室で、ティフィーが家族と和気あいあいと食事を楽しんでいる最中のことであった。

　いきなりティフィーはそう言われた。




　その日、ティフィーは家族で祖父母の家に遊びに行っていた。母の両親の家であり、祖父のシーロは医療系統の魔法道具を研究、開発する会社『クレメンス魔法工業』の取締役であった。そのため祖父母の家は大きく、ティフィー達兄妹はその家に行くと少し遠足気分のような心地になったものだった。

　元々、ゴヴァンという男がこの会社の取締役を務めていて、その息子のシーロは父と同じ会社に入り、会社を支え、後に取締役となった。世襲という訳ではなく、シーロの娘のソフィもその婿むこのコスタスもこの会社には入社していない。シーロは実力で取締役に昇り詰めていた。

　シーロはその日、よく孫息子や孫娘と遊んでやっていた。祖母のリリアンはティフィーにとって少し厳しくてちょっと怖い人であるけれど、よくお菓子を焼いてくれるおばあちゃんであった。

　夕方になり、祖父のシーロは仕事があると言って会社に向かってしまい、祖母のリリアンと一緒に、その場にいた一家全員で外食をすることとなった。行くのは祖父母がよく利用するホテルのレストランである。ティフィー達にとってはご馳走であり、少し良い服に着替え、うきうきしながらレストランへと向かった。

　牛肉の赤ワイン煮込みは絶品で、ティフィーがそれを頬張り頬をとろけさせている時のことであった。祖母のリリアンがティフィーの中等部の受験の話を切り出した。ティフィーは今、初等部６年生だ。学歴を重視するリリアンはティフィーにもっと勉強するように説教を始め、その話を切り出した。

「ティフィー、もうピアノなんかやめてしまいなさい」

　ティフィーの手がぴたりと止まる。いや、彼女だけでなく両親のコスタスとソフィも手を止め、目を見開いた。

「お義母かあさん、それは……」

　ティフィーの父のコスタスが低く重い声で横から口を出す。しかしリリアンは気にせず喋しゃべりだす。

「何もおかしなことではないでしょう。この子はコンクールで大した結果を出せていない。そして中等部の受験が迫ってきている。ならば時間を無駄にするようなことはやめて、勉強に集中するようにした方がいいでしょう」

「お母さんっ！」

　大きな声をあげたのは、ティフィーの母のソフィであった。その声はたった一言であったけれど、それだけで多大な怒りが含まれていることが分かった。

「ティフィーは好きだからピアノをやっているの！　時間が無駄だなんてそんなひどいこと言わないでっ！」

「何を言っているのです！　受験以上に大切なことなんてありますかっ!?　これは将来のためなのです！　将来の役に立たないことは綺き麗れいさっぱりやめて、その時間を勉強に費やすべきでしょう！」

「ふざけないでよっ！　お母さんは昔から受験受験受験っ……！　私は何とかなったから良かったけど……孫にまで。しかもティフィーの好きなものを取ろうとしないでよ！」

「あなたは昔っから愚痴ばっかり！　社会が甘くないことをまだ学んでいないのかしらっ！」

　母と祖母が怒鳴り合い、子供のライマルやコロナが怯おびえだす。自分が叱られている訳でもないのに小さく縮こまり、手をテーブルの下に下ろしてしまっている。こんな状況で食事なんかできる訳がなかった。コスタスは子供たちの怯えを見て、胸が締め付けられるような気持ちになった。そして口を出した。

「……お義母かあさん、それだと将来の役に立たない趣味や部活動が無意味ということになってしまいます。それはおかしいのではないですか？」

「部活動なんかより勉強の方が大事に決まっているじゃない！」

「…………」

　コスタスは眉をひそめ、方向を変える。

「ティフィーはしっかりと受験対策を行っています。友達と同じ学校に行きたいためにちゃんと塾にも通っていますし、教師をやっている私の友人にも勉強を見てもらっています。それでも駄目ですか？」

「足りないわ。ピアノの分まで勉強に回せって言っているの！」

「もう！　話にならないわ！　この分からず屋っ！」

　怒鳴り声をあげるのは常にソフィとリリアンだった。お酒が入っているせいもあるだろう。顔は赤く、熱くなっていた。

「もう何年も何年もピアノをやっていて、それでコンクールで一度も優勝できないなんて……才能がないのよっ！　芽が出ないことをこれ以上続けても無駄よっ！　ティフィー！　ピアノなんかやめてしまいなさいっ！」

「なんてこと言うのよ、お母さんっ！　いい加減にしてよっ！　この子が毎日どれだけ一生懸命練習してきてるか知らないくせにっ……！　ティフィーに謝って！」

「いいかしらっ！」

　リリアンが机をだんと叩たたく。

「次のコンクール、一位になれなければ即刻ピアノをやめてもらいますっ！　いいわねっ！　だらだらと無駄な事を続けるなんて許さないわよっ！」

　リリアンがそう叫び、ソフィは歯ぎしりしながら顔を真っ赤にする。子供たちはすっかり怯え、滅多に怒ることのないコスタスも苦虫を噛かみ潰したような表情をしていた。

　ただ……。

　ティフィーだけは牛肉の赤ワイン煮込みをもぐもぐと食べ続けていた。




「ごめんねぇ、ティフィー……」

　食事が終わり、帰宅途中の車内でのことだった。食事中にお酒を飲まなかったコスタスが車を運転し、ソフィはティフィーの隣に座って娘の頭を撫なでながら謝罪していた。

「おばあちゃんの言うことなんて気にしなくていいからね……。あなたはピアノを続けていいんだからね」

「そうだぞ、ティフィー。おばあちゃんは俺達が何とか説得するから、お前は何も気にしなくていい」

　ソフィだけではなくコスタスも運転をしながら娘に声を掛ける。二人とも、これは親の責任であり、父のシーロを巻き込んででも話をつけなければいけないことだと考えていた。

「大丈夫」

　しかし、ティフィーだけが動じていない。車の窓から見える夜の景色を見ながら、ぼーっと喋しゃべりだす。車の中から見ると、夜の光が線となって走っていた。

「なんも問題はない」

「問題はないって……、自信があるの？　ティフィー？」

　祖母のリリアンが出した条件は、次のコンクールで一位になることだった。そのコンクールは全国大会に繋つながる地域のコンクールなのだが、当然実績を出しているトゥーリも出場するし、何よりティフィーは今まで一度も一位になれていなかった。

「そうじゃない」

　ティフィーは言う。

「……ダメって言われても、隠れてやればいいだけ」

「…………」

　娘の言葉を聞いてソフィはきょとんとした。コスタスも運転をしながら目を丸くしていた。助手席に座る兄のライマルは妹の強引な主張に、はぁっ!?　と声を出そうとしたが、それは母の笑い声に止められてしまった。

「あははっ！　……そうね！　ティフィーの言う通り！」

「そうっしょ？」

「うん、うん。あなたはそれでいい。あなたは何も心配しなくていいからね……」

　ソフィは娘の肩を抱きよせ、彼女の頭を抱き締めた。ソフィにとってはティフィーの論がどうこうというより、ただ自分の娘が深く傷ついていないということにほっと胸を撫なで下ろしていた。

「安心していいからね……」

「…………」

　娘の頭をゆっくりと優しく撫でる。車は心地よく揺れ、夜の街の中をゆりかごのように家族を運んでいった。




　ある日のピアノ教室。

「なんなのっ!?　それはっ！」

　いの一番に憤慨したのは赤い髪のトゥーリであった。ティフィーは何でもない雑談のように、コンクールでの条件をピアノ教室で話していた。ユキもカスミも口を尖とがらせて怒っていたのだが、何より激しく怒っていたのはピアノに情熱を捧げているトゥーリであった。

「ピアノが無駄なこと!?　コンクールで優勝できなければやめろ!?　なにそれっ！　あり得ないっ！　バカにしてるのっ!?」

「まーまーまー」

「まーまー、じゃないっ！　こんな横暴認められないわっ！」

　トゥーリはその長い赤色の髪を大きく揺らしながら怒り声をあげていた。鼻息を荒くしながら大きな声を出し、周囲からぎょっとされていた。

「確かにちょい横暴過ぎると思うなぁ」

「これは徹底抗戦ですね！」

　ユキとカスミもこの話に理不尽を感じていた。ユキは胸の前で両手を握り締め、ファイティングポーズを取っている。戦う気満々だった。

「まーまー。みんな、そんなに大したことじゃないから」

「大したことよっ！　音楽を侮辱して……。そんなおばあさんに従う必要なんてないわっ！　反抗よ！」

「反抗！　いい響きですね！」

　目を輝かせながら反応したのはユキであった。

「そやけども、具体的にはどないしはる？」

「どうするって……」

　カスミの言葉にトゥーリは顎に手を当てる。一番の正攻法はティフィーがコンクールで優勝することだ。これなら有無を言わさずおばあさんを黙らすことができる。

　しかし、そううまく事は運ばないかもしれない。そもそもコンクールの優勝候補である自分が、敵に一位を取るようにアドバイスしていいものか？　それでは、おばあさんを説得できる誰かを味方に付けるか、あるいはおばあさんが納得できるような交渉材料を探すか……。

　さすがに家出はまずいだろう……と、トゥーリが常識的な思考でそこまで考えた辺りだった。

「はいはーい！」

「はい、ユキはん」

　ユキが元気よく手を上げた。

「おばあさんを倒すっ！」

「ぶっ……!?」

　ユキはガッツポーズをしながら意気揚々とそう言い、トゥーリは驚きのあまり噴き出した。悪い奴やつは倒す。一刀両断であった。

「ちょっ!?　ちょちょ、ちょっと待ちなさい、ユキ！　倒すって何よ!?」

「おー、さすがユキ……」

「ユキはんは天才やなぁ」

「えへん！」

「肯定すんな！　二人とも！」

　トゥーリは慌てて止めに入る。しかし三人の勢いは止まらない。

「合鍵は、任せて」

「じゃあ後は、ロープとか必要ですかね？」

「催眠術とか洗脳とかなんてのはどないかいな？　証拠は残りまへん」

「ちょっとあなた達、止まりなさいっ！　大体そんなとんでもないことができる訳ないでしょう!?」

　トゥーリは否定するけれど、カスミは口に手を当て、からかうようにニシシと笑った。

「オカルトは一通り任せてーな」

「ガチなの!?」

　危険人物だ！　とトゥーリは叫び、カスミは自慢げにピースサインをして、その指をハサミのように開いたり閉じたりした。その軽い様子に、カスミの言葉が嘘うそか本当かトゥーリは判断できなかった。

「ま、確かに倒すなんてのは現実的ではおまへんな。他の案はありやす？」

　カスミは手を叩たたきながら飄ひょう々ひょうとそれまでの話を覆す。まるで初めから本気ではないような軽い態度に、自分はからかわれているのではないかとトゥーリは思い始めた。

「うーん、おばあさんを直接狙うのがダメだとすると……上位入賞候補者に嫌がらせをするとか、あるいは審査員を買収するとかしか思いつきませんね……」

「ユキはん絶好調やなぁ」

「あなたは外げ道どうな策しか思いつかないの？」

　トゥーリは呆あきれるほかなかった。

「審査員を買収……いけるっ！」

「あ、ティフィー、審査員を買収派ですか？」

「催眠術しはる？　洗脳しはる？」

「やめーや」

　まるで、嫌いな奴に罠わなを仕掛けて懲らしめる想像をして楽しむいたずらっ子のような三人をトゥーリは諫いさめた。本気でやるわけはないと思うが、このまま暴走されても困るので話を先に進める。

「そうじゃなくてっ！　まずはコンクールで一位を取ることを考えるのが普通でしょ！」

「えっ……？」

　まるで目から鱗うろこと言わんばかりのユキとティフィーの顔を見て、トゥーリは彼女たちの品性を疑う。自分は一体何をやっているのだろう、という疑問を乗り越えて言葉を紡いだ。

「特訓よ！」

「特訓？」

「本気でコンクール一位を目指すのよっ！　コンクール用の特訓よ！」

　トゥーリは大きな声で宣言した。




「んま～っ！　ティフィーちゃんが本気でコンクール優勝を目指すのっ!?　夢みたいっ！　これは夢？　あたし感激っ……！」

　ピアノの先生に事情を話すと、ティフィーの置かれた立場に同情はしつつ、彼女がコンクールで頑張ろうとする意志を示したことに強く喜びを感じていた。ピアノの個人レッスンの部屋の中で、体をくねらせながら感動を表現していた。

「コンクール用の特訓、お願いします、せんせぇ」

「普通、ここでのレッスンは全部コンクール用の練習なんだけどねぇ……。まぁ、ティフィーちゃんは特別ね。分かったわ！　ビシビシいくから覚悟してちょうだい！」

　少し頬を赤らめていつもより気合が入っている先生を横目に、ティフィーはピアノの椅子に座る。ピアノを前にするとティフィーの表情は少し変化する。いつも眠そうな目が研ぎ澄まされて鋭くなる。集中が始まっていた。

　トゥーリは少ししまったと思った。ティフィーがピアノをやめさせられるかもしれないという怒りで、彼女にコンクールで一位を目指すよう意見したが、恐らくその一番の壁となるであろう自分がそんなことを言って良かったのか？　そして彼女の特訓の内容を間近で見ている今の自分の状況は、卑ひ怯きょうなのではないか？

　しかし、今まさに彼女の指は鍵盤を叩たたこうとしていた。今声を出すことも、音を立てて扉を開けてこの部屋を出ていくことも憚はばかられた。トゥーリはその場で立ち止まってティフィーの演奏を聴くことしかできなかった。

　演奏が始まる。ティフィーは不ふ真ま面じ目めな生徒であるが、下手へたなどでは決してない。たくさんの音が連なる高速の曲を彼女はつらつらと弾いていく。まるで指が自動的に動き、曲を奏でているかのようであった。テンポの速い曲であるけれど、情緒豊かに激しく弾き続けるティフィーの姿にトゥーリは小さく息を呑のんだ。

「まだアレンジを入れてる。楽譜をよく見て」

　横から先生の指導が入る。

「そこは伴奏の方をもう少し小さくして。メインを際立たせて」

「…………」

「曲の転換点を意識して。前後の繋つながりに不自然さを出さないで」

　ティフィーの演奏は先生の指導に敏感に反応し、音の色合いが少しずつ変わっていく。まるで生き物であるかのように音が揺れ動き、先生はその揺らぎを見定め、調整を行っていく。

「そこはもっと力を抜いて。少し音が跳ね過ぎよ。曲調をよく感じ取って……」

「…………」

「まだ感覚で弾いているわ。楽譜をもっと見て、楽譜を……」

　どうしたことだろうか、そこでティフィーが指をピタッと止めた。演奏が止まり、静寂が訪れた。

「……どうしたの？　ティフィーちゃん？」

「…………」

　ティフィーは顎に手を当てて何かを考えこんでいる。その様子を見て先生やトゥーリが首を傾かしげる。何を悩んでいるのだろうか？　この辺りの演奏でそんなに悩むことがあるだろうか？

「……せんせぇ、せんせぇ。あたし、ずっと疑問に思ってたことがあるんだけど」

「な、なにかしら？」

　口を開き始めたティフィーに、先生は何か不吉な予感がした。

「……演奏の形、というのは、こういうのでいいのだろうか？」

「……はい？」

　ティフィーは喋しゃべる。

「せんせぇは、もちろん、あたしに十分……十分過ぎるほど自由を持たせてくれているから、せんせぇはいいせんせぇだと思うけど……こう弾きなさい、ああ弾きなさいと、生徒に逐一指導していく一般的なピアノ教室の在り方というのは、果たして音楽の訓練として正しいことなのだろうか？」

「ど、どういうことかしら……？」

「音楽というのは表現であって、表現というものには正解というものがない。ないのだから本来こう弾かなければならない、という明確な答えなんてない。だからこう弾くべき、という正しい解答を提示するかのようなピアノ教室の指導の在り方は、果たして本当に正しいものなのだろうか……。表現とは、暗闇の中で悩みながら手探りで探していくしかないのではないか……」

「…………」

　饒じょう舌ぜつに長々と喋しゃべりだすティフィーに先生の顔が強こわ張ばった。額から汗がたらりと流れる。

「一体音楽の正しい指導というのは……どういった形なのだろうか……？」







[image: ]







「いけないっ！　ティフィーちゃんがどつぼにはまった音大生のような悩みを抱えてるっ！」

　考え込むティフィーに先生は頭を抱えた。コンクール前に悩んでも仕方のないことであった。

「ティ、ティフィーちゃん？　そ、そこはね、誰もが悩むところだけど……悩み始めるととてもとてもキリがないところだからね？　何百時間考えても答えの出ないところだからね……？　い、今は難しいこと考えずに、一生懸命レッスンしましょ？」

「そもそもコンクールとかで、音楽の表現に順位を付けることは正しいことなのだろうか……？」

「ダ、ダメよ！　ティフィーちゃん！　今、哲学の世界に入っちゃダメっ！　その沼は深いわよッ……！」

　入ったらなかなか出られなくなる沼だから、先生は多大な善意によってティフィーの肩を揺さぶった。見かねてトゥーリも口を出す。

「ティフィー、あなたそんな事で悩んでる暇ないでしょ!?　コンクールで一位取らなきゃいけないんだから！　そんな悩みは放っておいて、今は練習に集中しなさいよ！」

「でも思考を停止させるのは表現者としての死だよ？」

「ぐぬぬ……。ユキ！　カスミ！　あなた達もティフィーに何か言ってあげてよ！　ちゃんと普通にレッスン受けろって！」

「皆が何言ってるのか、わたし全然分かりませんっ！」

「哲学の世界は、深いんやなぁ」

「ぐぬぬ……」

　問題児三人組の二人は頭にハテナを抱えたまま、この話を聞いていた。

「あたし、音楽はもっと自由であるべきだと思うの」

「も、もちろんコンクールだって自由よ？　ほら、楽譜通りに弾くって言ったって、その楽譜の解釈は人によって違うじゃない？　フォルテひとつだって沈むように深く強く弾くか、弾けるように跳ねて強く弾くかで、全然違ってくるでしょ？　楽譜から作曲者の意図を読み取って、自分の解釈によって雰囲気を演出していく。ほら、凄すごく自由でしょ？　コンクールはそういうところを見ていくのよ？」

「でもコンクールに斬新さは求められてないの。凝り固まってるの」

「ま、まぁ……コンクールはある程度審査の基準が設けられているから仕方ない……」

「そもそも音楽に正解がないんだから、楽譜が全て正しいとは限らないと思うの。間違っている、ということもないけど、頭から信じてかかる必要もないと思うの。自分がこう弾くべき、と思ったらフォルテッシモって書いてあってもピアニッシモで弾くべきだと思うの。それが表現だと思うの」

「…………」

　ティフィーちゃんがまるで伸び悩んで音楽の意義に葛藤している音楽家みたいなことを言い出しちゃったなー、と先生は苦笑するも、なんとかコンクールにやる気を出してもらうため説得を試みる。

「そ、そうね。でも音楽に正解はないんだから、なぜこの作曲家はここをフォルテッシモにしたのか、その意図を探るようにして演奏していくのも、とてもとても面白いわよ？　ティフィーちゃん？」

「……なるほどぉ？」

「自由なのも音楽の魅力だけどねぇ、楽譜とよく向き合ってその奥底を覗のぞき見るのも音楽の魅力の一つよぉ？」

「ふむふむ……」

「あと、コンクールでは絶対にアレンジはダメだからね？」

「うーん……」

　ティフィーは先生の言葉を受けて、腕を組んで悩む。下を向いたり、上を向いたりしながらうんうんと考え事をしており、その様子を先生はハラハラしながら見守った。

　そして、ティフィーは突如晴れやかな顔になって、叫んだ。

「わかった！」

「な、なにかしら？」

「あたし、作曲家にもなる！」

「も～～～！　この子は本当に自由なんだからぁ～～～！」

　お願いだから今はコンクールに集中してぇ！　という先生の叫びは虚むなしく空へと消えていった。特訓は哲学に呑のみ込まれ、スムーズに進まないのだった。




　空に星が輝いていた。月が綺き麗れいな夜であった。

　コンクールを明日に控えた夜であり、風が生暖かく少し息苦しくもあった。空気は湿気ており、じんわりした暑さが人に汗をかかせていた。

　コスタスは煙草たばこを吸いに庭に出ようとしていた。そこで娘のティフィーが庭の椅子に座っているのに気が付いた。ティフィーは窓に背を向けながら星を見上げていた。

「眠れないのか？」

「…………」

　返事は返って来なかったが、コスタスは娘の隣に座り、同じように星を見上げた。

「いよいよ、明日コンクールだな」

「…………」

「緊張しているか？」

「…………」

　コスタスは煙草を一旦しまう。

「……おばあちゃんの言うことは気にしなくていいからな。まだ説得はできていないが、おじいちゃんも説得に回ってくれている。変に緊張なんかせず、練習通りの成果を出せればそれでいいからな？」

「…………」

「……ティフィー？」

「ぐー……」

　──寝てた。

　コスタスが娘の顔を覗のぞき込むと、娘は顔を上に向け、すやすやと心地よさそうに眠っていた。ティフィーは星を見ていた訳ではなく、コスタスは少し目をぱちくりとさせた。

「……ティフィー。ティフィー。起きろ。こんなところで寝ていると風邪ひくぞ？」

「んあー……？」

　ゆっくりティフィーは目を覚ました。肩を揺する父の顔を見る。

「……寝てた」

「そうだな」

「むあぁー」

　ティフィーは大きな欠伸あくびを一つする。コスタスは娘に語り掛ける。

「いよいよ、明日コンクールだな」

「だね」

「緊張しているか？」

「別に？」

「……だろうな」

　娘の図太さに呆あきれた。

「おばあちゃんの言うことは気にしなくていいからな。まだ説得はできていないが、おじいちゃんも説得に……」

「お父ちゃん」

　コスタスが説明をしている途中で、それを遮るようにティフィーが声を出した。ティフィーは父の目を見ている。

「大丈夫だから」

「……そうなのか？」

「うん」

「……でも明日は大変だろう？　自信があるのか？」

　ティフィーは小さく首を振った。

「そうじゃない。そうじゃなくて……」

「…………」

「別に、明日がそんなに特別な日とは思わないの」

　ティフィーは純朴な目を父に向けた。

「……そうなのか？」

「うん」

「そうか……」

　コスタスは娘の言いたいことをしっかりと理解できた訳ではない。しかし自分の目を見る娘に手を伸ばし、その頭をゆっくりと撫なでた。

「頑張れ」

「うん」

　彼女はニコッと笑った。そうしていると、庭へ続くドアから母のソフィが現れた。

「あぁっ、ティフィーこんなところにいた！　ダメじゃない。明日早いんだから、もう寝なきゃ」

「さっきまで寝てたー」

「またベランダでー。ちゃんとお布団で寝ないと」

　そう言って、ソフィは娘を抱えるようにして立たせた。

「お父さんと話してたの？」

「起こしてもらったー」

　コスタスは笑うようにして喋しゃべる。

「ティフィー、緊張してないってさ」

「もうっ、そんな訳ないじゃない。私も小さい頃ピアノやってたけど、コンクールってすごーく緊張するんだから！」

「ガッチガチだったな」

「お母ちゃん、ガッチガチだったの？」

「そうだよー。もう緊張し過ぎて吐くかと思ったんだから……。あ、いや、今のはなしで……」

　言う必要のないことだった、とソフィは思い手を振る。

「さぁさぁ、ティフィーはもう寝なきゃ。早く寝て、早く起きて体調ばっちしにしなきゃ」

「そうだな。明日は早起きしなきゃいけないからな」

「早起きは、一位を取るより難しい……」

「おい、こら」

　そうして三人は家の中へと戻り、夜が更けていった。ティフィーはぐっすりすやすやと眠り、逆にソフィは緊張して眠りが浅くなった。




　コンクールの日を迎えた。

　炎天下の中をたくさんの人が行きかっていた。

　からっと晴れた夏の暑い日。アスファルトの地面が太陽の熱を跳ね返し、じりじりとした暑さで満たされている。人々は汗をかき、ハンカチで拭いながら燃え盛る太陽の下を歩いていた。今日の北メーゼリット駅には親子連れの利用客が多く、そして皆が同じ方向へと歩いていく。その親子連れのほとんどが緊張した面持ちを見せ、顔が強こわ張ばっていた。勝負に挑む者達の表情であった。

　今日のピアノコンクールの観客だろうか、吸い込まれるように、たくさんの人々が大きな音楽ホールへと入っていく。その建物は空調が効いており、暑い日差しから解放され、ふぅと大きく息を吐く。

　子供たちは珍しく正装をしている。この会場で着替え、ネクタイを付けたきっちりした礼服や、ふわりと揺れるドレスを身にまとっていた。

　たくさんの子供たちが控室で最後のチェックを行っている。楽譜を読み込む者、アドバイスを何度も何度も確認する者、指の運動を入念に行う者。皆が皆そわそわと、一様に緊張した面持ちを見せながら、本番の舞台へ向かう準備をしていた。

　まだ開演は先だ。

　その中で一人、周りの緊張とは少し違う様子を見せている少女がいた。それは演奏への緊張とは別の緊張であり、何かを待っているかのようなそわそわと落ち着きのない動作をしていた。

　赤い髪を長く垂らし、白いドレスを着た少女、トゥーリだった。

「……来ないっ！」

　トゥーリはあまり大声を出さないように、しかし声色に苛いら立だちを含ませて言った。今、この会場にいるべき人がいないのだ。

　ティフィーだ。ここに来てからというものティフィーの姿がまるで見えない。自分が気に掛けている少女が全く姿を現さないのだ。

「まさか、本当に寝坊しているんじゃ……」

　トゥーリは同じところを行ったり来たりしながら考える。ティフィーは朝が弱く、よく寝坊するということは知っている。しかしそれは少しおかしい。家族の人たちが必死に起こすはずであり、ティフィーがそのままベッドでぐーすか眠っていられるはずがない。

　それに彼女といつも一緒にいるユキとカスミもいないのだ。つまりユキとカスミはティフィーと合流し、問題児三人組が行動を共にしているのだろうと、トゥーリは考えた。

　一体どうしたのだろうか。今日の結果次第でティフィーはピアノをやめさせられるかもしれないのだ。そんなここ一番という時に、遅刻して演奏できませんでしたーじゃ、笑うに笑えない。時計を見る。まだ開演まで若干時間がある。少し余裕があるのは確かだが……何かあったのだろうかと、トゥーリはそわそわして仕方がなかった。

　彼女たちの行方が気になって自分の楽譜にも集中できないままでいた頃、トゥーリのスマホがバイブレーションで震えた。

「……っ！」

　ソマホの画面には『着信・ティフィー』と書かれていた。慌てて通話ボタンを押す。

「もしもし！　ティフィー！　今どこにいるのっ……!?」

『あ、トゥーリ、おはよー』

「あ、うん、おはよう……じゃなくて、今どこで何やってんのっ!?　遅いわよっ！」

　電話口の向こう側からティフィーの能天気な声が響いた。

『迷った』

「……は？」

『ここはどこ？　あたしは誰？』

　その呑のん気きな声に、トゥーリは固まった。頭の中が白くなる。少し待つと、同じ電話の先からカスミの声が聞こえてくる。

『あのな、あのな、トゥーリはん。あてら、どうも電車を間違えてしもたようで、今メーゼリット駅ってとこにおるんよ』

「…………」

　この音楽ホールの最寄り駅は『北メーゼリット駅』だ。彼女たちは『メーゼリット駅』にいるのだという。呆ぼう然ぜんとなる頭をぶんぶんと振り、トゥーリは言葉を紡ぐ。

「バッカ！　何やってんの……ていうか、ちょっと待って、ちょっと待って？　親御さん。あなた達の親御さんは？　親御さんが間違えたの？」

『ううん。三人だけで来た』

「はぁっ!?」

　トゥーリの目は大きく見開かれる。

『もうあたし達も初等部６年生。いつまでも、お父ちゃんお母ちゃんにおんぶに抱っこじゃいられないの』

『だからわたしとカスミはティフィーのお父さんに、ティフィーはわたしのお父さんに送ってもらうことになってる、って言って家を出たんですよ』

『いやー、三人だけで行くことぐらい楽勝やろ、と思っとったんやけど……電車ってゆうんはまだまだ分からへんなぁ』

「ばっっっかじゃないのぉっ!?」

　トゥーリは机を叩たたきながら大声を出した。控室にいた周りの人たちがぶるりと震える。

「アホっ!?　アホなのっ!?　前々から思ってたけど、ほんっとうに、あなた達バカなのっ!?　どうしてそんなことしたのっ!?」

『いやぁ、今回ばかりは反論できません』

「このアホどもがぁっ！」

　トゥーリは痛くなる頭を押さえながら、どうしようもない友を罵ば倒とうした。

『カスミが占いに失敗したの。占いで出た電車に乗ったら別の駅に着いたの』

『いや、ちゃうんよ。ちゃうんよ。方角占いは当たったんよ。でも、途中で電車がくいっと曲がってしもうたんよ。そしたらちょっと違う駅に着いちゃったんよ』

「占いじゃなくて、路線図で調べろぉっ！」

　トゥーリは雄お叫たけびを上げた。

「え？　あなた達、マジなの!?　マジでバカなの!?」

『いやぁ、お恥ずかしい限りです』

「いい!?　よく聞きなさい!?　メーゼリット駅にいるんでしょ!?　じゃあ二駅戻りなさい。そのフィッツロルド駅で降りて、西口の改札を出なさい！　そこから５分歩いたところにリース線の改札があるから、そこから上り線で一駅。そうしたらここ北メーゼリット駅に着くからっ！」

『ふむ……』

「そこからならそんなに時間はかからない……。慌てなければ演奏までには十分間に合うから！　分かった!?」

『…………』

　トゥーリが叫ぶように声を発するも、電話の向こうから返ってくるのは少しの沈黙だった。やがて、反応がある。

『……よく分からないけど、分かりましたっ！』

『また占ってみましょか？』

『多分、あっちの方だよ、多分……』

「ええいっ！　お前らそこを動くんじゃないっ！　私が迎えに行く！　迎えに行くから、絶対にそこを動くんじゃないわよっ！」

　聞こえてきた不穏な会話に、トゥーリは叫んでいた。鞄かばんを持ち、ドレスのまま外に走り出て電車に乗り込む。あぁ、もうっ！　どうして私がこんなことをっ！　と思いながら、電車の乗り換えをスムーズにこなし、目的地にたどり着く。

　問題児三人組を回収する。ベンチで足をプラプラさせている能天気どもの頭を小突き、また来た道を戻る。乗り換えはあるものの距離としてはそれほど離れていない。

　手際よく移動をこなしたトゥーリは大した時間をかけず、元の音楽ホールまで戻って来られた。

「ごめんなぁ、トゥーリー」

「お手間とらせてすみません、トゥーリ！」

「あて、トゥーリはんがおらんと生きていけへんわぁ」

「えぇいっ！　この問題児三人組めっ！　毎度毎度毎度手間を掛けさせてっ！　本当に困った奴やつらよ、あなた達はっ！」

　今日ばかりは皆のお母さん役であるトゥーリのお叱りを黙って聞く三人組であった。




　音楽ホールの控室にたどり着く。もう開演しているのだが、彼女たちの演奏まではまだ時間がある。このコンクールは演奏する順番によって受付時間も異なる方式が取られていたため、三人は受付にも間に合った。

　しかし最後の調整時間があまりない。最後に楽譜を読み込む時間も、これまでのアドバイスを確認する時間もティフィーにはほとんどなかった。ティフィーの演奏開始はそう遠くなかった。

「あぁ、もうっ！　どうして本番までこんなことになるのかなっ！　あなたは今日崖っぷちだっていうのに！　自分から勝手に不利になってどうするのよっ……！」

　ティフィーの心配をしておろおろと慌てているのはトゥーリだった。逆に、ティフィーは落ち着いた様子を見せている。

「ごめんね、トゥーリ。トゥーリの調整時間削っちゃった？」

「私は早く来て、今日もう何度も確認したからいいのよ。……そうじゃなくて、ティフィー、あなた私じゃなくて自分の心配をしなさいよっ！」

　トゥーリは腰に手を当てて彼女の顔を覗のぞき込む。

「あなた今日一位を取れなければピアノやめさせられるかもしれないのよっ!?　それで、今あなたは他の子よりも不利な状況にいる！　大丈夫なのっ!?」

　焦ったようにトゥーリはそう言った。その目を見ながらもティフィーはまるで動じない。眠そうな目はいつも通りであり、焦りも不安も特別も、そこにはなかった。

「大丈夫だよ、トゥーリ。大丈夫だから」

「…………」

　何の根拠もないティフィーの言葉にトゥーリは大きなため息をつく。肩を落としながらティフィーの隣の席に腰掛ける。

　本当にこの子は自分の状況が正しく分かっているのだろうか？　トゥーリは心配になる。こんな様子で一位を取ることができるのだろうか？　今日は……今日だけは私は演奏に手を抜いて、ティフィーが勝ちやすいようにするべきなのではないだろうか。トゥーリはそこまで思考を巡らせてしまう。能天気な友の隣に座り、ぐるぐるとそんな考え事をしていると、ティフィーは声を発した。

「大丈夫。何も問題はないから……」

「……自信があるの？」

「そうじゃない」

　ティフィーが首を小さく振る。

「別に、今日はそんなに特別な日じゃないの」

「……うん？」

　トゥーリは首を傾かしげる。ティフィーが言葉を続ける。

「トゥーリにとって、ピアノってどんなの？」

「え……？」

　突然の質問に、答えが詰まる。すぐに別の質問が飛んでくる。

「やめろって言われて、やめる？」

「そりゃ……もちろんやめる事なんてないけど……」

「そういうものなの」

　ティフィーは静かにそう言った。

「……ピアノっていうのは、常に傍そばにあるものなの」

「…………」

「もちろん好きだから弾いている訳だけど……でも、もうピアノは日常の中にあって、好きだから弾く、嫌いだから弾かない、得意だから弾く、苦手だから弾かないとかじゃなくて……弾いている。気が付いたら弾いている。あたしはピアノを弾いている」

「…………」

「弾かなきゃ、それはもう日常じゃない」

　淡々と話すティフィーに、トゥーリは少し息を呑のんだ。

「ただ弾く。弾いている。弾き続けている。やめる、やめないとか、好き、嫌いとか、そういうことじゃなくて……弾いている。弾いているの。あたしはずっとピアノを弾いている」

「…………」

「……そういうものなの」

　そういうものでしょ？　と言い、ティフィーは微かすかに笑った。

「今日は別に、特別な日なんかじゃない」

「…………」

「だってどうせ、どうなったってあたしはピアノを弾いている」

　そこでティフィーは言葉を止めた。そのいつもと変わらない横顔にトゥーリは言葉を投げかけることができなかった。トゥーリの頭の中に様々な反論が浮かんでくる。親からやめろと言われたら？　ピアノを家から捨てられたら？　そうしたら資金面は？　ピアノ代は？　レッスン代は？　勉強する時間は？

　世の中そんなに甘くない。自分のやりたい事だけをやれる訳ではない。資金面とか、周りの協力が得られないとか、そういう理由で何かをやめていく人はたくさんいるのだ。

　だからティフィーの言っていることは甘いのだと、トゥーリは思う。

　しかし、その反面で……。

　ティフィーの表情は一切ぶれない。そこに確固とした思いを感じさせる。淡々とした口調からは有無を言わさぬ力を感じ取ってしまった。この子はずっとピアノを弾き続けていくのだろう。本番を前にして、動揺もなく、焦りもなく、不安もないティフィーの姿を前に、トゥーリはそう思わざるを得なかった。

「ティフィーさん、準備をしてください」

　控室の扉が開いて係員がそう言う。ティフィーの順番がすぐそこに来ていた。よっこらしょ、とおっさんくさい言葉を吐きながら、ティフィーはゆっくりと席を立つ。トゥーリはその小さな背中を目で追う。どうしようもないほど手間を掛けさせられる問題児は一切緊張もせず、ただ日常のような軽い足取りで会場へと向かう。

「ティフィー……！」

　控室の扉に手を掛けるティフィーに、トゥーリが声を掛けた。

「そのっ……頑張って！」

　その声を聞き、ティフィーがにこっと笑う。

「……でも、なんだかんだ言っても、おばあちゃんに言われっ放しはつまらないから」

　外への扉がぎぃと音を立てて開く。

「今日はちょっと、頑張って一位狙ってくる」

　そう言ってティフィーは手を振り、笑って部屋を後にした。




　ぱちぱちぱちと、儀礼的に拍手される。ティフィーが舞台袖から姿を現す。スポットライトを浴び、この場で彼女だけが光り輝いている。拍手の中で彼女がお辞儀をする。いつものぼさぼさの髪がワックスとたくさんの髪留めで整えられている。渋い赤色を基調としたドレスは彼女の存在感を強く押し出している。

　トゥーリ、ユキ、カスミの三人も、ティフィーの演奏を聞くために観客席に移動している。三人はまだ演奏が控えているのだが、彼女の演奏だけは気になってしょうがなかった。ティフィーがピアノの前に座る。すると、彼女の表情が引き締まっていく。いつもの眠そうな面影はない。

　演奏が始まる。

　音が飛び跳ねるような軽快な曲であった。ティフィーの指が軽やかに鍵盤を叩たたき、笑うように軽く、踊るようにリズミカルに曲が奏でられていく。一音一音の美しさが輝くように響き渡り、きらきらとした音の粒が会場の中を飛び跳ね、暴れ回り、人の心に届いていく。会場を呑のみ込んでいく。ティフィーは楽しそうにピアノを弾いていく。指の一つ一つの動きがピアノという装置を介し、音の粒へと変化していく。彼女の指が彼女の表現したいものを形にしていく。

　多くの人は驚いていた。ティフィーが持つ音楽の力強さに驚かされる。

　彼女は無名だった。名も知らぬ少女が情緒豊かにピアノを弾いていく。まるで不意打ちを食らったかのように聴衆の目は丸くなる。名前も顔も知らない少女の音楽に呑み込まれ、圧倒される。

　そして一部の人は別の意味で驚いていた。ティフィーという少女は技術も才能もあるくせに、楽譜通りに弾かない子、自分の好きなようにしか弾かない子。演奏自体は素晴らしいのに、人の言うことを聞かず、どこまでもマイペース……。

　問題児として知られていた。そんな自分自身にしか従わないわがままな子が、真っ当にコンクールに出ていた。正面からコンクールに挑んできており、勝とうという意思すら感じさせている。会場の皆が驚かされていた。

「……やれば普通にできるんじゃない」

　トゥーリは口を尖とがらせながら、誰にも聞こえないような小声でぼやいた。ティフィーは見事にピアノを演奏しており、それを凄すごい……いや、ずるいとすら思えた。

　彼女はずっと知っていた。ティフィーのことを。自由で、行動に難があり、いつもいつも世話を焼かされる。しかしピアノの腕は誰にも負けない。才能があり、情熱もあり、そして何だかんだ言っても努力を惜しまない。基礎もしっかりとしている。飄ひょう々ひょうとしているけど、どれだけ長いことピアノに触れているか、演奏を聞けば理解できる。ただ、自由奔放な気質と反抗的な考え方が、コンクールというものに向いていなかった。

　彼女もまた、反抗期なのかもしれない。長い反抗期なのだろう。

　どこかで見ているであろう、ティフィーのピアノの先生と同じ感想をトゥーリは抱いている。ティフィーが普通に演奏していることへの安あん堵どと、やろうと思えば普通にできるのに、という呆あきれであった。

「バカだなぁ……」

　トゥーリはいつも思っていた。ティフィーには才能がある。人を魅了する音楽の強さを生まれながらにして持っている。

　そして、それは自分のものよりも優れていた。彼女が正面から挑んできたなら、私は彼女に敵かなわないのではないか。そういう疑念をいつも抱えていた。

　彼女のおばあさんは言ったという。『コンクールで優勝できないなんて才能がない』『今度優勝できなかったらピアノをやめろ』と。

　それは全くもって的外れな意見だったのだ。ただいたずらにティフィーの反骨心を煽あおり、眠れる獅し子しを起こしてしまっただけ。彼女の下地は十分に厚く、広かった。

「全くあの子はバカだなぁ……」

　音がきらめく。彼女の音楽が吹き荒れる。人の心に染み入っていく。それほどのものを持っていながら、ほとんどの人は彼女のことを知らず、彼女に度ど肝ぎもを抜かれている。それは凄い……いや、心からずるいと思えた。

　一曲目が終わる。次に彼女が弾いたのはスローテンポの暗く重い曲だった。いつも適当で気楽な彼女とは正反対のような曲であるが、彼女は重い曲も弾きこなしていく。胃の奥が重く苦しくなるような、深く染み入る曲であった。彼女は見事にそれを表現していた。

　それを弾き終えた時、会場は割れんばかりの拍手で包まれた。最初彼女が現れた時の儀礼的な拍手とは違う、熱のこもった興奮の拍手であった。

　トゥーリは拍手をしながらも、ため息を一つついたのだった。




　トゥーリは一人廊下のベンチに腰掛けていた。

　ティフィーの演奏は無事に終わり、今はその次の演奏者が……或いはその次の次の演奏者が演奏している頃であった。トゥーリ達はティフィーを迎えに行き、労ねぎらいの言葉を掛けた。ユキやカスミはティフィーを絶賛しており、手を叩たたいて喜んでいた。それを受けるティフィーは鼻を鳴らしながらとても自慢げであった。

　トゥーリも喜んだ。お疲れ、良い演奏だったわ、と賛辞を贈った。しかしその声はほんの少しくぐもっていた。その声色にティフィーは気付かず、ただ笑ってありがと、と言っていた。やがてピアノの先生もやって来て彼女を絶賛したが、真ま面じ目めにできるのなら初めから真面目にやりなさーい！　とティフィーの頭をわしゃわしゃしていた。

　そしてトゥーリは席を外した。少し一人になりたかった。

　人ひと気けのない廊下で一人ため息をつく。ここは会場の音楽ホールの中であるが、今日のコンクールでは使われない部分であり、人通りは全くない。そこの壁にトゥーリは背中を預け、少しぼんやりとしていた。

　ティフィーの演奏を聞いて、少し思うところがあった。しかしこの思いはほとんど誰にも言えないことであった。胸にもやもやが溜たまっていく。

　そんな時に、曲がり角から人が現れた。

「うわっ、こんなところにいた」

　大人の男性の声がして、トゥーリは驚き振り向く。そこには見覚えのある姿があった。

「やぁ、トゥーリ君。こんにちは」

「ジーク先生……。こ、こんにちは……」

　現れたのはユキの父親のジークであった。トゥーリはぎこちなくお辞儀をした。

「いや、少し探したんだ。今日のお礼が言いたくてな」

「……お礼？」

「今日はうちの娘たちが大変ご迷惑をおかけしました。今日のことは後でしっかりと叱っておきます」

　大の大人が初等部の子供に丁寧なお辞儀をしていた。トゥーリは苦笑いをする。

　ユキたちが親を騙だまして三人だけでコンクールに向かったと知るや否や、ジークとコスタスは娘を探して走り回った。会場に連絡してもまだ着いていない。子供のスマホに電話してみても電話に出ようとしない。彼らは心当たりのある所を車で探し回るしかなかった。そこでユキやティフィーなどを捕獲したと、トゥーリから連絡があった。その知らせがなかったらまだ辺りを探し回っていたかもしれない。彼女は必要な連絡のできるしっかりとした子であった。

　今は公共の場だからしないけど帰ったら説教大会だ、とジークは言う。トゥーリはしっかり叱ってやってください、と呆あきれながらそう言う。ジークは指で頬を掻かいた。

「飲むかい？」

「……ありがとうございます」

　ジークはすぐ近くの自販機で飲み物を２本買い、トゥーリに手渡した。それはブラックコーヒーであり、躊ちゅう躇ちょすることなくトゥーリはそれに口を付けた。ジークはトゥーリの隣に座る。二人並んでブラックコーヒーを飲んでいた。

「……ジーク先生はティフィーの演奏聞きましたか？」

「あぁ、それには間に合ったよ」

　トゥーリはジークのことを先生と呼ぶ。なぜならトゥーリの学校の担任がジークであるからだ。トゥーリが通うのは公立の学校であり、ジークはそこの教師だった。ユキ達は私立の学校に通っている。だから、同じピアノ教室の友達の父親が、自分の学校の担任という、少し奇妙な関係が作られていた。

　そして、二人にはもう一つ共通点がある。

「……天才って、ずるいですよね」

「全くだ」

　トゥーリの呟つぶやきにジークは小さく頷うなずいた。

　ティフィーの演奏には人の心を打つ何かがある。それは才能とひとくくりにするのは失礼なものかもしれない。ティフィーは表現の仕方に常日頃からこだわり、よく考え、気付き、悩みを繰り返して、自分の武器を研磨している。だからティフィーの中にある人の心を打つ何かは、ティフィーの努力によって勝ち取ったものと言えるかもしれない。

　しかし、人が簡単に持ちえるような能力では決してないことは確かだった。そういう意味で、ティフィーはまさしく天才であった。

「……耳の能力って、小さい頃に鍛えておかないと発達しにくくなっちゃうんですよ」

「あぁ、そうみたいだな」

　トゥーリは天井を見上げながら喋しゃべる。

　耳の能力というのは７歳くらいまででその大部分がほぼ決まってしまうという。その頃に耳の造りはほとんど出来上がり、以降は幼少期の頃と比べて音感などは発達しにくくなるのだという。

　なので子供の頃に音楽の訓練を行うことは、その能力の発達に大きな影響を与えると言われている。逆に言えば、それまでに音楽の訓練を積んでいない者は、幼少の頃から音楽をやっていた者と埋め難い差ができてしまうのだ。

　そしてそれをトゥーリは知っていた。

「だから、とてもとてもうまくいくのだと思ってました。人よりも多くのものを持っているのだと……」

「…………」

「でもティフィーは……それでも私に持っていないものを持っている。いや、ティフィーだって小さい頃から音楽をやっていて、耳は鍛えられていて、私と同じ土台に立っている。その上で、私には持っていないものを持っている」

　トゥーリは小さく呟つぶやいた。

「……綺き麗れいだった」

　ふと目をつぶれば浮かんでくるのは先程のティフィーの音楽だ。きらきらと光る旋律の洪水。彼女の奏でる一音一音が力強い音楽となり、人を呑のみ込むかのように自由奔放に荒れ狂う。思い出すだけでトゥーリは自分の血潮が脈打つかのようだった。

「ジーク先生、あなたの言った通りのようです」

「……ん？」

「転生者は天才という訳ではない、ってあれです」

「…………」

　トゥーリとジークの間には、一つ大きな共通点があった。

　──トゥーリは転生者であった。

「ああいう演奏の能力を……才能って言うんですかね？」

　聴力の多くが幼少の頃に出来上がる、というのは転生者にとって大きな利点であった。幼少期から自身のやりたいことを自覚し自発的に発言のできる転生者は、幼少の訓練を自由に選べ、その効率を自覚し、そこに時間を費やすことができる。それは転生者にとっての大きなメリットであった。

　普通、子供の頃というのは自分のやりたいことが明確ではない。大体は親が選んだ習い事をし、学校で出される宿題をこなす。自分の道を見つけるのはずっとずっと後のことであるのが一般的だ。

　しかし、転生者は違う。トゥーリは自分からピアノがやりたいと親にねだり、レッスンに通うようになった。そして聴力が劇的に上がる時期を正しく理解し、能動的に効率的な訓練を行ってきた。転生者でない普通の子は、ちょうどその時は遊び盛りだ。

　トゥーリは転生者の恩恵を十全に利用してきたのだった。

「でも……」

　思い出すのは先程のティフィーの演奏だ。あの時惚ほれこむように彼女の音楽に聴き入った。自分が大好きなものをとても上手にこなすティフィーの演奏する姿を、トゥーリは憧れがこもる目でじっと見ていたのだ。そしてそれは、彼女の音楽を聞く度に何度も何度も起こってきたことであった。

「天才ってのは……ずるいです」

　トゥーリは言う。

「あの子たちは私や色々な人を振り回して、困らせて、私は腹を立てさせられているのに……あの演奏ひとつで全てを許してしまいたくなる」

「…………」

「演奏ひとつが全てを帳消しにして、他の欠点を覆い隠し、つい仕方ないと、つい憧れてしまう」

　胸のモヤモヤを呑のみ込むかのように、トゥーリは手にしているブラックコーヒーをくいと飲みくだした。

「本当に、あの子はずるい……」

　その小さな呟つぶやきは人通りのない廊下に消えていった。トゥーリは子供のように足をぷらぷらさせ、視線を上の方に向けていた。その横顔をジークはじっと眺めている。

　ジークはそこに既視感を覚えた。彼にも昔から才能あふれる少女が傍そばにいて、その才能に敗北した人間であった。学校の自分の教え子が転生者だと分かり、その子は少し鼻が高くなっていたので、自分の経験を話し、軽く諫いさめたことがあった。

『転生者は天才という訳ではない』

　その言葉はトゥーリに深く刺さっていたようだった。

　外の陽気は強く激しい。日の光の強さ、光と影のコントラスト、汗をかいて歩く人々。大きな窓からそれらの様子が見えて、二人は涼しい建物の中にいるはずなのに、その夏の暑さが伝わってくるようだった。

「……あまり、深く考え過ぎるなよ？」

　少しの沈黙の後、ジークはそう声を掛けた。トゥーリがジークの方に振り向く。

「転生者が天才だとは限らないように、凡庸だからって成功できないとも限らない」

「…………」

「そもそも、努力と才能という言葉に明確な境界線はない。天才のどの部分が才能で、どの部分が努力によるものなのか、なんてのは誰にも分からない」

　ジークは娘と同じくらいの高さにある頭を撫なでようとして、やめた。目の前にいるのは小さい少女ではあるが、中身は立派な大人のはずだ。

「君が何かを諦めるにはまだまだ早過ぎる」

　まぁ、私は才能に敗れた側の人間なんだが……、とぼやき、ジークは言う。

「未来っていうのも、幸せっていうのも、先は分からないものだ。誰にも分からないものなんだ」

「…………」

「まだまだまだまだ、未来は長いぞ？」

　ジークはそう言って、苦いブラックコーヒーを飲む。人生の香りがした。トゥーリは転生者であるけれど、結局はまだ初等部の子供だ。道を閉ざすのには早過ぎる。ジークの言葉を聞いて、トゥーリは一瞬呆ほうけたようになるが、すぐにその言葉を理解してにかっと笑った。

「もちろん、諦めるなんてことはしませんよ」

　少し感傷的にはなりましたけど、とトゥーリは続ける。

「ティフィーが言ってたんです」

「なんて？」

「どうせ、どうなったって自分はピアノを弾いている……って」

　ティフィーは言った。自分にとってピアノは日常であり、気が付いたら弾いているものだ、と。やめろとかやめないとか騒ぎになっても、弾き続けているだろう。弾いて、ただ弾いて、弾き続けて……それが日常なのだと、そう言った。

　そういうものでしょ？　と彼女はトゥーリに笑いかけてきた。

「才能があるとか、ないとか、そういうのは関係ないみたいです」

「…………」

「だって私も、なんだかんだ言って……あの子の演奏を聞いてたら、ピアノが弾きたくなってしまうような性質だったみたいです」

　そう言って、トゥーリは椅子から立ち上がった。背筋を伸ばし、同じ転生者であるジークを振り返る。

「それに、私にだって十分才能はありますしっ！」

「はははっ」

　元気よくそう宣言するトゥーリに、ジークは笑った。

「そうだな。それでいい。思いっきりやればいいさ」

「はい、全力で戦ってきますよ」

「あぁ、頑張れ」

　手を振って、笑った。

「じゃあ、そろそろ行ってきます」

「行ってらっしゃい」

　そうしてトゥーリは歩きだした。向かう先はコンクールのステージ。笑顔で歩いていった。彼女はまだたったの12歳。これから長い長い人生を歩んでいく。すぐ傍そばには大きな才能が同じ道を歩いており、彼女には多くの困難が待っているだろう。

　しかし、それでも彼女は笑顔でこの道を歩き続ける。それは、この道がやめろと言われてやめるものではないからだ。

　トゥーリは光り輝く戦いの舞台へと向かっていったのだった。




　コンクールが終わった。

　結果はティフィーが一位。トゥーリはティフィーに迫る二位であった。
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　夏休みのある日、冷房の効いた心地よい部屋の中で、少女はうんうんと唸うなっていた。

「ううううぅぅぅっ……！」

　唸っているのはティフィーだ。コンクールが終わり、見事一位を獲得したティフィーは祖母との約束通りピアノを続けられることになった。そして夏休みとなり、ティフィーは何不自由ない生活ができるはずであった。

「うううううううぅぅぅぅぅっ……！」

　しかし今、彼女は頭を抱えながら苦しそうな呻うめき声をあげているのだった。

「はいはい、嫌そうにばかりしないで、問題を進めような」

「ぐ～～～っ！」

　ティフィーのすぐ傍そばには友達の父親であるジークが教科書を持って立っている。そして、彼女の目の前には問題集が開かれている。

　ティフィーは確かにピアノを続ける権利を祖母から勝ち取った。しかし、中等部の受験が少しずつ近づいているのは紛れもない事実だった。勉強をやらなくてよいということは一切ない。ただ成績があまり芳しくないという単純な理由から、ティフィーは小学校の教諭であるジークの補習を受けているのだった。

「あなたバカねぇ」

「ぐぬぬぬぬ……」

　呆あきれた声を出すのはトゥーリだ。この部屋にはユキとカスミも一緒にいる。同じ中等部を受験する仲間同士、一緒に勉強をしていた。

「また１００点です！　またわたしが一番ですねっ！」

「話には聞いてたけど……本当にユキは頭が良かったのね。びっくりだわ」

「微妙にバカにしてませんかっ!?　それっ!?」

　トゥーリはユキと違う学校に通っているし、学習塾にも通っていない。日頃の行いを見ていると、ユキが天才少女であるということはにわかには信じ難いことであった。ちなみにトゥーリはこの勉強会で行われるテストで大体95点辺りを取っていた。彼女は転生者ではあるものの、ピアノの方に力を入れ過ぎて、少し勉強がおざなりになっている部分があった。

「ティフィーはん、頑張っておくれやす」

「ぐぬぬぬぬ……」

　カスミの学力も十分合格圏内に入っている。ピンチなのはティフィーだけであった。ユキの成績はトップクラスである。ユキが行こうとしているその学校にティフィーが合格するためには、必死に勉強することが必要であった。彼女はほとんど突っ伏しながら問題集と睨にらめっこばかりしていた。

「ユキには理科のこの問題をやってもらうか。今のままでも十分だが、この辺りの知識は中等部に入ってからも役に立つ」

「お父さんの言いなりにはなりませんっ！　わたしは国語をやりますっ！」

「えぇ……？」

　ユキの反抗期の問題はまだまだ解決していなかった。ジークは少ししょんぼりと肩を落とす。

「ジーク君、いつもごめんね？」

　ジュースを差し入れに来たティフィーの母ソフィが、机にうつ伏せになる我が娘の姿を見て、苦笑しながらジークに話し掛ける。コスタスとソフィはジークをよく家に呼び、現役教師の彼に頼っているのだった。

「いや、これはこれで楽しいぞ？」

「え、そうなの？　自分で言うのもなんだけど、ティフィーに勉強を教えるのは大変じゃない？」

「昔の君を見ているようで、面白い」

「……私、あんなだったかなぁ」

　ソフィは同級生だったジークによく勉強を教えてもらっていた。ソフィも学力が足りず、うんうん唸うなりながら勉強していたものだった。でもソフィは自分の娘よりかはマシだったと口を尖とがらせながら思っていた。

「だーっ！　歴史の年号なんて覚えられないのっ！」

　ティフィーが叫び出す。

「ティフィー、ティフィー。年号は語呂合わせで覚えるのがいいんですよっ。プロガルディアの魔女裁判は『細工だらけの魔女裁判』で３１９年なんですよ」

「中等部の受験の歴史の範囲は広くない。限定的で、過去問と同じような問題が多く出題される。更にそこから年号を問われる問題は少なくなるから、年号を覚える部分はかなり少なくていいんだ。前に一覧を渡しただろう？」

「……どこにいったけ、あれ」

「……見つからなかったら言いなさい。またプリントしよう」

　不出来な生徒にジークはため息をつかざるを得なかった。

「ティフィーはん、そこら辺の時代の事はあてが得意やでぇ」

「え？　なんで、カスミ？」

「そや、魔女というたらオカルト。オカルトというたら占いや。オカルト話をふんだんに交えたとっておきの歴史話を長々と説明しよか？」

「いや、いいっす……」

　自分の趣味の世界に引きずり込もうとするカスミをばっさりと押しのけた。ジークはカスミとじゃれついているティフィーから少し離れ、ソファで休憩しているトゥーリの元へと近づいた。

「プロガルディアの魔女裁判は３１９年だぞ？　大丈夫か？」

「だ、大丈夫ですよっ！　先生っ！」

　誰にも聞かれたくない内緒話のように二人は小声で話し始めた。

　長い間、プロガルディアの魔女裁判は３１７年に起こったとされていた。しかし歴史の研究が進み、それは３１９年に起こった出来事であるという事が判明し、50年以上前に教科書に改訂が入った。

　しかし、転生者にとって50年前というのは身近な時間であった。前世で覚えたことがぽろっと出てきてしまうのだ。つまりトゥーリは以前、学校の問題でプロガルディアの魔女裁判の年号を３１７年と答えてしまったのだ。ジークも過去に犯した過ちであり、トゥーリの担任教師であるジークはそのことを怪しんだ。そして転生者であることがバレたのである。

「ちゃんと教科書を見直しているから大丈夫ですっ！」

「そうならいいが……君は勉強に対して少し油断しているところがあるからな。ピアノもいいが、ちゃんと気を引き締めなさい」

「は、はい……。くっ！　この年になって子供扱いされるとはっ……！」

　トゥーリはわなわなと震えた。

「でも……なんで転生なんて現象が起きているんですかね？」

「さぁ……。さすがにわからないな」

　単純な疑問を口にした。

「私にジーク先生、それと私はまだ会ったことないけど、ジーク先生の言うレインって子。三人もいるってことは他にも誰かいるんですかね？」

「何か理由でもあるのだろうか……？」

　転生者たちは首を捻ひねる。しかし、答えなど出るはずもない。転生した理由などわかるはずもなかった。考えても、ただ時間が流れるだけだった。

「だーーーっ！　つるかめ算めんどくさいっ！　つるかめ算なんて社会のどこで使うのーっ！」

　また叫び声が聞こえてくる。言うまでもなくティフィーだ。やれやれと、ジークはソファから立ち上がりティフィーに近づいた。

「なんだ？　解き方をまたおさらいしようか？」

「そうじゃなくて、おじちゃんっ！　つるかめ算なんて勉強して社会の何の役に立つのっ!?」

「そういう小難しいことは受験中に考えることじゃない。泥沼にはまるぞ？」

　ティフィーはピアノの先生と同じようなことを言われる。

「強いて言うなら学校の勉強は頭の運動の面が大きいな。勉強した内容が実社会で活きるかどうかというよりも、数学を通して論理的思考を鍛えたり、国語を通して文章の読み解き方を勉強したりするんだ」

「どうして鶴と亀の足の合計なんか気にするのぉ！　どうでもいいでしょ、鶴と亀の足の合計なんか……！」

「それは同感だが……ほら、うだうだ言ってないで勉強しなさい」

「ううううううぅぅぅぅぅっ！」

　うんうん唸うなる情けないライバルの姿を見て、トゥーリはため息を一つつくのであった。




　彼女達四人の長く続く友達付き合いは、まだまだ始まったばかりだった。










第10話　レインの中等部奮闘記







　桜がはらはらと舞っている。

　今は４月の上旬、春の麗うららかな陽気が差し込んでくる頃であった。冷たい空気は徐々に暖かくなってきて、少し前までの冬の匂いはもう感じられなくなっている。先日桜は満開となり、今は少しずつ散り始めていた。たくさんの人たちが新しい生活を始める時期であった。年度が変わり、社会人となる者、学年が上がる者、引っ越しをして新しい土地で暮らし始める者。

　そして、新しい学校の新入生。桜は人の転換期を温かく迎え入れた。

「…………」

　ここは中高一貫校の私立学校の校門。中等部と高等部が一緒であるこの学校は今日、中等部の新入生を歓迎する入学式が行われる。新しい生活への緊張と期待で胸がいっぱいの中等部の生徒の頭に、はらはらと桜の花びらが降り注いでいた。

「…………」

　桜の木の下で緊張のあまりごくりと唾を呑のむこの男子生徒も、そうした新しい生活が始まろうとしている一人だった。

　彼の名前はレイン。今日、新１年生として中等部へ入学する。

　彼は転生者であった。

　彼は、平たく言うと天才と呼ばれるような人間であり、幼い頃から人よりも賢く、勉強ができ、そして若くして病気の新しい治療法を発見した人物であった。病気を治す魔法道具の作製に成功し、若き天才として医学界に名を残し、大きな名誉を手に入れた男であった。

　しかしその能力故か、最後まで人に馴な染じめなかった。学校では友達ができず、苛いじめられ、その生活は彼を内気にした。彼は常に人としての劣等感を抱きつつ、縮こまりながら生活を送っていた。そして事故により亡くなった。

　その後転生が起こり、ユキという友達ができた。そして今日、彼は中等部の門の前に立つ。彼にとって学校というのは鬼門だった。人とのコミュニケーションがうまくいかず、散々苛められた場所であり、苦い青春の記憶となっている場所であった。転生してからも体が弱いことを理由に学校にはあまり行かず、逃げ続けてきた場所であった。

　しかし、今日彼は入学式の看板の立つ校門を前にしている。

「あ、レインー！」

　背後から大きな声を掛けられる。振り向くと、薄い青色の髪を長く垂らした少女が彼に大きく手を振っている。彼が現世で友達となったユキという少女だ。中等部の制服を身に着けている姿はとても新鮮であった。周囲の視線が気になり、レインは恥ずかしがりながらも小さく彼女に手を振り返す。彼女に子供っぽい笑顔が咲いた。

　もう一度だけ頑張ってみよう。

　小さな勇気を胸に、レインは新しい学校を前にしているのだった。

　───彼の小さな挑戦が始まる。




「ほーん？　で？　おまえはんがユキはんに付く悪い虫どすかぁ？　なぁ、レインはん？」

「…………」

　入学式後のクラス分けがされた教室でのことだった。

　まだ誰もが周囲の生徒の顔も名前も知らず、クラス全体に緊張が走っている頃だった。新しい中等部生活の始まりへの期待、不安、ちゃんと友達ができるか、授業についていけるか、といった様々な思いが教室の中に渦巻いている。

　その中で教室の端の方、奇妙な雰囲気をまとう数人の男女がいた。金髪の男子生徒が顔を強こわ張ばらせ小さくなりながら椅子に座っている。その男子を脅すように取り囲む二人の女子生徒と、その様子を呆あきれながら眺める一人の女子生徒がいた。

「えぇっと……、ど、どうしてなのかな？　カスミさん、ティフィーさん……」

　取り囲んでいるのはカスミとティフィーである。そして囲まれている男子生徒がレインであった。遠巻きに眺めているのがトゥーリである。

「ふーん？　どうして、と聞きはります？　なんで囲まれとるんか分からへんとおっしゃるんか？　ややわぁ、冗談はおよしになってな？」

「いや……本当によく分からないんだけど……」

　カスミがねっとりと絡みつくような口調でレインを縛り付ける。

「おめーの話はユキからよく聞いてるの、レイン」

「……うん、僕も君たちの話はよく聞いてるよ、ティフィーさん。君はかくれんぼの最中、８時間も眠った子だよね？」

「懐かしいの」

　悪びれずにティフィーはニヤッと笑った。

　レインとこの三人は、ユキの紹介によって今日初めて顔を合わせた。初めましてと、一緒のクラスになれて良かったねと、和気あいあいとしていたにも関わらず……ユキがトイレにと席を外した途端、カスミとティフィーがレインを教室の隅の方に追い詰め、尋問を開始していた。流れるようにスムーズな追い詰め方にレインは為なす術すべがなかった。

　───もう一度頑張ってみよう。そう決心した一人の少年の小さな挑戦の前に、早くも大きな困難が訪れようとしていた。

「そうなんよ。ユキはんはレインはんのことをよぉ話していてなぁ。とっても頭のいい子が病院にいると、自分よりも頭が良いかもしれませんと、これは負けていられませんと、もっと勉強頑張らないといけませんねと……彼は自分のライバルなんですと、よぉ語ってはりますよ」

「……少し気恥ずかしいね」

　レインは少し顔を赤くして、頬をぽりぽりと掻かいた。

「……君たちのこともユキはとても楽しそうに話しているよ。仲の良い友達と色々な事をしたって、目を輝かせながら」

「あら、嬉うれしおすね。ユキはんは良うも悪うも純粋やから」

　カスミは恭うやうやしくゆっくりと頬に手を当てて微笑ほほえむ。

「そうなんよ。ユキはんはライバルだ、ライバルだって、本当に楽しそうにお前はんの話をしていて……」

　カスミはゆっくりと語る。

「つまりなぁ？」

「…………」

「ユキはんをたぶらかす悪い男は駆除しないとあかんなぁ、ってことなんどす」

「話が飛躍し過ぎてるっ！」

　カスミの結論に、レインは困惑した。

「ちょっと待って!?　論旨がおかしいっ。ユキが楽しそうに男友達の話をしていたから、その僕はユキをたぶらかす悪い男、ということになってるのっ!?」

「こういうのは理屈じゃないの」

「不合理っ！　不合理だよっ！」

　つまりカスミとティフィーはユキに近づく男を排除しようとしていた。

「ユキはんはとっても頭がええ子やけど、とっても頭の弱い子でもあるから……悪い男に騙だまされないようにあてらが注意しとかないといけへんのや」

「それについては……割と同意だけど……」

　カスミがはぁ、とため息をつきながら喋しゃべり、そこはレインもおおむね同じ意見だった。

「ほなお前さん、今からこの学校を辞めて、遠い北の地に引っ越してくれまへん？」

「不合理っ！」

　入学初日に退学を勧められた。カスミとティフィーがレインの肩を揺する。それはじゃれ合いのような可愛らしいものではなく、敵意のこもった攻撃であった。カスミとティフィーの目が恐ろしかった。

「白状おしっ！　一体ユキとお前はんはどこまで進んどるんやっ？　何や隠してはることあらへんかっ？」

「いやいやいや、ユ、ユキと僕はそういう関係じゃないからっ……」

「そういう関係ってなんなんや～!?　そういう関係って言われてもどないな関係か分かりまへん～！　詳しく説明してもらえまへんか～っ!?」

「怖いっ！　中等部怖いっ！」

　前世と現世を合わせて今年39歳になるレインは女子中学生になぶられていた。

「お前はんなんかに娘はやらんっ！」

「いや、君別にユキのお父さんじゃないでしょっ……！」

「お前はんにお父さんと呼ばれる筋合いはなーいっ！」

　芝居がかった支離滅裂な会話になってくる。熱いお茶でもがあったら、レインはそれを掛けられていたかもしれない。

「絶対この男、ユキはんの処女が目当ての色情魔なんですわー！　嫌ですわー！」

「ちょっ……!?　何言ってるのっ……!?」

　カスミがとんでもないことを言いだした。

「男なんて所詮皆、女子の体が目当てなんですわー。あぁ、やらしいー。どう思いはります？　ティフィーはん？」

「……体が目当て？」

「あら、ここにも初心うぶな子がおったわ」

　カスミの言葉にティフィーはきょとんとする。中等部に上がりたての彼女にはカスミの言っていることがよく分からなかった。

「あれや、ティフィーはん。要するに中等部の男子ちゅうんは、ユキはんやティフィーはんのスカートめくってパンツとか見たくなるケダモノちゅーことや」

「やだ、男子ってエッチー」

「やめてっ!?　中等部初日で変な噂うわさ立つからほんとやめてっ!?」
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　悪質な嫌がらせであった。ティフィーは少し赤くなり、一歩下がって自分のスカートを押さえた。

「……あなたたちねぇ、その辺にしておきなさいよ」

　遠巻きにこのやり取りを眺めていたトゥーリが呆あきれ声を上げた。ティフィーと同じピアノ教室に通っていた彼女もこの中等部に合格し、同じクラスになっていた。

「止めないでおくれ、トゥーリはん。この男には引導を渡してやらんと気が済まへんのや。この男を止めへんと、ユキはんの貞操がっ……！」

「はいはい、初日からバカやってんじゃないの」

「ぐえっ」

　暴走するカスミはトゥーリに頭を叩たたかれ、カエルが潰れたような声を出した。

「ごめんね、レイン君。このバカどもがしょっぱなから君に迷惑をかけて」

「いたいいたいいたい、トゥーリー、いたいー」

　トゥーリはレインの方を見て謝りながら、すぐ隣のティフィーの耳を引っ張っていた。ティフィーが涙目になる。

「い、いえ。助けていただきありがとうございます、トゥーリさん」

　レインはぺこりとお辞儀をする。つい敬語になっていた。

「君の事情はユキやジーク先生から聞いているから。何か困ったことがあったら言ってね」

「…………」

『君の事情』とトゥーリは言った。それはレインの体が弱いためにほとんど学校に通えなかったことを意味する、と端はたから聞けばそう思える言葉であった。しかしそこに『ジーク先生から』と付くと二人の間で意味合いが変わる。

　レインとトゥーリは転生者であるという共通点を持っていた。そしてその二人と同じ転生者であるジークは、レインとトゥーリにお互いの事情を説明していた。何か困ったことがあったら二人で助け合いなさい、という説明をして二人のパイプ役になっていた。

「……はい、僕もあなたのことは聞いています。よろしくお願いします、トゥーリさん」

「敬語じゃなくていいって。取りあえず、よろしくね？」

　トゥーリはあははと笑っていた。端から聞けばそのやり取りにおかしな点はなく、ティフィーもカスミもその会話を気にする様子はなかった。

「私もこの子達の面倒一人で見るの大変だったから、しっかりしている子が増えると助かるわ。よかったらレインもこの子達の面倒見てあげてよ、ね？」

「いや……僕はもう心が折れかけていて……」

「メンタル弱いなっ！」

　レインの体は少し震えていて、カスミ達を諫いさめる役を担うには荷が重すぎた。転生者は年を取った大人なのだから皆しっかりしているはずだ、という思い込みをトゥーリは持っていたのだが、レインはそれほど大人ではなかった。気まずそうにレインはトゥーリから顔を背ける。レインはトゥーリに返せるものがなかった。

「あ、ユキはん」

　そんな話をしていると、ユキがお手洗いから帰ってきた。

「すっきりしましたー！」

　恥じらいもなく大きな声を出しながらカスミやレインのいるところにのっしのっしと近づいてくる。

「……あのねぇ、ユキ。そういうことは大きな声で言うものじゃないの」

「今後気を付けますっ！　あれ？　カスミ達とレイン、もう仲良くなったんですか？」

　レインを取り囲むカスミやティフィーの姿を見てユキは小さく髪を揺らす。初対面からまだ数時間、自分抜きで談笑するほどみんなは仲良くなったのかとユキは思った。

「いや、仲良くなんかしてへん。むしろ逆、逆やユキはん。言うならばこの男は敵や。戦っている最中の敵なんどす」

「敵、ですか……？」

　ユキが首を傾かしげる。

「そうや。ユキはんの清らかな純潔を狙うこの悪い虫を排除せえへんと！」

「ほんとやめて!?　風評被害はなはだしいんだけどっ!?」

「確かにレインは本の虫ですけど……？」

　中等部に上がりたての肝心のユキはよく分かっていないようだった。

「そういう訳でユキはん、あまり男っていうのを信頼しちゃあきまへんよ？　男は皆、羊の皮を被かぶったオオカミなんやからな？」

「えぇっ……!?　オオカミなんですかっ？」

「そうや！　油断してると食べられてしまうんやからな？」

「食べるんですかっ!?　わ、わたしを食べても美味おいしくないと思うんですが……？」

「それが、男にとっては美味しいんやわぁ」

「いい加減にしなさいって」

　トゥーリが呆あきれ声で止めに入る。この耳みみ年どし増ま、子供の教育に良くないとトゥーリとレインは思うのであった。

「レ、レイン……わ、わたしを食べるんですか……？」

「食べないから！」

　おろおろするユキをレインが否定する。まだ初心うぶな彼女にとって『食べる』という表現はそのまま命の危機を表していた。心なしかティフィーも一歩後退あとずさっている。

「そ、そうですよねっ！　レ、レインは大丈夫ですよね！　危険なオオカミじゃないと思いますっ！」

「そうそう」

「だって同じ病室で一緒に寝た時も大丈夫でしたもんねっ！」

「えっ？」

「えっ？」

　その発言にレイン、トゥーリ、カスミの三人がびくっと震えた。それは誤解を招くような言い回しだった。レインの額に汗がじんわりと滲にじみ、カスミ、トゥーリの二人は目が飛び出すんじゃないかと思われるほど、驚きょう愕がくの表情を露あらわにしていた。

「ち、違っ……！　僕は椅子で疲れて眠っただけで、何もしてなっ……！」

「ちょっとぉっ!?　レ、レインっ!?　ど、どういうことかしらっ……!?」

「や、やっぱりこの男、危険人物なんやっ……！」

「あんたっ！　まさか本当にやましい事をしたのっ!?　本当にオオカミなわけっ!?」

「違っ！　違っ……！　本当に何もしてませんっ！　誤解ですっ！」

　トゥーリはレインの胸ぐらをつかみ、前後に強く揺さぶる。レインの頭が激しく揺れる。カスミはわなわなと震え、レインは大きなダメージを受けた。

「……？」

　よく分かっていないのは当の本人であるユキと、ティフィーだった。

　レインは病院のロビーで眠ってしまったユキを抱えて、彼女を病室まで運んだことがある。その疲れでレインは彼女の病室の椅子で眠ってしまい、同じ病室で一晩明かしてしまったのだった。何もなかったのはもちろん事実だが、ちょっと良くないことであったとレインは反省していた。

　ユキの発言はとても誤解を与えるものであった。ユキ本人は自分の発言が何を意味するのかよく分かっていないのだが……。

「け、決闘や……」

　カスミはふるふると震えながら口を開いた。

「決闘やーっ！　レインーっ！　お前はんなんかにユキはんは渡さへんでっ！」

「えぇっ!?」

　カスミは拗すねたように大声でレインに宣戦布告をした。レインだけでなく皆が呆あっ気けに取られる。教室の隅のなんだかんだ言い合う争いに聞き耳を立てていたクラスメイト達がざわつき、教室内に小さな騒ぎが起こった。

　トゥーリが制止にかかる。

「い、いきなり何言いだしてんのよ、カスミ！」

「うっさい！　うっさい！　この男は倒さねばならぬっ！　この男を倒して、その亡なき骸がらを魚の餌にしなければならへんのやっ！」

「物騒！」

　レインは震えあがる。

「決闘って言ったって、一体何の勝負をするのよ！」

「学校で勝負事と言ったら決まっとる！」

　カスミは腕を伸ばし、びしっとレインを指さした。カスミは胸を張り、レインは額から一筋の汗を垂らし、たじろぐ。教室中の注目がカスミとレインに集まる。中等部という新しい生活が始まってまだたったの一歩目、友とプライドを賭けた戦いが幕を開けようとしていた。

　皆が息を呑のんだ。

「実力テストで勝負どすっ！」

　カスミはそう言った。

「え？」

「え？」

　レインとユキは目を丸くした。




『レイン１００点』『カスミ76点』『ティフィー46点』

　戦いは終わった。




　カスミとティフィーは机に突っ伏していた。点数が書かれた解答用紙を握り、惨めな敗北者のように力尽き、うなだれ、死んだ目をさらしていた。

　入学直後に実力テストが行われ、当然のごとくレインが勝利した。掠かすりもしないほどカスミとティフィーは惨敗しており、その呆あっ気けない散りように、むしろレインの方が困惑しているのだった。

「ぐぬぬ……、レインは１００点ですか。生かしてはおけません……」

「今度はこっちか……」

　ユキは92点であった。親の仇かたきを見るような目でレインを見る。カスミが一方的に言い出したことではあるが、ユキを賭けた戦いにレインは勝利し、その結果ユキに敵視されることとなった。レインは力なく首を振った。

「おめぇ、すげーな！　一発目のテストで１００点か！」

「え？　あ、うん。た、たまたまだよ」

「わりぃ、お前の名前何だっけ？　あ、俺はフリップな」

「あ、うん。僕はレイン。よろしく……」

「おう、よろしく！」

　急にクラスメイトに声を掛けられて戸惑うレイン。しかし本人の戸惑いをよそに次から次へと彼の周りに人が集まった。

「レイン君凄すごいんだね。私はマチルダ、よろしくね」

「なになに？　勝ったのはレインの方？　しかも１００点で圧勝？　なんだそれ、おもしれーなー」

「入学初日の決闘申し込み事件はちょっとした騒ぎだったからね。僕の名前は知ってる？　……まぁ、まだ日も浅いしね。僕はギリアン。よろしく、レイン」

　レインはたくさんのクラスメイトに話し掛けられていた。カスミがレインに決闘を持ち掛けたのはクラス内での話題となっていた。まだ皆の緊張が解けきらない入学初日での決闘騒ぎ。それはクラス中の注目を浴びる事件となっていた。

　結果、レインは決闘に大勝する。皆が野次馬のようにレインに声を掛けてくる。クラスメイトたちからこんなにも話し掛けられたことは今までになかったので、レインは困惑していた。

　困惑してはいたが、嫌な気持ちではなかった。緊張はするが、どこか気持ちはふわふわとしていた。クラスメイトに囲まれ、頬っぺたを膨らませたユキには睨にらまれ、レインは戸惑いながらもはにかんでいた。頬を赤くし、硬い表情のまま照れくさそうにして、指で頬を掻かいていた。

　……一方、カスミは意気消沈しているようだった。

「あんた何やってんのよ」

　教室の隅の方で死んだように机に突っ伏すカスミに近づき、トゥーリはため息をつきながら声を掛けた。勝ち目のない勝負を持ちかけて、そして盛大に自爆したのだから呆あきれるほかない。レインが入学試験で一番の点数を取ったことはもう知られている。その男子にテストの点数の勝負を挑むなんて、バカとしか言いようがなかった。

「ふっふっふっふ……」

「……？」

　机に突っ伏し顔を埋めたまま、カスミはくぐもった笑い声を上げた。笑いとともに彼女の肩が小さく上下する。少し不気味に笑うカスミの姿を、眉をひそめながらトゥーリは見下ろした。

「……ええの、ええの。これでええんよ」

「……ん？」

　カスミは体を起こし、椅子の背もたれに体重をかける。その表情は盛大に散った惨めな敗者のようではなく、口角を上げ、どこか含みのある笑みを作っていた。その表情にトゥーリは目をぱちくりとさせる。カスミの表情は何か企みがうまくいったような、ちょっとした余裕の表情であった。

「……ああゆうタイプはちょい騒いで巻き込んでやらんと、すぐに孤立してしまうからなぁ」

「え……？」

　カスミは頬ほお杖づえをつきながらレインの方を見る。そこには口くち下手べたながらもクラスメイトと会話をするレインの姿があった。ユキがレインへのライバル心を持ちつつも、賑にぎやかし役のようにその場の会話を盛り上げている。

「なんとなく危うい雰囲気を持ってるなぁ、って思ったからなぁ。こうやって騒いどけば、友達もできやすくなるやろ？」

「…………」

「あても、人からハブられる苦しさは分かってるつもりやからなぁ」

　遠目でレインを眺めながら、しみじみとカスミはそう言った。その様子にトゥーリは唖あ然ぜんとさせられる。

　彼女のこんな姿を見たのは初めてだった。少し変な趣味を持った面倒ばかり起こす奴やつ、という認識をトゥーリは彼女に持っていたのだが、こんなフォローもできるとは全く思っていなかった。

「あなた……意外と大人なのね……？」

「にしし。もっと褒めてもええのよ？」

　子供らしい笑みを作り、カスミは自慢げにピースサインをして、その指をハサミのように開いたり閉じたりした。トゥーリはまるで狐きつねに化かされたかのような心地になる。

　クラスメイトが気さくにレインに話し掛ける。レインは緊張し、言葉が詰まるときもあるけれど、答えている。

　麗うららかな春、レインの学校生活の再スタートは順調に幕を開けたのだった。




　＊　＊　＊　＊　＊




　少しぼんやりとしていた。

　暖かな陽気が窓から差し込んでくる教室の中、レインは理科の授業中にふと黒板から目を逸そらした。春の暖かさにあてられ、すこしぼーっとしてしまっていた。

　入学から２週間ほど、レインは今までに経験したことのないくらい穏やかな毎日を過ごすことができていた。相変わらず口くち下手べただが、トゥーリやカスミのフォローもあり何とか学校生活を過ごせている。ユキの行動は大してフォローにはなっておらず空回ったりしているが、その明るさに口下手なレインは助かっていた。

　偏差値が高い学校ほどいじめは少ないという根拠のない俗説があるが、それが嘘うそか本当かなどということは特に気にならず、レインは今いじめを受けていないという事実に胸を撫なで下ろしていた。

　授業はしっかりと真ま面じ目めに受けている。もちろんレインは、勉強せずとも元から授業内容を全て理解できているのだが、真面目に授業を聞き、真面目に黒板をノートに写している。やる必要はあまりないが前日に予習をし、教科書に色々と書き込んでいた。

　それは前世の失敗の反省であった。レインは転生する前から、集中して授業を聞かなくても良い点数の取れる子供であった。そして、それは嫌味と受け取られた。

　だから今はきちんと授業を聞き、ノートをとっている。良い点数が取れる理由を作り出し、周囲からは真面目で勤勉な生徒として認識されるようになっていた。少し口下手で冷たいところがあるが、テストで良い点数が取れるように努力している、という評価を周囲から受けるようになっていた。

　悪目立ちをしないよう努力していた。

　そんなレインであるが気の抜ける時もある。レインだけでなく春の陽気は教室全体を包み込み、幾人もの生徒を夢の世界へと旅立たせていた。黒板から目が逸それ、どこかを見るともなく見ていた。授業への集中力は霧散し、少しボーッとしていた。

（……あ、）

　それは特に理由があってのことではなかった。ただぼんやりとした時間の中に入り込んできたものであり、彼は自分の頭の中で呟つぶやきを漏らして、ほんの少しだけ目を丸くした。

　彼の頭の中にとあるアイディアが浮かんだ。

　それは前世で書いた論文に対する新しい発想であった。レインはその思い付きが正しい理論となるか、手元のノートに数式や化学式を書き込んでいく。そうなればもう授業は彼の耳に全く入ってこなくなる。少し異常なほどの集中力で、彼は頭の中の理論をノートにせっせと書き込んでいく。

　ああでもない、こうでもない、いやこっちか……とレインは大量の数式や化学式をノートに書き殴っていく。すぐにページはいっぱいになり、レインは何ページも何ページもノートを化学式で埋めていった。

　この時、レインと外の世界は隔絶されていた。

　そうこうしているうちに授業は進む。

「じゃあこのページの問題を……レイン、やりなさい」

「…………」

　黒板の方を向いて授業を行っていた先生がレインを指名して振り向いた。しかしレインは反応せず、ノートに何かをがりがりと書き込んでいる。

「……レイン？」

「…………」

　先生が呼びかけてもレインにその声は届かない。眠っている訳ではないことは明らかなのに、全く反応がなかった。先生がレインに近寄りながら声を掛けても彼は全く気付かなかった。

「おーい、レイン。レインー」

「…………」

「こら」

「あっ……」

　先生に教科書で軽く頭を叩たたかれる。そうしてやっと彼の自分の世界は霧散し、すぐ傍そばまでやって来ていた先生の存在に気が付く。レインは何があったか分からないというように目を丸くして、顔を上げた。周囲でくすくすと笑い声がする。

「珍しいな、レインが授業を聞いていないなんて」

「す、すみません……」

「ちゃんと先生の話は聞くように」

　先生は軽くレインを注意した。真ま面じ目めなレインのこんな姿は珍しかったが、レインは元々考え事をする時は人の声が耳に入らなくなるほど集中するタイプであった。

　先生は彼がそこまでして何を書いていたのか少し気になった。すぐに教壇に戻り授業を再開させようとしたが、戻る前にほんのちょっとの興味で、ちらっと彼のノートを覗のぞいた。

「……っ!?」

　そして驚かされる。驚いてもう一度レインの方に振り向き、二度見のようになる。その少し過剰なリアクションに、周囲は「え？」と驚いた。

「ちょ、ちょっと待て、レイン。お前一体何を書いている……？」

「え……？」

　教壇に戻るのだと思っていた先生の反応の方にレインは驚かされる。そして隠す間もなく、先生はレインのノートをぱっと手に取り、それをまじまじと眺め始めた。

「こ、これは……!?」

「え!?　ちょっと、先生っ!?」

　そこには複雑な化学式が大量に書き記されている。先生は目を丸くしながらそれをじっと眺める。その化学式が何を表しているのか先生にはよく理解できない。そのノートには説明もない。しかしもちろん、理科担当の先生なので化学式の基本的なルールは十分把握している。少なくともこのノートに書かれた複雑な式が、その基本的なルールに反していないことは分かる。レインがでたらめにそれっぽい形をお絵かきみたいに書いたものではないことは分かる。

　そして化学式の授業はまだ学校でやっていなかった。いや、やっていたとしてもこんな複雑な式を書けるはずがなかった。

「レイン……お前、こんな難解な式をどうやって……」

「え、えぇっと……」

　戸惑っているのは先生とレイン、どちらもだった。

「まさか……天才っ……!?」

「いやいやいや……」

　レインは勢いよく手を振り、首を振る。

「レイン……お前は、天才なのかっ……!?」

「いやいやいやいや！」

　レインは中等部に入ってから悪目立ちしないよう努力していた。しかし先生はわなわなと震えながらレインのノートを読み、驚いている。そしていくらそのノートをじっくりと読み込んでも、そこに書いてある式の意味が分からなかった。その先生の驚きが伝わり、クラスメイト達も「え？」「なに？」「なんのこと？」とざわつき始める。

　レインは目立ちたくなかった。しかし化けの皮は剥がれ始める。口の端をひくつかせ、冷や汗を垂らす。

　レインは悪目立ちしたくなかった。




　その放課後のことである。

「ちょっ……ちょっと待ってください、先生！」

「いいから、ちょっと来てくれないかな!?」

　理科の先生がレインの教室に現れて彼の手を引っ張り、どこかに連れて行こうとしていた。レインの困る姿をニヤニヤと眺めながら問題児三人組も付いてきている。特にレインに助け舟を出すこともなく、興味深そうに理科の先生とレインの後を追っていた。

「ここだ」

　先生が足を止める。そこは学校の化学室であった。

「あ、先生」

　先生が化学室の扉を開けると、中にいた生徒が反応する。その中等部の生徒は白衣を着て、薬品の入ったフラスコを片手に持っている。実験の準備中のようであった。部屋には同じような格好をした生徒が何人かいた。

「ここはサイエンスクラブ。科学部っていえば分かりやすいかな」

「は、はぁ……」

　理科の先生がレインにそう語り掛ける。この先生はサイエンスクラブの顧問であり、レインをここに連れて来たかったのだ。

「先生、こちらの子は？　新入生ですか？」

　最初に声を出した中等部の生徒がレインたちに近寄って来て、声を掛けてくる。

「あぁ、そうだ。レインっていう１年生だ。この子はかなり有望株かもしれないぞ？」

「有望株って言われても……別に成績を競っている訳じゃないんですが……。ともあれ、こんにちは、レイン君。ボクはサイエンスクラブの中等部の部長、ダスティンです。どうぞよろしく」

「え？　あ、レ、レインです。１年です。よよ、よろしくお願いします……」

　ダスティンと名乗った生徒はレインに手を差し出し、戸惑いながらもレインはその手をとり握手をする。眼鏡をかけ、上背のある男子生徒であった。

「はい！　わたしはユキです！　特にサイエンスに興味はありませんっ！」

「ティフィー。同じくサイエンスに興味はないの。趣味はピアノ」

「カスミどす。趣味はサイエンスと対極のオカルトとか、占いどす」

「あー、うん、よろしく……。君達なんで来たの？」

　部長は戸惑いながらも問題児三人組に返事をしていた。

「こんちわーっす」

　そんな会話をしていると、もう一方の入り口から一人の男子生徒が入ってきた。

「あれ、レイン？　なんでこんなとこにいんの？」

「あ、フリップ……」

　それはレインたちと同じクラスのフリップだった。まだ入学してからたった２週間なので、レインは彼と数度話しただけである。それでもフリップは気軽にレインに近づいてきた。

「レインもサイエンスクラブに入るのか？」

「いや、僕もなにがなんだか……」

　無理やり連れて来られた身としては何とも答えようのない質問であった。そしてフリップはもう既にサイエンスクラブに入っているようであった。

「おう、ティフィーにユキ、カスミ。おめーらもサイエンスクラブに興味あったのか？　意外だな」

　フリップがティフィー達に話し掛けると、ティフィーは眉をひそめ、顎に手を当てた。

「……誰？」

「すみませんが、まだ顔と名前が一致しません！」

「……まー、いいけどよ」

　フリップが肩をすくめた。カスミがからからと笑う。

　サイエンスクラブの部員たちが着々と実験の準備を進めるその横で、先生や部長たちは話を続ける。

「聞いてくれ、ダスティン。このレイン君は授業中にこんなものを書いていたんだ。この子、ちょっと普通じゃないぞ？」

「ん？　ノート、ですか？」

「あ、ちょっと待って。ちょっと待って」

　先生が鞄かばんからレインのノートを取り出し、化学式が書かれたページを開き、二人に見せる。ユキ達も覗のぞき込む。そのノートには普通の人が理解できないほど複雑な計算式や化学式が書かれていた。レインはノートを取り返そうと両腕を伸ばすが、貧弱なレインの体ではどうすることもできず、フリップに簡単に抑えられる。

「……え？　なんだこれ？　めっちゃ複雑なんだけど……」

「これは……何の式なんですか、先生？」

「私にも分からん。ダスティンも分からないか？」

「先生に分からないのならボクに分かる訳ないじゃないですか」

　呪文が書かれているかのような難解なレインのノートを見て、皆が眉をひそめる。首を捻ひねり、じっくりと考え、それでも答えが出ないのだと悟ると、皆の顔がレインに向けられた。

「レイン君、これは一体何を表す式なんだい？」

　皆が首を傾かしげながらレインの方を見る。彼の額から汗がつぅと垂れる。

　言えるはずがなかった。これは前世で自分が書いた論文に対する新しい考えを用いた化学式の考察です、なんて言えばまず頭が狂っているのだと思われる。レインの顔は引きつり、口の端はぴくぴくと動いた。

「……えいっ！」

「あ……」

　レインはぱっと動く。化学式をレインに見せるためにノートはレインの方に向けられており、それをレインは急いでひったくる。そして奪ったノートのそのページをびりびりに破いた。

「あっ！」

「こ、これはですねっ！　え、えーっと……」

　破いたページをぐちゃぐちゃにしてポケットの中に入れながら、レインは言い訳を考える。

「これはっ……前どこかで見た化学式の写しなんです！　論文……じゃなくて……ど、どっかの科学雑誌に載ってた化学式が、あー、形がかっこいいなぁって思ってて……僕も意味は分からないんですけど、何となく覚えていたから……思い出しながら書いてただけなんです！」

「…………」

「…………」

　適当にとってつけたようなことを話すと、皆が目を丸くしながらレインの方をじーっと見る。さすがに言い訳として苦しいか、とレインは後退あとずさりながら冷や汗を垂らす。新理論を考え出した中等部の生徒、なんて目立ち方は何としても避けたかった。

　やがて、先生が叫ぶ。

「す、すごいっ！」

「へ……？」

　先生の口から飛んできたのは疑念の言葉ではなく、称賛の言葉だった。

「そんな複雑な化学式を何となくで覚えられるのか!?　まだ化学式を習ってもいない中等部の生徒がっ!?」

「うわー、おめー、レイン。すげー天才じゃんかよ」

「くっ、悔しい……。わ、わたしだって本気を出せば何となくでこれぐらい覚えられますもんっ！」

「え、えーっと……」

　嘘うその供述に対し驚きと称賛の声が向けられ、レインは戸惑う。レインは自分が新理論を考察し始めたという事実を隠したかったのだが、始めから誰もそんな事は考えてもいなかった。この化学式がお絵かきのようにでたらめなものではなく、科学雑誌に載っていたものをレインが覚えていたということが皆の驚きであった。

「これほどの化学式を覚えようとするなんて、よっぽど科学に興味があるんだね。その年で科学雑誌も読み込むほどなんだし。うん、とってもサイエンスクラブに向いている人材だよ、君は」

「あ、あー……」

　ダスティンはそのレインの熱い情熱を褒めた。嘘の話ではあるのだが。

「レ、レイン！　ぜひうちのサイエンスクラブに入ってくれ！」

　理科の先生がレインの手をつかみ、目を輝かせながら勧誘する。

「それで一緒に全国科学コンテストの優勝を目指そうっ！」

「い、嫌ですっ！」

　レインは目立ちたくなかった。それでもうまくいかず、注目を浴びてしまう。化けの皮はいとも容易たやすく剥がれ落ちていく。

　レインは悪目立ちしたくなかった。




「ここは複数の文化部が集まってできた部活動なんだよ」

　レインたちの他にも見学希望の新入生がこの化学室に集まりだした頃、中等部の部長のダスティンが新入生に向けて部活動の紹介を始めた。先輩部員が活動しだすのを横目で見ながら、サイエンスクラブの見学を希望する者が一つのテーブルを囲み、部長の話を聞くことになった。

　といっても、無理矢理連れて来られたレインと冷やかしのようなユキやティフィー達を除くと、見学希望者の数はそれほど多い訳ではなかった。

「このサイエンスクラブは化学部や生物部、天文部、地学部、物理部、数学研究部などの色々な研究系文化部が合わさってできた部活でね。活動内容はそれこそ多岐にわたるかな。薬品を扱う時もあれば、衝撃の強さを計測する実験をしたりもする。天文系の活動は結構皆に人気かな」

　レインが見渡してみると、確かにこの化学室の中で、皆が多様に活動していた。白衣を着て実験をやっている人たちだけではなく、書物を開いて何かを読んでいる生徒や、一つのテーブルを囲んで話し合っているグループもいた。

　私立の中高一貫校の化学室は一般の学校のそれよりも一回り大きく、この化学室の中では多種多様な活動が可能だった。

「部活動紹介の時も思ったんすけど、なんでそんなにたくさんの部活を集めて一つにしてんすか？」

　レインのクラスメイトであるフリップは軽く手を上げて質問した。多分個々の部活では人数が集まらないからだろうな、とレインはしみじみと推察した。若者の理科離れは大分前から言われている問題であった。

「それは……様々な活動を生徒たちが相互に協力しながら行うことで、広い知識と興味を育てる……って生徒会への報告には書いてあるんだけどね。ぶっちゃけ人数が足りないからだね」

　部長のダスティンが苦笑しながらレインの予想通りに答えた。

「科学って人気ないんですかっ!?」

　ユキが無駄に大声でそう言うと、部員たちはビクッと震えた。

　に、人気ない訳じゃねーし！　部活動としてはマイナーなだけだし！　大学の進学先では最大手だしっ！　という声が聞こえてきた。中等部部長の苦笑いはやまない。

「人数が少ない部活の、一時しのぎの場所になってるのは確かかもね。最少人数の七人に足りなくなった部は、このサイエンスクラブと併合することもあるよ。少し前まで映画研究部もこの中に入ってたけど、去年七人確保できて独立していったね」

「部活動維持も大変ですね……」

「そうだね、レイン君。他だと……考古学研究部も少し前まで併合してたけど、最後の部員が卒業して今はほとんど活動してないなぁ。占い研究会もあったけど、ここも最後の人が去年卒業していったよ」

「え？　なんてもったない」

　反応したのはカスミだった。

「今この部活は総勢二十六人。うちの学校は中高一貫校だから、高等部の先輩たちとも一緒に活動しているよ。ボク達と制服が違うのが高等部で、ボクは中等部の部長。高等部の部長は中等部の部長と呼び方が区別されていて、なんでか『会長』って呼ばれてるよ」

「え？　なんで『会長』っすか？」

「さぁ？　昔からの伝統みたいなもんだからな？　なんか『部長』よりも偉い感じするからじゃない？」

　適当だな、とレインは思い呆あきれる。

「活動は皆で一つのテーマを研究したり、それぞれで活動したりと割と自由な方かな。他校との繋つながりも強くて、他校の生徒とよく共同で活動したりするよ。どこの学校も研究系文化部は部員が少なかったりするからね」

「それって結構な大人数になるんじゃ……」

　中高一貫校とはいえ、この学校だけで二十六人の部員がいて、それで更に他校の生徒とも共同で活動をしているのなら、この部活はかなり大きい規模で活動しているのでは、とレインは思う。

　部長は言う。

「そうだよ。この部活動は規模が大きいからコンクールやコンテストで結構結果を残していたりするんだ。毎年行われる『全国科学コンテスト』は名前の通り全国的な大会で、うちの部活はそこで入賞を果たしたこともあるんだよ」

「ほえー……」

　部長の説明を聞き、ユキが感嘆の声を漏らした。

「……その全国科学コンテストについてなんだが」

「あ、先生」

　その時、先生が説明会のテーブルに近づき声を掛けてきた。何かの書類を抱えている。

「ちょっとこのテストをやってみてくれないか？」

　その書類は何かの問題用紙と解答用紙であった。先生はニヤッと笑った。




　それから一時間半が経過した。

「ぜ、ぜぜぜ……全問正解だぁっ!?」

「おぉっ!?」

　先生がレインの解答用紙を手にしてわなわなと震えている。サイエンスクラブの先輩たちも興味深そうに新入生たちのテスト風景を眺めており、先生の言葉にどよめく。先生が持ってきたのは全国科学コンテストで行われた筆記テストの過去問であった。

　全国科学コンテストというのは各学校の生徒が部活などのチームで参加し、理科や数学などの能力を競い合う全国的な大会である。筆記試験や実技試験などを行い、優勝を目指して切せっ磋さ琢たく磨まする大きなイベントであった。その筆記試験は科学や物理学、数学など幅広い分野の能力を問うテストであり、知識よりも考え方、思考能力を測る問題が多く出題されていた。

「全国科学コンテストの問題を満点っ!?」

「それもテスト時間が二時間のものを、その半分近くの時間で解いたのかっ!?」

「て……天才っ!?」

「天才だっ！」

　そのテストでレインは満点を取った。周囲は興奮でざわつき、レインの口の端がひくつく。手を抜くべきだったかとレインは考えるけれど、彼は前世の学校のテストで手を抜き、それがバレて嫌味な奴やつと言われるようになった。今回先生が興味深そうに新入生のテスト風景を眺めている中で、バレないくらいにちょうどよく手を抜くという器用な真似まねは、レインには不可能だった。

　どうしようか、と悩んでいるうちに彼は満点を取ってしまった。

「天才だっ！」

「天才が入ってきた！」

「全国科学コンテストで優勝も夢じゃないっ！」

「天才だっ！」

「天才だっ！」

「いやいやいやいや……」

　周りから褒められ、レインは困惑し恐縮した。

「いやー、あいつって本当に天才なんだな……」

「す、凄すごいですね……」

　フリップや入部希望の新入生達は唖あ然ぜんとしてレインの姿を目で追っている。当然ではあるのだが、彼らはまだテストが終わっていない。

「一問も解けーん」

「あれやな、これは人の解く問題じゃあらしまへんなぁ」

「君たちは科学に全く興味なさそうだね」

　机にうつ伏せてやる気なさそうにしているティフィーと、鉛筆を転がして解答を占っているカスミの姿に部長は苦笑する。難しくて問題が解けないというよりも、始めから問題を解く気が薄い、理科や数学の問題を解くのが好きではないというように見えた。ちなみに問題は選択式ではない。

「悔しいっ！　悔しいですっ！　レインに負けましたっ！」

　地団太を踏んで悔しがっているのはユキである。テストを解き終わる時間でレインに負け、今採点してみても満点には程遠い点数だった。

「いや、科学部で全く活動していないのに、この時間でこの点数は凄すごいよ、ユキ君も」

　部長はユキの解答用紙に丸を付けながら驚きの声を上げる。しかしユキ本人は全く納得できていないようだし、周囲もレインという超新星に目を奪われ、ユキのテスト結果はあまり目立たないものとなってしまっていた。

「悔しいですっ！　わたしもレインみたいに天才って言われたいっ！　ちやほやされて目立ちたいですっ！」

　ユキは変な悔しがり方をしていた。

「期待の新人だっ！」

「うちのサイエンスクラブに凄い逸材が入ってきた！」

「天才だっ！」

「天才っ！」

「いやいやいやいや……」

　ちやほやされるレイン。手と首を振って謙けん遜そんするも、それには何の意味もなかった。

　うららかな春の日差しの中、科学の分野で多大な成果を残した偉大な研究者は、今日期待の新人として扱われるのであった。




「まぁ、満点は取らない方が良かっただろうな」

　とある休日、レインはジークの家を訪れていた。

　ブラックコーヒーの香りが居間に漂い、その苦みを味わいながらジークはレインにそう言う。少し肌寒い昼下がりのことであった。

　レインは時々ジークに悩み事などを相談していた。ジークはレインの事情をよく知る数少ない人物の一人であり、同じ転生者の頼れる大人だった。迷惑を掛けてはいけないと思いつつ、困ったことを相談していたのだった。

「……やっぱりそうですか？」

「学校のテストならまだしも……その全国科学コンテストのテストで満点を取れる子は全国から探しても少ないのだろう？　それはやはり目立つ」

　相談している内容はもちろん先日のサイエンスクラブでの出来事だった。悪目立ちしてしまい、周囲から注目を浴びてしまったことや、サイエンスクラブから期待され、褒められて目立つことに対しとても申し訳ない気分になってくるということをジークに伝える。

『転生』によって周りより優位に立っていることをひけらかすのは、彼にとって『ズル』のようなものだった。

「なんていうか、レイン君は……漫画の主人公みたいだなぁ」

「……[image: ]っ？」

　ジークの言葉にレインの顔が強こわ張ばった。

「いや、だってな、過去に成果を出した者が転生し、若いうちにその能力を発揮し周囲から天才だと騒ぎ立てられる。どうだ？　漫画みたいだろう？　最終的には世界でも救ってみるか？」

「いやいやいや、何言ってるんですか……」

「それっぽくていいと思うんだけどな？　もっと一杯目立って目立って世界中からもてはやされてみるのはどうだ？」

「気まずいです」

「はははっ」

　ジークは軽く笑い、からかわれているのを悟ったレインは仏頂面をした。

「つまり何が言いたいかというとだ、君は自分を卑下し過ぎる傾向があるからな、レイン君は少し褒められまくって天てん狗ぐになるぐらいでちょうどいいんだ」

「そう、ですかね……？」

「自分に対して自信がなさ過ぎるのも問題だ。それは人として付き合いにくく、行き過ぎれば嫌味になる。塩あん梅ばいは難しいが、とりあえず君はもっと堂々とするべきだ」

「…………」

　レインには確かに思い当たる節があった。前世では自分で自分を低く調整しようとして、それが嫌味になったことがある。

　ジークは言う。

「褒められた時は『ありがとうございます』だ。謙けん遜そんのし過ぎはよくない。褒められた時は感謝の言葉で返すのがセオリーだからな。少し照れながら言うのがコツなのだが、まぁレイン君にそこまで求めるのは酷だろう」

「……勉強になります」

　レインは少し肩を落とした。

「全国科学コンテストとやらは好きにしたらいい。それで優勝を取ろうが取るまいが、そんなことは可愛いもんだ。大事なのは君がサイエンスクラブにいたいと思うか、思わないかだ。クラブの活動が楽しかったり、良い人と友達になれたら続ければいい。苦しくなったなら辞めたらいい」

「そんなもんですか？」

「そうだ。難しく考える必要なんかないさ」

　ジークはブラックコーヒーをすする。

「……というよりジークさん。さっき僕のことを漫画の主人公みたいと言いましたが、ジークさんはどうなんですか？　ジークさんだって転生者じゃないですか」

「バカ言え、前世の私はただのサラリーマンだぞ？　そして今はただの公務員だ」

「でも若い頃は天才扱いされてたんでしょう？　モテたりとかしたんですか？」

「確かに中等部、高等部の入学直後とかはモテたこともあったんだが……」

　ジークは眉をひそめながら口をへの字に曲げる。

「……アーニャの保護者、みたいな立場が周囲に知れ渡ると自然と声はやんだな。あいつと付き合うとアーニャまで付いてくるぞ？　みたいな感じで」

「それは……お疲れ様です……」

　レインはぺこりと頭を下げた。

「いやまぁ、今となっては何も言えないんだけどな」

　その彼女と結婚し家庭を持ったため、ジークから言えることは何もなかった。

「ただいまですー！」

「お、ユキ帰ってきたか」

「転生話も終わりですね」

　家の扉がバンと大きな音を鳴らし、ユキが大声で帰宅の挨拶をする。ジークとレインの内緒話もここで打ち止めである。

「あ、レイン。またお父さんと話してたんですか？」

「こんにちは、ユキ。お邪魔してるよ」

「レイン他に友達いないんですかっ？」

「…………」

　容赦なくレインの心をえぐってくるユキであった。

「ユキもレイン君とサイエンスクラブに見学に行ったんだって？」

　ジークがそう聞くとユキの目がくわっと見開かれる。目に攻撃的な色が宿り、レインが少したじろいだ。

「そうですよっ！　聞いてくださいっ！　レインったら、レインったら！　理科の難しいテストで満点なんか取ったんですよ！　あんな難しいテストをっ……！　悔しいっ、悔しいですっ！　皆から天才だってちやほやされてっ！　とっても悔しいですっ！」

　ユキがわっと叫び、レインの額から冷や汗が垂れる。

「ユキもサイエンスクラブの活動に興味があるのか？」

　ジークが聞くと、ユキは首を横に振った。

「別に全然興味ないです。薬品の色が変わったところを見ても何も面白くないです」

「……うん、それは個人の意見に留とどめておいてくれるかな？」

「はーい」

　サイエンスクラブの人たちを敵に回しそうなユキの台詞せりふをジークは止めた。

「じゃあ悔しいことなんてないじゃないか。興味のないことで負けたってどうだっていいだろ？」

「そんなことないですっ！　わたしも天才扱いされたいですっ！　なんだっていいから天才だって言われてちやほやされたいですっ！」

「なんか娘が名誉の泥に溺おぼれようとしてる……」

　ジークは娘に呆あきれるほかなかった。




　ぴいぴいと鳥のさえずりが聞こえてくる穏やかなある日の昼下がり、レインは本を買いにぶらりと本屋へやって来ていた。

　大量の書物が並ぶ店の中、彼は漫画が置かれているコーナーへ……、という訳ではなく、今日彼はその日発売の科学雑誌を買いに来ていた。発売されたばかりの科学雑誌が平積みにされている。綺き麗れいな色で塗られた分子の構造を思わせる幾何学体の写真が、雑誌の表紙となっていた。

　それをいつものように手に取り、そしてふとレインは考える。サイエンスクラブの部長は言っていた。「科学雑誌を読み込むほど、レイン君は科学に興味があるんだね」と。

　雑誌を手にしてその表紙をじっと眺めながら、彼は考える。

　果たして本当にそうだろうか？　この科学雑誌はレインの前世の頃から続く息の長い雑誌であって、彼は前世でも毎月この雑誌を買っていた。それは今では惰性による行動とすら言えるもので、なんとなく毎月読まないと気持ち悪いから買って読んでいる。

　彼にとって『科学』とは今、その程度の存在であった。レインは自嘲気味に小さく鼻を鳴らす。それでも買わないという選択肢はないため、彼はその雑誌を手に取ってレジに向かおうとした。

　その時に声を掛けられた。

「あれっ？　レインじゃん」

　はっと顔を上げると、そこにはクラスメイトのフリップがいた。彼はサイエンスクラブに入部しようとしているレインの同級生だった。

「フリップ……」

「レイン、何してんのー？　っていうか、ここにいるってことはレインも科学雑誌買いに来たのか？」

　フリップはへらへらっと近づいて来て、レインの隣に立つ。そして書棚の方を見て、うーんと唸うなる。思わぬところでクラスメイトに出会い、レインは動揺する。フリップは自然体であるが、レインだけが少しぎこちなくなっていた。

「フ、フリップも、この本が目当て……？」

　少し声をうわずらせながらレインは手に持っている本をそっと掲げた。この科学雑誌は今日発売だし、フリップもこの本を求めに来た確率が高いと思って、そう切り出した。

「いや俺さ、科学雑誌自体よく分かんなくてさ」

　しかし返ってきたのは否定の言葉だった。

「せっかくサイエンスクラブに入ったんだからなんか科学雑誌でも買おっかなー、って思ってきたんだけど……さすがに表紙だけじゃ何がいいかとか分かんねーな」

　フリップはそう言って笑った。彼は気安くレインに話し掛けてくる。

「レインのそれ、おすすめ？」

「え……？　あ、うん……。科学雑誌としてはメジャーなタイトルだから、初心者から専門家まで広く楽しめるように細かい説明が載ってたり、最先端の技術が載ってたりするよ。でも、初心者向けとして特化しているのはこっちの雑誌かなぁ……」

　そう言いながらレインは書棚から一冊の雑誌を取り、フリップに見せた。その姿を見て、フリップは少し笑った。

「レイン、完全に上級者みてーだな！」

　そう言われ、レインの顔が少し赤くなる。確かに自分の行動を振り返ってみると、初心者に科学の良さを布教する科学オタクのようであったと思い、恥ずかしくなる。が、そう感じるのはレインだけで、フリップは別に気にしていない。

「どうせだし２冊買うかぁ」

　そう言いながらフリップはレインがすすめた２冊を手に取った。

「科学部ってさ、初めの門戸が狭いと思うんだよな、俺」

　フリップはそう言いだした。

「……なんで？」

「だってさ、初めから科学にすげー興味ないと科学部って入んないじゃん？　でもさ、テニス部とかサッカー部ってさ、やったことないけど何となく興味あったから入部しましたー、ってよくあんじゃん？　運動部ってそんな感じじゃん？　でもさ、何となく少し興味があったってくらいじゃ科学部って入りづらくない？」

「……確かにそうかもね」

　仕方がないことかもしれないが、研究系文化部は運動部に比べて大分マイナーであった。

「フリップはさ、なんでサイエンスクラブに入ろうと思ったの？」

「ん？　俺？」

　レインがそう聞くと、フリップはきょとんとした。そして照れくさそうに小さく笑って言った。

「ははは、いやさ……少し恥ずかしいんだけどさ、俺は映画の影響でさ……」

「映画？」

「あぁ。マッドサイエンティストってかっこ良くね？」

「…………」

　今度はレインがきょとんとする番であった。

「いやさ、何が良いってさ、世界の真理を追い求める事だけに興味があってさ、最初の頃は滅茶苦茶天才天才って世界からもてはやされていくんだけどさ、どんどんどんどん研究はエスカレートしていってさ、正義側の人間がもうやめろって言ってくるんだけど、そいつは世界の真理しか興味がなくて、ただそれだけを一途に求め続けて孤独に世界の常識を破っていく存在って、良くない？」

「…………」

「それで正義側の人間に滅ぼされるんだけど、そいつの残した優れた研究成果が有効に活用されて、最終的にほんの少し世界を良くして人の命を救ったのだった、っていうのって良くない？」

「…………」

　唖あ然ぜんとした表情のままのレインを置いてけぼりにしながら、フリップは熱く語った。語り終えて彼はわざとらしくごほんと咳せきばらいをし、小さく肩をすくめる。

「いや、理解されにくいっていうのは分かるんだけどさ」

「あ、いや……うん……。良いと思うよ……？」

「ムリすんなって」

　フリップはけらけらと笑い、レインはあははと苦笑いするしかなかった。

「それでさ、そのマッドサイエンティストいいなぁって思って、自分の部屋で薬品を混ぜてたら、めっちゃ異臭騒ぎ。あの時はすげー怒られたね」

「危ないから、やめよう」

「おう、今後はサイエンスクラブの中だけでやるぜ」

「……いや、異臭はやめてほしいや」

「あー、人に理解されにくくてめっちゃ凄すごい研究して高笑いしてー」

　科学雑誌が積まれた書棚の前で、中等部の生徒二人がマッドサイエンティストについて語り合っていた。

「そういうレインはなんでサイエンスクラブ入ろうと思ったんだ？」

「いや、僕は先生に連れて来られただけで、入るかどうかはまだ迷ってる……」

「あー、そうなん？」

　自己分析をしてみると、サイエンスクラブは自分に合っているとレインは考える。人の足を引っ張ることなく、自分の能力を部活に貢献させることができるだろう。

　しかし一度は研究職に就いて成果を残した身とあっては、その能力を振るうのは卑ひ怯きょうにも思えた。プロが身分を偽ってアマチュアの大会に出るようなものである。ジークはあまり難しく考えず、好きにしたらいいと言った。しかしレインは決めかねている。

　しかしそんな事情は知らず、フリップは不思議そうに首を傾かしげる。

「科学雑誌買ってるのにか？」

「……どうなんだろうね」

　レインは自分でも自分のことがよく分からなかった。自分がサイエンスクラブに入る意義と理由を見み出いだせないでいたままだった。ただ惰性で科学雑誌を買っているだけだった。

　本をレジに持っていき、店から出る。日差しが暖かかった。

「レインさ、昼めし食った？」

「いや、まだだけど」

「じゃあラーメン食いに行こうぜ、ラーメン」

　フリップはそう言い、レインの背中を叩たたく。レインは胸がむず痒がゆくなってくる。レインは前世を含め、こうして誰かとラーメン屋に行くなんてことは初めてであった。いや、もっと言ってしまえば、友達とご飯を食べに行くなんてことは今までになかった。

　フリップおすすめのラーメン屋にたどり着く。店に入るとスープの良い匂いが鼻を刺激する。料金が学生に優しいお店であり、特別な売りなどないが普通に美味おいしいラーメン屋であった。フリップは大盛、レインは普通のものを頼み、二人でラーメンを待った。

　一瞬会話に間が空いた。

「……フリップはさ、学校慣れた？」

「なんだその、親戚のおっちゃんが聞いてくるような質問は？」

　フリップは氷水を飲みながら笑う。その指摘に対し、レインは少し顔を赤くして肩をすくめる。彼の会話の下手へたさがぽろぽろと露呈する。

「んまー、慣れてきたんじゃねーか？　３週間も経たって落ち着いてきたしな。レインはどうよ？」

「…………」

「ん？　どうした、レイン？」

　質問を返され、レインは顎に手を当てて考え始める。

「……いや、自分から質問しておいてなんだけど、学校に慣れるというのは、何をもって慣れたと言うべきなのだろうか？」

「はぁ？」

　レインが変なことを言いだした。眉み間けんに皺しわを寄せるフリップに対し、レインは真剣な表情で悩み始める。

「確かに入学初日よりかは緊張の度合いは減ったと思う。カスミ達に絡まれるというハプニングもあったけど、それ抜きにしても、少し吐き気がしてた入学初日よりも今の方が緊張の度合いが少ないと思う。だけど家にいるよりかは学校にいる方が緊張していることは確かだし、そもそもこれは主観的な自分の意見であって、緊張の度合いを客観的に測るためにはどうしたらいいのだろうか？　計器を使って脈拍を測ればデータは取れそうだけど、日常生活ではそんな計器なんて体に着けてられないから、何をもって学校に慣れたという指標を作ればいいのだろうか？」

「…………」

「……どう思う、フリップ？」

「とりあえずお前がバカだってことは分かった」

「ひどいっ！」

　たった一言でフリップはレインの心を爆破し、レインはうなだれる。フリップはでひゃひゃひゃひゃと大きく笑った。

「……で、でも、３週間で効果的な授業の受け方と、効率の良い予習、復習、宿題のやり方は確立でき始めているから、これは学校に慣れてきたと言ってもいいんじゃないだろうか？」

「うん、分かった。お前はまだ全然学校に慣れてない。諦めろ」

「うぐぐ……」

　フリップはうなだれるレインの肩をバンバンと叩たたき、死刑通告を出した。一刀両断され、レインはラーメン屋で呻うめき声を上げた。

「学校に慣れたっていう指標ねぇ……。ほら、友達ができた数とかどうだ？　友達が多ければ学校に慣れたと言えるんじゃねえか？」

「友達というのは、何をもって友達と言えるようになるのだろうか……。その客観的な指標はなんなのだろうか……」

「はぁー、おめぇって結構なバカだったんだなぁ。バカと天才は紙一重ってやつかぁ」

「うぐぐ……」

　レインは心臓を押さえながら吐血しそうな思いになる。フリップは呆あきれて肩をすくめる。良い匂いがするラーメン屋の中、青春をこじらせた少年の価値観が錯さく綜そうしていた。

「友達とか部活とか……正しい学校生活って、なんなんだろうなぁ」

「俺にはいまいち分からん悩みだけど、その泥沼にはまってる奴やつって結構多いのかもな」

「はぁ……」

　昔に比べたら百倍も二百倍もマシな学校生活ではあるが、正しい学校生活というのを考え始めると、レインは大きくため息をつかざるを得なかった。

　フリップはニヤリと笑いながら言う。

「これはあれじゃね？　ラーメン屋でチャーシューを奢おごってあげる奴ってのが友達なんじゃねぇ？」

「……それは詐欺師だって、さすがに僕も知ってる」

「ちぇー」

　フリップがけらけら笑っていると、店員さんがラーメンを運んできた。二人でずるずると食べた。それからレインはフリップに今はやりのスマホゲームを教えてもらった。

　春の昼下がり、ラーメンがいつもより美味おいしく感じられたのだった。




「天才だっ！」

「レイン君は天才だっ！」

「今回は難しい実験を難なくこなしてしまったぞ！」

「天才っ！」

「天才っ！」

「いやいやいやいや……」

　放課後のサイエンスクラブでレインは称賛を浴びていた。サイエンスクラブでの数度の活動を通して、レインは天才の名をほしいままにしていた。未いまだかつてない天才の登場に現部員たちはレインをもてはやし、絶賛する。レインは気後れして、震えながら首をぶんぶんと横に振る。彼には、それとなく失敗するという技能はなかった。

「レイン！　どうだ!?　中等部部門の論文コンクールに作品を出してみないかっ!?」

　理科の先生は目を輝かせながらレインに詰め寄る。レインはたじろいだ。

「ろ、論文コンクール……？」

「そうだっ！　レインならきっと素晴らしい成績を出せるっ……！　あっ、『論文コンクール』というのはな、前に言ってた『全国科学コンテスト』とは別物でな、夏休みの自由研究とかあるだろ？　ああいった自由研究をコンクールに応募して、どの作品の研究観点が良かったかとか、どの作品の調査方法が優れていたかとかを審査するんだ」

『全国科学コンテスト』はたくさんのグループが同一の会場に集まり、そこで筆記試験や実技試験を行い、その結果で優劣を競う大会であった。

　その一方『論文コンクール』は学生の自由研究を公募し、その論文を審査し、優劣をつける賞である。

　スポーツの大会のように同一の会場で競い合うのが『全国科学コンテスト』、絵画を募集している美術賞のように論文作品を公募しているのが『論文コンクール』であった。『全国科学コンテスト』の開催日はまだ先である。先生はレインに『論文コンクール』の参加を促していた。

「君ならきっと上位入賞できるっ！　サイエンスクラブにぜひ貢献してくれっ！」

「いやいやいや……」

　称賛され続け、レインの困惑は収まることはなかった。




　レインはお手洗いに行くと言い、科学室を抜け出した。

「ふぅ……」

　ため息をつきながら、自販機で買った炭酸飲料に口を付ける。階段に腰かけ少し休憩を取ることにした。先生や部員たちがコンテストやコンクールの参加を勧めてくることが、軽くプレッシャーとなっていた。

　このままでいいのだろうかと、階段に座りながらレインは考える。

「あれ？　レイン君？」

「あ、部長……」

　階段で休んでいるとサイエンスクラブの中等部部長ダスティンが通りかかる。

「どうしたの？　こんなところで」

「あ、いえ……ちょっとお手洗いに出てて」

「トイレに行って、そんな所で腰を下ろしているの？」

　ダスティンがあははと笑い、レインの顔は少し赤くなる。お手洗いに出ているというのは言い訳に過ぎないことを簡単に見抜かれていた。ダスティンがレインの隣に座る。

「天才ってもてはやされるのは、プレッシャー？」

「……いえ」

　ダスティンはレインに優しく語り掛け、レインは小さく首を振る。

「僕は……部の雰囲気を壊していませんか？」

「ん？」

「誰かに不愉快な思いをさせていませんか？」

　その質問にダスティンは少し腕を組んで考える。

「確かに嫉妬がないとは言い切れないけど……なんで？」

「…………」

　その質問の理由をレインは答えられない。

　レインは前世を思い出す。父に連れていかれた研究所の中に、優しくて色々な事を教えてくれる上司がいた。その人に研究で行き詰まっている所や研究の方針のアドバイスを貰もらったりしていた。

　しかしその人は研究所を辞めていった。『君の研究に付いていけなくなった……』との言葉を発し、白い顔をして退職していった。レインの能力が彼を追い込み、自信を喪失させた。その経験をレインは深く後悔している。サイエンスクラブでそんなことがあってはいけない、と彼は考えていた。

「…………」

「…………」

　ふいに沈黙が訪れた。ダスティンの疑問にレインは返答できない。自分の返答を待つ部長に沈黙しか返せないことに、彼は罪悪感を覚える。ひりひりと刺すような静けさがレインを打った。

　ダスティンはふぅ、と息を小さく吐いた。

「君は、科学は好きかい？」

　部長はふと、質問をレインに投げかけた。急な言葉にレインは少し目を丸くした。

「……え？」

　レインは部長の質問の意図が分からなかった。部長は続ける。

「君がサイエンスクラブに入部するかどうか迷っていることは、何となく分かっているつもりだよ」

「……はい」

「顧問の先生やうちの部員はかなり君に期待をかけてるからね。部員の大半は君がサイエンスクラブに入部するものだと思っていて、それで色々な大会で賞を取ってくれるかもしれない、と考えている。そのプレッシャーが君にのしかかっているものだとボクはそう考えていた」

「…………」

「でもそうじゃないんだよ。部活に入るということは、本来そうじゃない」

　ダスティンは少し顔を上げ、階段の天井の方をぼんやりと眺めながら、言葉を続けた。

「部活というのは、その活動が好きだから入部するものだ。科学部は科学が好きだったり、興味がある人が入るためのものだ。能力があるかどうか、学校に貢献できるかどうか……なんてのは、本当はどうでもいいことなんだよ」

「そう、ですか……？」

「そうさ。だって部活は仕事でも何でもない。成果を上げなければならないなんてことは全くない。科学に何となく興味があるから、仲の良い友達がいるから、そういった小さな理由でもいいんだよ」

　レインは戸惑う。しかし、部長の言葉に一切の揺らぎはなかった。

「君は……君はあまり科学を楽しんでいないように見える」

「…………」

「科学があまり好きではないのに、君がそこまでの深い知識と技術を持つに至った経緯は少し気になるけど……それでも科学の活動が楽しくないのだったら、無理をしてサイエンスクラブに入る必要は全くない。先生や皆は君に期待をしているのだけど、やりたくないのなら論文コンクールにも全国科学コンテストにも君は全く出る必要はない」

「…………」

「それよりも君に大切なのは、科学を好きになることだよ」

　ダスティンはそう言い、レインは顎に手を当てて少し俯うつむいた。

「…………」

「…………」

「……僕は」

　レインが呟つぶやきのような言葉を漏らす。

「……科学が好きなんでしょうか」

「……それはボクには分からないよ」

　レインにとって科学というのは仕事だった。そして唯一の居場所であった。逃げ出すことの許されない一本道であったのだ。ダスティンが自分のお尻をはたきながら立ち上がる。

「ボクはそろそろ部室に行くよ」

「はい……」

「色々言っちゃったけどさ、気楽でいいんだからね。気楽に気楽に。正直何も理由がなくても部活に入ったっていいんだ。ね？」

「……ありがとうございます」

「それじゃあ、お先」

　ダスティンは軽く手を振ってその場を後にした。誰もいなくなった階段にはまた静寂が訪れる。ずっと手に持っていた炭酸飲料を口に運び、ぐいと飲む。パチパチとした刺激が喉に広がるけれど、胸の内は快活にはならなかった。

　レインは考える。

　いつからだろう、研究があまり好きでなくなっていた。科学は彼にとって仕事の手段であり、そこ以外に彼の居場所はなかった。だからその道を外れる訳にはいかなかった。いつからか科学が好きでなくなっていった。研究で成果を出すと嫉妬され、疎うとまれ、しがらみも多くなり、期待と重圧を掛けられ、研究は苦しみながらやるものになっていた。

　……でも、一番最初は確かに楽しかったはずなのだ。

　レインは振り返る。科学の本を読むのが楽しくて、一つ一つ新しい事を知っていくことが嬉うれしく、知る度に科学の奥深さと緻密さを感じていったのだ。興味があったから、父親に科学の本をねだったのだ。

　確かに最初は……。




　そう考えながらレインは部室の化学室へと戻っていった。お手洗いと言って外に出てきたのだから、こんなに長くなったことを聞かれたらどう言い訳するか。友達と話していたことにするか。でも友達は誰の名前を挙げればいいのだろうか。

　などと考えながらレインは化学室の扉を開けた。

「天才だっ！」

「素晴らしいっ！」

「これは……天才だっ！」

「……えっ？」

　レインはきょとんとする。化学室の中は何かの騒ぎとなっていた。それらの声はレインに向けられたものではなく、レインは何の騒ぎが起こっているのか分からず、化学室の入り口で立ち止まった。

「天才っ！」

「天才だっ！」

「ユキ君は天才だっ……！」

「ふふふんっ！」

　騒ぎの中心にいたのはユキだった。皆から称賛の言葉を受けて、これでもかというほど胸を反らし自慢げな顔を見せていた。青色の長い髪が楽しそうに揺れていた。

「ど、どうしたの？　この騒ぎ？」

「あ、レイン」

　傍そばにいたフリップに声を掛ける。

「いやさ、ユキの奴やつミニロボットを作ったって言っててさ」

「ロボット？」

　人垣の中心を覗のぞき込むと、そこにはユキと、細かくちょこちょこ動く箱形の何かがあった。

　ローラーが付いているのか、テーブルの上を縦横無尽に駆け回っている。そして無線で動いているのか、ユキが自分のスマホを弄いじる度にその何かはちょこちょこと動き回る。

　レインは目を丸くする。大きさは手のひらサイズで、簡単な作りのものではあったけれど、それは確かにユキの操作で動いている手作りのロボットだった。

　ユキはロボットを作り上げていた。

「まだまだ見せ場はこれからですよっ！」

　ユキはそう声を発し、興奮しきった顔をさらに赤らめ、自分のスマホで何かの操作をする。するとロボットはテーブルの上に置かれた小さな障害物にこつんとぶつかり、動かなくなった。

　……なにかの失敗かな？　とサイエンスクラブの皆が思い始めた頃、その小さなロボットに異変が起こった。箱形のロボットの中から何かの駆動音がし始め、その胴体部分が持ち上がった。

　ロボットの底の部分に足が生えた。ユキのロボットは変形して４本の足を生やしたのだ。４本の足で障害物を軽々と越える。うおおおおおぉぉぉぉっ!?　と、サイエンスクラブに大きな歓声が上がった。やがてロボットはその障害物を乗り越え、足が引っ込み、また元の箱形のロボットに戻るのだが、歓声はいまだやまず、化学室は元の雰囲気に戻らなかった。

「天才だっ！」

「僅かな期間でロボットを作り上げた！」

「ロボットの天才だっ！」

「天才っ！」

「天才っ……！」

「ふふふふふんっ！」

　どこまでもどこまでもユキの胸は反らされていき、有頂天の表情をしていた。

「もっともっと褒めてくださいっ！」と称賛を要求して、周りはそれに応えて大きな祭りになっていく。ユキの顔は真っ赤で、それはもう楽しそうであった。
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「そういえばうちのサイエンスクラブにロボット部門はなかったなぁ！」

「なんてこった！　うちの部活もロボットコンテストに参加することになるのかぁっ！」

　サイエンスクラブ全体がユキの手作りロボットに興奮していた。ユキの小さなロボットが、ロボット研究会がなかったこのサイエンスクラブに一陣の風をもたらしていた。

「あっ！　レインっ！」

　そのロボットを遠巻きに見ていたレインにユキが笑顔で近づいた。

「見てくださいっ！　わたしロボット作ってみました！」

　自分で作ったロボットを手に乗せ、満面の笑みで見せびらかしてくるユキの姿があった。箱形のロボットには油性のマジックで目が描かれている。自慢げな大きな目がレインを見据える。

「かーなり頑張ったんですよ！　ロボットのことなんてなんにも知りませんでしたから！」

「…………」

「やっぱり一番の目玉はロボットの変身ですねっ！　ローラーでの移動からモードチェンジして足を生やすためにその機構を作るのがとってもとっても大変で！　最初は２本脚で、足が太くて短かったんですけど、それじゃあ段差を越えることができなかったので、足を４本にしてバランスを保ちながら歩けるようにしたのが大変でしたっ！」

　身振り手振りでユキはそのロボットの凄すごさをレインに説明していく。

　興奮を含んだうわずった声で、顔を赤くしながら手作りのロボットについて語るユキの姿はそれは楽しそうで、見ているだけで彼女の晴れやかな気持ちが直じかに伝わってくるようであった。

「どうですっ!?」

　ユキは叫ぶ。

「凄すごいでしょうっ!?」

　ふんっと鼻を鳴らしながらきらきらした目を向けて、ユキはレインに問いかける。レインは目を丸くして、こくりこくりと小さく何度か頷うなずいた。

「うん、うん。凄い……。本当に凄いよ」

「でしょうっ!?　褒めてくださいっ！」

「うん、本当に凄いよ。よく頑張ったね、ユキ」

「ふふーん！　ふふーん！」

　レインに褒められ、ユキがさらに自慢げに口をニヤニヤと歪ゆがめる。自分の作ったものがたくさん褒められて、どこまでも大喜びで、どこまでも楽しげであった。

「みんなーっ！　もっと見てくださーいっ！」

　そう言いながら、ユキは手作りのロボットをもっとたくさん見せびらかすためにサイエンスクラブの中をとてとてと走り回った。薄い青色の髪を揺らしながら、色々な人に手のひらサイズのロボットを見せ、自分のスマホを手渡し操作してもらう。

　ロボットが走る度に、変形する度に、サイエンスクラブはわっと盛り上がった。




　その姿を見て、レインは昔のことを思い出す。

　昔は自分もああであった。本で新しいことを知る度に、わくわくしながらその知識を父に聞いてもらった。実験が成功して何か反応がある度に、喜びが胸に込み上げてきたものであった。今のユキとサイエンスクラブの姿を見ていると思い出してくる。

　本で知識を得ることの喜び、実験が成功した時の喜び。彼女たちを見ていると、少年の頃、科学の深遠さと緻密さに触れる度に感じてきた感情が、風のように胸をさっと過よぎり、昔の感傷が通り過ぎていった。

　現実は大変で、仕事は厳しかったけれど、確かに自分は科学が好きだった。『君に大切なのは科学を好きになることだ』と部長は言った。ユキはロボットを手に乗せながら、とても楽しそうにはしゃいでいた。彼女は真っ当に部活を楽しんでいた。

　自分はまだまだ未熟なのだ、とレインは感じる。

　化学室の棚からフラスコと薬品を出して軽くテーブルに並べる。必要な材料、器具を用意して、化学室の隅の方でちょっとした実験の準備を始める。

　スポイトを手に取って、ゆっくりと材料に薬品を垂らす。昔の楽しさを思い出すようにじっくりと、スピードなんか気にせずゆっくりと薬品に濡ぬれる物質の様子を眺めていた。

『薬品の色が変わったところを見ても何も面白くないです』とユキは言っていたのだけれど、レインは今目の前で起こっている物質の変化の様子に面白さを覚えている。どういった化学反応が起きているか、その原理は何か、頭の中で理論や化学式を展開しながら今目の前で起きている物質の変化をゆっくりと眺めていた。

　レインは少し微笑ほほえんだ。

　論文コンクールに参加してもいいかな、と思うくらいに、物質が色を変えていく様子は見ていて楽しかった。




　＊　＊　＊　＊　＊




「ダメよ」

　アーニャはきっぱりとそう言った。その言葉を受けて、レインの表情はピシッと固まる。少し日差しが強い日の、ジークの家での出来事だった。

　ユキがロボットの製作に成功してから少し日にちが経たった。そのユキの楽しそうな姿を見て、レインはサイエンスクラブの活動として論文コンクールに参加してもいいかもしれないと思うに至っていた。レインは理論を仮定し、実験を行っていた。大学ほど設備なんかが整っている訳ではないが、私立の中高一貫校の化学室にある器材を駆使してできるところまで実験を繰り返した。

　そして科学論文が完成した。器材が揃そろっていないことと、期間が短いことから理論は仮説の域を出ていないのだが、それでも多少納得のいくものができたとレインは思っていた。そこで大学の准教授であるアーニャに論文を見せて、添削をしてもらおうと思ったのだが、そこでアーニャは一言「ダメよ」と口にした。

「な、なんでですか……？」

　顔を強こわ張ばらせながらレインはそう問い返す。

「これは論文コンクールに出せないわ」

「ど、どうしてでしょう……」

　何がダメなのだろうか、レインの頭はぐるぐると回る。確かにいくつかの理由からこの論文の完成度は低い。しかしそれでも着眼点はおかしくないと思うし、理論の発想という点では多少の自信がある。

「あのねぇ……」

　何が悪いのか分かっていない渋い顔のレインを見て、アーニャは心底呆あきれ返る。

「中等部の論文コンクールっていうのはねぇ、既存の研究にない事を実験するための論文じゃないの」

「え……」

　きょとんとするレインに対し、アーニャは大きなため息をついた。

「中等部の論文コンクールはあくまで自由研究の延長よ。植物の観察とか、周囲の環境の調査とか……日常の疑問について科学的なアプローチをして調べるものであって、新しい理論を提案、検証する場ではないのよ」

「なっ……」

　レインはぽかんと口を開けてアーニャの言葉を聞く。レインが作った論文は春の陽気に包まれた授業の中ではっと思いついた発想を元にしており、その発想はサイエンスクラブの顧問をして何が書いてあるか全く分からないと言わしめたものであった。

　レインが中等部論文コンクールに出そうとしていたそれは、学会で発表され議論されるような研究であって、中等部の論文コンクールとは完全に違う領域であった。

　レインは目を丸くする。ここにバカがいた。

「なんだ、レイン君は何かやらかしたのか？」

「ジーク、これ見てよ、これ」

　居間にジークがやってきて、アーニャは夫にレインの論文を手渡した。ジークは顎に手を当て眉み間けんに皺しわを寄せ、レインの論文をじっと眺めた。

「……何が書いてあるかさっぱり分からん」

「うぅ……」

　現役の先生の言葉にレインはうなだれる。少なくとも中等部の作品ではないな、という言葉を受け、レインは更にダメージを負った。

「これを世に出してみなさい。既存の研究にない新しい理論を提案、検証した超天才中学生として国中……いえ、世界中で大騒ぎになるわよ」

「げっ……」

「たくさんのマスコミがあなたのところに押しかけて、たくさんの大学や研究機関があなたを手に入れようと躍起になるでしょうね。いえ、それだけじゃなくて、12歳の天才少年なんて聞こえがいいから、研究に関する分野以外からもどんどん声が掛かってしまうかも。その中には悪い人もいるでしょうねぇ？　そういうの、あなた嫌でしょ？」

「……嫌です」

　アーニャに脅されレインは縮み上がる。彼の基本的なスタンスとして悪目立ちしたくないというのがあった。研究に対するしがらみとかはもうこりごりであった。

「……じゃあその論文はタンスの奥にでもしまっておきなさい。あなたがもっと歳としを取って、大学院生とかちゃんと研究機関に入って研究ができるようになるまで……いえ、大学院生でもちょっと早いかしら……」

「…………」

　アーニャは少し首を捻ひねり考える。レインは自身の常識のなさに額に汗を浮かべながら肩を落とすしかなかった。

「あなたはバカねぇ……」

「うぐぐぐぐ……」

　アーニャは呆あきれ返る。不ふ世せい出しゅつの天才はバカだと言われ、何も言い返せない。

　レインはまだ普通からはほど遠い人間であった。天才は肩を落とし、夏の陽気が混じり始める春の暖かい日差しが窓から差し込んでくるのであった。










第11話　アーニャのチェス戦争







「ふぐぐぐぐ……」

「…………」

「ぐぬぬぬぬ……」

　初夏の日差しが窓から家の中に差し込んで来る。春の麗うららかな暖かさが威力を増し、夏の強い陽気へと変化し始めていく頃のことであった。

　外では初夏の虫が鳴き声を発し始めている。服装は徐々に長袖から半袖に変化しだしており、長袖の人も袖まくりをし始める。汗が垂れる程の暑い陽気ではないものの、街は確かに夏の気配を感じ取っていた。その一方、家の中はクーラーによって快適で心地よい温度に保たれている。氷によって冷やされた飲み物が好まれ始め、そのコップが結露し、テーブルを濡ぬらす。

　そんな中、一人の少女がチェスの盤面を必死に覗のぞき込みながら、唸うなり声を出している。

「うぐぐぐぐ……」

「…………」

「ぐぬぬぬぬ……」

　ユキであった。彼女は顔を真っ赤にしながら、大きく目を見開いてチェス盤を凝視している。体をプルプルと震わせながらチェス盤に額をすりつけそうになるほど顔を近づけて、なんとかキングの生き残る道はないか、大逆転の道はないかを必死で探していた。

「…………」

　対戦相手は父親のジークであった。盤面の向こう側で姿勢を正しながら、自分も最後の詰めを誤らないようゆっくりと手筋を考えている。

　事の発端は大分前のことで、ジークとレインのチェスの対局をユキが見つけたことだった。レインはユキの父親をチェスで負かしており、レインをライバル視するユキとしてはレインに負ける訳にはいかなくて、そしてレインに負けた父親にも負ける訳にはいかなかった。

　それから大分日にちが経たち、結局対局しないまま何となくユキはそのことを忘れていた。しかしつい先日テレビでチェスの話題が取り上げられていて、それを見たユキがチェスのことを思い出し、父親に戦いを申し込んだのだった。

「うおーっ！」

　そしてユキが雄お叫たけびと共にチェスの駒を動かす。ユキはジークに負けそうになっていた。必死の熱意と共に一手を指し、ばっと顔を上げ父親の顔を見る。ジークは顎に手を当ててじっくりと考え、駒を動かした。

「……あっ！」

「…………」

　ユキが目を見開いて、またチェスの盤面に顔を近づける。ジークの放った一手はユキにとって致命打であり、それをユキが理解する。キングを守ればクイーンが追い詰められ、クイーンを動かせばキングが危うくなるという状況が発生した。キングは絶対に取られてはならない駒で、クイーンはチェスで一番強いと言われている駒である。

「ぐおーっ……！」

　猛獣のような悲鳴を上げながらユキは机に突っ伏した。ユキの完全敗北であった。

「ふぅ……」

　ジークは息を吐き安あん堵どする。中等部１年生の娘に負けずに済んでほっとしていた。『お父さん、今度勝負です！』と初めてユキに宣戦布告された時から、ジークは陰でチェスの勉強をしていた。戦略を学び、娘に負けないよう努力をしていた。

　それでもジークはユキに苦戦させられたのだった。ユキは頭が良く、学校の成績も優秀である。こっそりチェスの勉強をしておかなかったら負けていただろうな、とジークは思わされていた。

「悔しいっ！　悔しいですっ！　うがーっ！」

　ばっと顔を上げ、ユキは大声を上げた。地団太を踏む子供のようにその場で体を大きく揺らし、悔しがっている。彼女の青色の長い髪がぶんぶんと揺れた。

「まぁまぁまぁ……」

　ジークは慌てて台所からお菓子を持ってきて、ユキに与える。

「悔しいっ！　悔しいですっ！　……でもお菓子ですっ！」

　お菓子の出現に気が逸それて、荒れ狂うユキは静まり、ハムスターのようにぽりぽりとお菓子を頬張った。そんな娘の姿にジークは苦笑する。

「どうやら負けたようねっ、ユキっ！」

「あっ！　お母さん！」

「…………」

　ばんっと居間に現れたのは母親のアーニャであった。彼女は二児の母であるにも関わらずまだまだ若々しく、なぜか胸を張りながら仰々しく登場する。

「何だかんだ言っても、ジークはこの国の最難関の大学に余裕を持って入れただけの力があるのよ。まだまだあなたには荷が重いようね、ユキ」

「ぐぬぬぬぬ……」

「でもっ……！」

　アーニャは自分の胸を親指で指し示しながら、叫んだ。

「あたしならジークに勝てるわっ！　だってあたしの方がジークより頭が良いものっ！」

「おぉっ！　お母さんっ！」

「ユキ！　あなたの仇かたきはあたしが取ってあげるわっ！」

「…………」

　自慢げな顔をしながら胸を反らす子供っぽい妻の姿に、ジークは呆あきれる。アーニャは自信満々にジークに啖たん呵かを切り、大見得も切った。この母親にしてこの娘あり、という言葉がジークの頭の中を過よぎるも、彼はそれをぐっと呑のみこんだ。

　ジークの向かいからユキがどいて、代わりにアーニャが座る。わくわくしながら彼女は盤面に駒を並べ直していく。

「さぁ、勝負っ！」

　子供のようにキラキラと目を輝かせながら、アーニャはジークに戦いを挑んだのだった。




　それから１時間ほどが経過した。

「え……？」

　アーニャが目を丸くする。少し信じられないという思いに包まれる。ぱちりぱちりと何度も瞬きを繰り返すも、目の前の光景が変わることはない。盤面上で黒色の駒が白の駒を追い詰めており、よく考えれば考えるほど、アーニャの胸の内を苦い感情が駆け巡る。

　アーニャは負けそうになっていた。

「…………」

「…………」

「……ぐぐ」

　アーニャの口から声が漏れて、顔をしかめながら恐る恐る駒を動かす。ジークも無言のままよく思考し、アーニャの手に対応していく。アーニャはよく考える。しかし一手ごとにアーニャの劣勢が明らかになっていく。形勢はもう元に戻せないほど固まってしまい、アーニャの顔が赤くなって歪ゆがむ。

「うぐぐぐぐ……」

「…………」

「ぐぬぬぬぬぬ……！」

　アーニャが娘と似た唸うなり声を上げ始めた。

　アーニャは完全に油断していた。この二人の間でどちらの方が頭が良いか、それはとうの昔に決着のついた事であった。アーニャの頭の良さにジークは付いていけなくなり、二人の競争は終わりを告げたのであった。そしてチェスというのは頭を使うゲームである。頭の良さを競うゲームなら当然自分が勝つものだとアーニャは思い込んでいた。

　しかしジークはチェスの勉強をしていた。定石、攻めの手筋、プロの棋譜などを見たり、自分のスマホにチェスのアプリを入れて対局の練習をしていた。対娘用として行っていた趣味のチェスの勉強が今、妻との対局で役立っていた。

　元々の頭の良さに油断して、チェスの戦法を学んでいたジークを見くびってしまった結果であった。

「～～～～～ッ！」

　アーニャは声にならない声を発し、自分のキングの駒を横に倒した。投了のサインである。彼女の顔は真っ赤で、口も目も眉も歪み、非常に悔しそうな顔を見せて、そして机の上に突っ伏した。敗者の様相であった。

　ジークはアーニャに勝利した。

「わぁ！　お母さんが負けました！」

「…………」

「…………」

　ユキが驚きの声を上げるが、アーニャもジークもそれに応答できなかった。アーニャは机に突っ伏したまま微動だにせず、ジークは連戦の疲れで椅子の背もたれにぐったりと体を預け、大きなため息をついた。彼は娘のユキにも妻のアーニャにも苦戦をさせられたのであった。

「意外です！　お母さんがお父さんに負けるなんて！　お母さん、大学の先生なのに」

「…………」

「お母さーん、ねー、お母さんってばー」

　ユキがうなだれる母の肩を揺する。アーニャの体がぶるんぶるんと揺らされるが、それでもアーニャ自身からの反応がない。完全に脱力しきっていた。いや、脱力しきっていると、ジークとユキの二人は思っていた。

「あれ？　お母さん……？」

「ん……？」

「…………」

　ユキが母親の異変に気付く。その娘の声に、勝利の後の疲れで気を抜いていたジークも妻の様子がおかしくなっていることに気が付いて、少し体を固くする。

　アーニャの丸まった体から、何か怒気のような感情が滲にじみだしていることが分かった。ユキがその体を揺すらなくともその体は小刻みに震えており、彼女の体に力が入って固く強こわ張ばっているようだった。机に突っ伏す敗者の惨めな後ろ姿から、怒りの感情が読み取れた。

「……ばーか」

「え？」

　机に額をすりつけているためその声は小さくくぐもっており、ジークはその声をよく聞き取ろうとしてアーニャの頭に耳を近づけた。

　その時突然、アーニャはがばっと勢いよく起き上がった。

「バカあああああああぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

「うおぉっ!?」

　顔を近づけたジークに向かって突然大きな声で叫んだ。いきなりのことでジークは驚き慄おののき、声を向けられていないユキもぶるっと体を震わせた。

「悔しいっ！　悔しいっ……！　ばーか！　ばーか！　ばーか！」

「ちょっ……!?」

　アーニャの顔は真っ赤で、目は涙目になっていた。悔しそうに唇をぷるぷると震わし、感情を爆発させるように叫んでいた。

　ジークは目を丸くする。アーニャは髪を揺らしながら大きな口を開け、負け惜しみのようにワッと叫んでいた。その顔はジークが何度も何度も見てきたものであった。

「ばーか！　ばーか！　あーほっ！　まぬけっ！　ちんどんやぁっ！」

「子供か、君はっ!?」

　子供のような罵声にジークは驚き呆あきれる。その台詞せりふもまたジークは何度も聞いてきたものであった。

「お前の母ちゃんでべそぉっ……！」

「お前、自分の義理の母親だぞっ？」

　昔と違うのは二人の関係だった。母が聞いたらアーニャちゃんらしいと笑うだろう、とジークは思うが、二児の母親が言う台詞せりふではなかった。

「あんたなんてキライだーっ……！」

「あっ！　ちょっと！　アーニャッ……！」

　そうしてアーニャは走り去っていった。家の玄関を飛び出し、唖あ然ぜんとする夫と娘を残し、アーニャは風のように走り去っていった。沈黙がその場を支配した。ジークとユキとチェスの盤面だけがその部屋に取り残されていた。

「…………」

「…………」

　口をあんぐり開けて呆ぼう然ぜんとする二人。いくら待てども開いたままの玄関からアーニャが戻ってくる気配はなかった。

「…………」

「…………」

「……お父さんがお母さんを泣かせましたーっ！」

「あ、ちょっと！　やめなさい！」

　ユキが大きな声を出す。ジークは慌てた。

「どうしたの……？」

「あ、ハレ」

　姉弟の部屋からユキの弟であるハレが起きてくる。大きな声に昼寝から目を覚ましたようだった。

「聞いてください、聞いてください、ハレ。あのですね、あのですね……、お父さんがお母さんに酷ひどいことをして泣かせたんですっ！」

「泣かせた？」

「あ、ちょっと待ちなさい、ユキ。誤解を生む表現はやめなさいっ……！」

　端的に結論だけを言うユキをジークは慌てて止めようとする。しかし子供たちは基本的に涙を流した者の味方である。いじめっ子には厳しかった。

「お父さんひどいね」

「そうですねー、お父さんがお母さんを傷つけましたー！」

「お父さんがお母さんを泣かせたー」

「ちょ……、違う、違うから……待ってくれ！　待ってくれ！」

　居間が混乱に陥る。妻はいなくなり、子供たちは騒ぎ、収拾がつかなくなったその場でジークは慌てた。

　子供の頃、ジークはアーニャの保護者のようなものであった。だがしかし、さすがに三人分の我が子の面倒を見るのは彼でもとても骨が折れた。二人で二人の子供の面倒を見ていたのが、一人で三人の子供の世話をする羽目になる。彼は小学校の先生で子供の世話は慣れているのだが、生徒と我が子では随分と勝手が違うことを思い知らされた。

「なんてことでしょう！　お母さんが家出しましたーっ！」

「家出だーっ！」

「せめて帰って来てくれー！　アーニャーっ……！」

　ジークの叫び声は我が子のような妻に届かず、空しく居間の中に響き渡る。

　闘争の日々がまた幕を開けようとしていた。




　夜の家でのことだった。

「ジーク！　勝負よっ！　勝負しなさい……っ！」

「……まぁ、いいけどさ」

　仕事が終わって帰宅したジークに、アーニャが開口一番そう叫んだ。チェス盤を抱え、口をへの字に曲げながらふんっと鼻を鳴らしている。玄関にも届いてくるカレーの良い香りがジークのお腹なかを刺激するのだが、この分だと夕飯よりも先に一戦交えることになりそうだと悟り、彼は大きなため息を漏らした。

「……それよりもアーニャ、今日帰ってくるの早くないか？　私も今日は早く上がれた方なのだが」

　カレーの香ばしい匂いが漂っているため、もう夕飯の準備も済んでいることが分かる。

「仕事よりも勝負よっ！」

「お前、教授に怒られるぞっ!?」

　ジークは、妻の仕事への態度が心配になった。

「あなたがいつも遅いのよ」

　そう言ってアーニャはからからと笑った。

　アーニャは期待の若手研究者だ。着実に成果を上げており、忙しく海外を飛び回ってたくさんの学会に参加している。今は大学の准教授であり、このままいけば教授のポストも堅いだろうと言われている優秀な研究者であった。

　彼女は自由で独創的であるためか、アーニャの直属の上司である教授が彼女の手綱をさばき切れなくてしばしば困っている、という話をジークも聞いているが、なんにせよ優秀な成果を残し続けているアーニャなのであった。

「今、チェスの研究をやってるわ！」

「仕事しなさい、仕事」

「研究よりも勝負よ……っ！」

「君、ほんとに謹慎食らわないようにな？」

　呆あきれるジークの腕をぐいぐいとアーニャは引っ張る。ジークは慌てて靴を脱ぎ、強引な彼女になすすべもなく、肩をすくめてされるがままになっていた。

「さぁ！　一勝負！」

　アーニャは夕飯ではなくチェス盤と駒をテーブルに並べる。テーブルをとんとんと叩たたいて子供のようにジークを急せかしながら、ニヤッと笑って椅子に座る。仕方がないからジークは空すきっ腹を抱え、彼女の向かいに座る。

「じゃ、お願いします」

　そう言ってジークはチェスのポーンを動かした。

　初めてチェスの対局をして、アーニャが家から走り去っていったあの後、アーニャは普通に家に帰ってきた。しかしそれからというもの何度も何度も何度も意気揚々とジークにチェスを挑み始めた。

　子供のように駄々をこね、もう一回！　もう一回！　と繰り返した。何度も何度も対局を繰り返すが、ジークが密かにこつこつとチェスの勉強をしてきた期間は長く、アーニャとジークの差はまだまだ大きかった。一度熱くなればどこまでもとことん熱くなるのが、子供の頃からの彼女の性質だった。筋金入りの負けず嫌いな小さな少女であった。

「うがーっ！」

　アーニャがチェス盤をひっくり返す。今日も彼女の負けであった。

「あーあー、もう、全く……」

「つーん」

　アーニャは口を尖とがらせそっぽを向いた。

「態度わるいなぁ」

「ふーんだ」

　飛び散った駒を拾いながらジークは呆れ、苦笑する。アーニャは負けると子供のように不機嫌になり、口を尖らせむくれた。二児の母の行動とは思えなかった。ジークは台所に行ってあるものを取ってくる。

「ほら、今日のお菓子だぞ？」

「…………」

　ジークは今日買ってきたお菓子の箱をアーニャの前で開ける。相変わらずジークから顔を背けて頬っぺたを膨らませていたが、お菓子が広げられると目だけでそのお菓子をちらちらと見始めた。

　拗すねた彼女を慰めるのにはお菓子を与えるのが一番。動物をあやすような慰め方だが、むくれたアーニャの機嫌を取るのにはこれが最善の手であることは、ジークが誰よりもよく知っている。７歳で出会ってからここに至るまで、ずっとこの方法で不機嫌な彼女をあやし続けてきたからである。学習塾のテスト勝負の頃から長く続く習慣であった。

「今日は巷ちまたで人気だっていうロールケーキだぞ」

「……ほんと？」

　あの頃から変わったことと言えば、子供の時より高価なお菓子を買えるようになったということだ。この母娘は甘いものがとても好きであり、今でも駄菓子はよく買うのだが、妻の機嫌を取る時は社会人の見栄として、彼は高価なお菓子を買うようになっていた。

「あ！　お父さん、今日はロールケーキですか!?」

「おぉ、やった！」

　お菓子の気配を嗅かぎつけたのか、子供たちがどたどたと部屋から走り出て来る。ロールケーキを切り分け、子供達とアーニャはロールケーキを、ジークは夕飯のカレーをテーブルに並べ、家族での食事となった。子供たちはもう夕飯を済ませていた。

「それで、あたしが研究室にチェス持っていったら研究室の子達でチェスが流行はやってね。これどう考えてもあたしが原因ね」

「おいおい、学生の研究を妨害するなよ？」

「いいのよ、息抜きだって必要なんだから」

　カレーの香りが漂う中でのお菓子の時間という異色の組み合わせだが、家族でテーブルを囲んで雑談が始まった。頬をとろけさせながらロールケーキを頬張り、もうすっかりアーニャの機嫌は直ってしまっていた。

　夜の静けさの中、明るい家の中で家族が和気あいあいと談笑していた。

「研究室の子達はほとんどぶっ倒してやったわ！」

「やめてやれよ……」

「中には経験者もいて……その子達には負けたけど、いつか必ずぶっ倒してやるわ」

「……あまりしつこく迫ってやるなよ？　学生達に面倒くさがられるぞ？」

「これだけしつこくしてるのはあなたにだけだから大丈夫よ」

　そう言って、またアーニャはロールケーキを一口頬張る。

「ん～～～！」

「ん～～～！」

　母娘でロールケーキを頬張り、感嘆の声を上げる。自然と目は細くなり、口の中が甘い味で満たされ口元がにやけていく。味覚の好みまでも似通った母娘であった。ロールケーキはまだ数切れ分残って箱の中にしまってある。放っておくとアーニャとユキが全て食べ尽くしてしまいそうであったが、それはジークが止めていた。

　あと数切れ分、お菓子を残さなければならない理由が彼にはあった。

「僕も学校にチェス持っていったら、何人かでやるようになったよ」

「ほぅ、ハレ。友達とチェスやっているのか？」

「うん。流行はやってるってほどじゃないけど、何人かの友達の間で、少し」

　ユキの弟であるハレは現在初等部３年生である。ユキによく弄もてあそばれ、振り回されているけれど、すくすくと普通に育っている健康な少年であった。

「サッカーとか体動かす遊びの方が人気じゃないのか？」

「うん。だから時々だけ。僕もサッカーとかバスケの方が好きだけど……でも必殺技ありのチェスは結構面白いよ？」

「ん？　必殺技？」

「うん。キングが三人に分身したり、クイーンが通り道の駒を全部薙なぎ払ったりするの。そういう必殺技作って、３回まで使えるの。凄すごいでしょ」

「それは……独創的なチェスだなぁ」

　子供の創造力というのは侮りがたいな、と現役の教師であるジークは思う。遊びの開発は子供の得意技であり、遠い昔のかすれ行く記憶の中で、確かに息子と同じように変なルールを作った遊びをやったことがあるな、とジークは思った。

「ハレ、あなた変わってるわねぇ」

「変な事やってますね、ハレ」

「…………」

　そう言うアーニャとユキに、この家で一番変わってる君たちが言えることじゃないな、とジークは内心思った。ハレは健康に育っている普通の子供であった。

　夕飯とお菓子を食べ終え、のんびりするうち、子供たちの寝る時間がやってきた。明日の学校の準備をさせ、歯磨きをさせてベッドに入れる。ユキはまだ遊びたそうにしていたが、アーニャがはいはいと言いながらやや強引にユキに布団を掛ける。

「お休み」

「おやすみなさーい」

「おやすみなさい」

　夜の挨拶をして、姉弟の部屋の明かりを消した。

　その後でアーニャはジークの部屋を訪れた。ジークは学校のテストの問題を作成していた。明かりが抑えられた少し暗い部屋の中、ジークとアーニャは二人っきりになる。

「ジーク」

　アーニャは部屋の扉を閉じ、ゆっくりとジークの背中に近寄る。

「……なんだい？」

「…………」

　ジークがペンを止め振り返ると、アーニャがかすかに微笑ほほえみジークの肩に手を置く。部屋を照らす暖色系の明かりが彼女の頬を赤く染める。子供たちはもう寝静まっている。二人の時間を邪魔する者がいない今、夜更けの空には星が輝いていた。

　少しほの暗い部屋の中で、二人は見つめ合った。

「……ジーク」

「…………」

「……もう一戦しましょっ！」

　そう言って、アーニャは抱えていたチェス盤をジークの目の前に置く。この時を待っていた、と言わんばかりにアーニャがにかっと笑った。ジークは大きくため息をつく。子供たちを寝かしつけた後のチェスの一戦、二戦がもう恒例となっていた。仕事の手を止めてペンを机に置き、ジークは椅子から立ち上がる。

「さぁさぁ！　早く早く！」

　アーニャは腕を引っ張り夫を急せかす。本気のアーニャとチェスを指すという重労働がジークにはまだ待っていたのであった。

「お手柔らかに頼むぞ？」

「どうしようかしらねー」

　笑いながら居間へと移動し、そそくさとチェスの駒を並べていく。ジークは二人分の飲み物を用意していた。

「今夜は寝かさないわよっ！」

「……いや、明日も仕事だから勘弁してくれ。……ていうか、アーニャも仕事だろう」

「ざーんねん」

　淫いん靡びな雰囲気などまるでなく、冗談を言いながらアーニャは一手目を指した。ブラックコーヒーの香りが夜の部屋に漂い、カップを片手に二人はまたチェスを指し始めたのだった。

　ロールケーキは少し残してある。先程全てを食べ尽くしてしまおうとするアーニャとユキを止め、ジークが守り抜いたケーキであった。それはこの夜の戦いのためである。まだ経験の差は埋め難く、アーニャは敗れるものの、ジークは残しておいたロールケーキで妻の機嫌を取る。

　夜が更ける中、二人は一緒にロールケーキを食べるのだった。




　とある休日の喫茶店でのことであった。

　店内は多くの客で賑にぎわっており、静かで落ち着いた雰囲気とは程遠いものの、そういう雰囲気もまた悪くないものであった。

　コーヒーや紅茶の香りが店内に満ちている。周囲には談笑する者、携帯電話やスマホをいじる者、黙々と本を読む者など、様々な客がいた。

　その中でチェス盤をテーブルの上において身を寄せ合う三人の姿があった。

「そう言えばユキさんがサイエンスクラブにチェスを持ち込んでましたよ？」

「ユキが？」

「へぇ」

　一人は中年の男性ジークで、もう二人は中等部の生徒のレインとトゥーリであった。端はたから見ると親子にしか見えない年の差であるのだが、三人は転生者であるという繋つながりを持っているお喋しゃべり仲間であった。







[image: ]







　ジークは、レインとトゥーリとそれぞれ個別に縁を持っていたのだが、レインとトゥーリが同じ中等部に入って知り合いになってから、時々三人で集まって話をすることがあった。

「元々雑多な部活ですから、前に部活内でチェス大会が開かれて盛り上がりましたよ。研究系文化部と頭を使うチェスは相性が良かったんでしょうね」

「結構自由なんだな」

　チェスをしているのはジークとレインであった。トゥーリはレインの隣に座り、そのチェスをじっと眺めながら雑談に参加していた。

「ユキが面倒じゃなかったか？　あの子は母親似で負けず嫌いなんだから、チェス大会なんてやったら大変だろう？」

「いえ……ユキさんはトーナメントの連戦に早々に飽きて自分のロボットをいじり始めたので、負ける前に離脱しました」

「……何やってるんだ、ユキは」

「……さっきあの子がチェスをサイエンスクラブに持ち込んだって言ってたわよね？」

「あはは……」

　皆が一様に困り顔をする。レインとトゥーリはジークの前ではその娘のユキのことをさん付けで呼んでいた。

「そう言えばカスミもサイエンスクラブに入ったって聞いたけど？　私にとってかなり意外なんだけど」

「いや、トゥーリ……入ったって言うよりも、顔を出してるぐらいが正しいかも。うちの部活、前に占い研究会の人も所属してたみたいだから、その時の残り物をいじりに化学室に顔を出してるって感じかな。サイエンスクラブの活動にはほとんど興味なくて、よくユキさんとお喋しゃべりしてるよ」

「何やってんのよ、あの子は」

「全く全然何にも関係ないけど、ティフィーもお喋りに来てるよ？」

「何やってんのよ、あの子達は……」

　レインの説明にトゥーリは呆あきれた。

「そういえばトゥーリ君はどこの部活に入ったんだっけ？　音楽部とか吹奏楽部とかか？」

「いえ、私とティフィーは部活に入らずピアノ教室に通っています。ほら、学校って普通、ピアノは一台しか置いてませんので」

「なるほど」

　トゥーリやティフィーは音楽で食べていけるだけのレベルを求めているため、学校の部活では彼女たちにとって不足であった。そもそも音楽科の学校以外でピアノを何台も所有している学校はほとんどなく、ピアノメインで活動できる部活はほぼ存在しなかった。

「じゃあピアノ教室でバリバリ弾いて、大活躍している訳だな」

「あ……えぇと……」

「……ん？」

「今、私……ちょっと調子悪くて……」

　伏し目がちになりながら、トゥーリが少し肩をすくめる。

「……どうしたんだ？　何かあったのか？　相談に乗るぞ？」

「いや、その……」

「…………」

　彼女は口ごもりながら話しにくそうにして、そしてゆっくりと顔を上げた。

「ジーク先生……独創性って、なんだと思います？」

「……ん？」

　ジークとレインは目をぱちくりさせた。

「いや、その、なんというか、私のピアノには個性というか、魅力というか、カリスマ性っていうんでしょうか？　そういうのがないなーって……。今までずっとテクニックに頼ってきたからなぁ、ってここずっと思ってて……」

「…………」

「ジーク先生、私、どうしたらいいと思います……？」

　トゥーリは少し上目遣いでジークを見つめる。ジークの顔は自然と強こわ張ばる。その次に彼女はレインの方を見て目で問いかけたのだが、レインはぱっと彼女から視線を逸そらし逃げに入った。トゥーリは助けを求めるようにして、またジークの方を見る。

「いや、その……なんだ……」

　次に口ごもるのはジークの方だった。

「……全く分からん」

「ですよねぇ……」

　仕方のないことだが、それでもトゥーリはため息をこぼしてしまう。ジークにとって、天才に至るための道の相談は困難そのものであった。

「ピ、ピアノの先生に相談してみればいいんじゃないか？」

「してみました。しましたとも。……でも、『それを言葉で表せていたら、あたしは今頃世界的なピアニストよぉ～』って……。あ、今ちょっと似てた」

「そ、そうか……」

　おどけたふりをしながら、トゥーリはそう言った。ジークは頬をぽりぽりと掻かく。

「すまん、相談に乗る、って簡単に言うものじゃないな」

「いえ、こちらこそ無理な相談をしてしまいすみません……」

　相談の回答は得られなかった。少し気まずい空気が流れる。

「だ、だけどまさかティフィーがサイエンスクラブに顔を出してるとは思いませんでした。大丈夫？　ティフィーはそっちの部活に迷惑かけてない？」

　トゥーリは誤魔化すようにして手を振り、話題の方向転換を図った。それを受けてレインが答える。

「まぁ……雑談してるだけだからほとんど迷惑はないよ。……時々活動に茶々が入るけど……」

「……その微妙なフォローが不安だわ」

　トゥーリは苦い顔をした。ジークはコーヒーを飲み、そして口を開いた。

「まぁ、なんにせよ、よく喋しゃべる友達がいるのはいいことだ。ユキは個性的な性格をしているから親しい友達の存在は親としてありがたいよ。君たちも学校で友達はたくさんできたか？」

「…………」

「…………」

「君たち……」

　ジークの言葉に対し、二人は急に気まずそうな顔をした。目上の大人から目を逸そらす中坊二人にジークは顔をしかめる。

「い、いやだってほら！　私達には『転生』っていう特別な事情があるじゃないですか！　だからあまり周りと相容れなくなってしまうのは仕方がないっていうか……ど、どうしようもないことじゃないですか！」

　手をわたわたと振りながら、『転生』という部分は小声にして、トゥーリは早口でまくし立てる。トゥーリはとてもしっかりとした少女であるが、ピアノの練習に生活の大部分を割いており、友達付き合いの浅い子であった。

　また漫画やテレビを普通の子ほど好まないが、それは転生によって普通の子供との感覚が乖かい離りしてしまっているために起こったことだった。確かに転生という経験が不利になっている部分であり、そのため同世代の友達との話題についていけないことが多々あった。

　レインのコミュニケーション能力が人より著しく弱いのは今更である。

　トゥーリの言い分はある程度的を射ており、友達関係という点で転生という事象が不利に働いているのは事実であった。

　だが。

「私は普通に友達多かったぞ」

「…………」

「…………」

　ジークは人生経験によって反証を出した。

「君たちも少しは周りに合わせなさい。少しでいいんだから」

「……はい」

「……はい」

　トゥーリとレインはしゅんとなった。その隙にジークはチェスの次の手をじっくりと考えて、自分でも満足の行く手を指すことができた。しかし、レインが次の手を指すとジークの顔が強こわ張ばる。む……、と小さな声を発し、口をぎゅっと結んで盤面を凝視した。ジークはレインから手痛いカウンターをもらっていた。

「いやはや、これは参った……。どうしたらいいものか……」

「け、結構いい手を思いつきました」

　レインは照れながらそう言い、ジークは困ったように頭をポリポリと掻かいた。

「……やっぱり強いな。レイン君はチェスの経験者か？」

「いえ」

「なんと、まぁ……。私もまだアーニャになら勝てるのだがなぁ……」

　ジークはこうしてレインとたまにチェスをするが、今まで一度も勝てた試しがない。レインと対局することでジークのチェスの技量が上がってきているのだが、レイン自身はチェスの勉強を一切していなかった。

「いや、君とアーニャは対戦させられないな。君の才能はいささか無情過ぎる」

「す、すみません……」

「私になら幾らでも全力でいいんだが……。これは確かに気を付けないと交友関係に支障が出そうだな」

　ジークが困りながら駒を動かす。チェスの勉強をし、最近は毎日家で家族と対局をする男が、全くチェスの勉強をしていない中学生に追い詰められていた。

「す、すみません……」

「いや、いいんだ。私にならな」

「…………」

　レインは恐縮しながらもジークの駒を殺し、ジークは渋い顔にならざるを得なかった。

「……アーニャさんのことなんですが」

「ん？」

「……わざと負けてあげればいいんじゃないんですか？」

　盤面を見ていたレインが少し顔を上げ、様子をうかがうように向かいに座るジークを見た。

「僕は科学部の初日で失敗しましたけど……、ジークさんなら相手に気付かれないようにうまく手を抜くことができるんじゃないですか？　アーニャさんの敵対心に困っているのなら、手を抜いて負けてあげれば丸く収まるんじゃないでしょうか……？」

「…………」

「あ、いえ、その……浅い考えですみませんが……」

　レインの意見を聞き、ジークは腕を組んで少し考える。三人の間の小さな沈黙に、レインは顔を伏せて自分の頭をぽりぽりと掻かいた。

　ジークの口が開く。

「それは違うだろうなぁ……」

「……そうですか？」

「あぁ、そうなんだ」

　そう言って彼はコーヒーをすすった。

「レイン君の時と状況が違うしな。いいんだよ、人とぶつかっても。へそを曲げられても、機嫌を損ねられてもいいんだ。戦っているから不仲なんていうことはないんだ」

「…………」

「全力でぶつかっていくことも人との繋つながりだ。多少、お互いが痛がってもな」

　ジークは少しはにかんで言った。

「それに、なんだかんだ言って私も楽しいしな……」

「そういうものですか？」

「そういうものなんだ」

　レインはジークの言葉に耳を傾けた。レインは日常の困ったことをよくジークに相談している。レインにとってジークは人生の良い先輩であり、先生でもあったのだ。

「……そう考えると、君が科学部の初日、科学のテストで全力を出したことは良かったことかもしれないな」

「え？　そうですか……？」

「全力でなければ伝わらないこともたくさんあるんだ」

　ジークはそう言う。周りの喧けん騒そうによってジークの声は霞かすんで消えていくが、目の前の二人にはしっかりと届いていた。

「あの時隠していたら今後もずっと隠していかなければならなくなる。それでは誰も君の本当を分かってくれない」

「…………」

「全力でぶつかっていいのさ。多少、傷が付いてもな」

　ジークがそう言うと、レインは穏やかに笑った。店内に漂うコーヒーの匂いと全力のチェス盤は雰囲気がよく合っていた。

「……アーニャに困らされることは、今更だ。今更」

「け、結婚って大変ですね……」

　そう言ったのはトゥーリだった。

「あいつはいつも全力だからなぁ……。出会った頃から困らされっぱなしだ。……あそこまでいくと、うん、少しは自重した方がいいな」

「でも結婚してるじゃないですか」

「いや、まぁ……、そうなんだが……」

　ジークは腕を組んで困ったような顔を見せていた。何も反論できない様子を見て、トゥーリは結婚生活っていうのは複雑だな、と思う。

「僕もアーニャさんのような強きょう靭じんなメンタルが欲しいです」

「……レイン君は参考にする人間を間違っているなぁ」

　あいつは人の気持ちをよく分かっていないだけだぞ？　とジークはレインを諭すが、レインがアーニャを尊敬する気持ちは揺るがなかった。天才であることに対する苦悩、葛藤を吹き飛ばし、自由で挫くじけない心を持つアーニャにレインは憧れていたのだった。

　しかしそれは別にアーニャが凄すごいという訳ではなく、ただ性格が違うだけであった。

「……チェックです」

「うん、そうだな」

　レインがことんと駒を動かし、ジークは小さく頷うなずく。あと十数手の後、ジークのキングが逃げきれなくなることは二人とも理解していた。ジークは自分のキングの駒を倒し、投了を示した。

「負けました」

「……ありがとうございました」

　両者が向かい合って丁寧にお辞儀をする。この戦いもレインの勝利で終わった。

　外には初夏の陽気が溢あふれている。崩壊した自分の軍隊を見ながらジークは小さく笑い、少し騒がしい喫茶店の中で三人は飲み物を飲んだ。冷めてきているコーヒーや紅茶は口の中を汚すが、これはこれで日常の切れ端なのであった。




　次の日。

「うーん……トゥーリちゃん、それじゃああんまり良くないわねぇ～？」

「そ、そうですか……？」

　ピアノ教室の中等部コースでトゥーリはレッスンを受けていた。長年親しんでいるピアノの先生に指導を継続してもらい、中等部になっても彼女はピアノに打ち込んでいた。しかし、先生は首をかしげながらトゥーリの演奏を聞いている。独特な喋しゃべり方をする青髭ひげの生えた先生ではあるものの、その鑑賞力は確かなものであった。

「なんていうの？　こう……ちょっと考え過ぎな感じ？　今までのトゥーリちゃんの真っすぐさが消されちゃってる感じ、かしらねぇ……？」

「……私の個性って、真っすぐさだったんですか？」

「んー……」

　先生は渋い顔をしながら口を曲げる。人の個性、魅力というのは一概には言えないもので、先生は何と言ったらいいのか分からず頭を捻ひねっていた。先生の回答を待たず、トゥーリは喋りだす。

「……そこのティフィーの演奏は、何というか……、ティフィーの演奏！　って感じがするじゃないですか」

「そうねぇ……」

「照れるぜ」

　この部屋にはぼさぼさの金色の髪をした少女が座っている。トゥーリと同じ学校に通うティフィーだ。時間が余って人のレッスン室に遊びに来た彼女に対し、トゥーリは指を差しながら言う。

「じゃ、じゃあ私の演奏って何なんですか？　こう、例えばプロになった時、『トゥーリのコンサートだから行こう』ってなるようなものって何なんですか？　他の人との差が生じる部分って一体何なんですか？」

「世界中の永遠の謎よねぇ……そこら辺って……」

「独創的って、何なんですかー！」

　トゥーリは足をじたばたさせながら叫んだ。このように子供らしい仕草を見せるのは、彼女にとって珍しいことだった。

　トゥーリはスランプ状態であった。去年の夏のコンクールからライバルであるティフィーは成果を上げ始めた。人を魅了する力を持ったティフィーの演奏を傍そばで聞き続け、トゥーリは自分の音楽というものがよく分からなくなってしまっていた。

「テクニックは凄すごいけど、何かが物足りないってあるじゃないですか！」

「あるわねぇ～」

「あるねぇ」

「あれって何なんですかっ！」

　トゥーリは荒れる。

「なんだか味がないとか、魅力に欠けるとか……もっと具体的なことアドバイスしてくださいって話ですよっ！」

「まぁまぁトゥーリちゃん、落ち着いて」

「あー、もう表現って分からないーっ！」

　トゥーリは演奏家としてのどつぼにはまっていた。

「表現における個性とか、魅力ねぇ……。それは本当に難しいところだからねぇ。プロだって悩んでることよ。世界的に有名なトッププロだって、自分の表現の仕方には常に頭を悩ませているわ？」

「……本当ですか？」

「そうよぉ？　むしろプロの方がたくさん悩んでいるわ。一生考えるべきことなのよ。そうやって、どうしたら魅力的な演奏ができるのか、どうしたら自分らしい演奏ができるのか……、それを深く追求していくのがプロの大切なお仕事なの」

　先生はトゥーリの頭を軽く撫なでる。男性のごつごつとした手が彼女の赤い髪を揺らす。前世も含めれば、トゥーリは43歳。子供扱いされるのは不満であるが、こうして頭を撫でられるのは嫌いではなかった。

「だからゆっくり悩みなさいな、自分の演奏について。時間はたっぷりあるんだから」

「……でも秋の大きなコンクールまで、そんなに時間はないんですけど」

「んー、まぁー……それはそれよ」

　ピアノの先生は言葉を濁しながらそう言う。

「それはそれとして、とりあえず精一杯やりなさいな」

「むー……」

　ふんわりとしたアドバイスに、トゥーリは口を尖とがらせた。




　ピアノ教室を出て、夜の道を二人歩く。

　月の昇った帰路をトゥーリとティフィーの二人でゆっくりと歩いていた。昼間の熱い日差しは夜を冷たくせず、むしろ湿気でじわじわと蒸し暑かった。

「あー！　もう、音楽ってほんと分からない！　ほんと難しい！」

「分かるー」

　のしのしと歩くトゥーリに対し、ティフィーは気の抜けた返事を返していた。

「でぃ、この小娘めっ。その才能を少し私に分けなさいっ」

「いひゃいいひゃい」

　トゥーリはティフィーの頬っぺたを八つ当たりのように軽く引っ張る。彼女の頬は柔らかく、とても触り心地がよかった。

「はぁ……、オリジナリティって何なのかしらねぇ……」

「自分が、こういうのあったらいいなぁ、って思う部分だよ」

「……よく分からないわ……」

　二人ゆっくりと夜道を歩く。彼女たちが歩いている音楽の道は、夜の道のように先が見えず、そしてどこまでもどこまでも続いていくものであった。

　それを二人でゆっくり歩いていた。




　＊　＊　＊　＊　＊




「どうしたどうしたぁっ!?　どんどん兵隊さんが死んでいくぞぉっ!?」

「ぐっ……！　そ、そうはさせないっ！」

「ふはははは！　貴様の考えることなど手に取るように分かるわ！　泣け叫べ喚わめけ！　死ぬがよいっ！」

「ぐわぁっ!?　や、やめろぉっ……！」

　夕飯の後の一時、世界を蹂じゅう躙りんする魔王のような声をユキが発していた。楽しそうに手をわきわきさせながらチェス盤の上の駒を踊らせていく。夕飯を片付けた後のテーブルにチェス盤を設置し、ユキに相対しているのは彼女の弟のハレであった。

　非道な魔王に挑む勇者の如く、ハレは絶対的君臨者である姉とチェスをしていたのだが、圧倒的劣勢なのはハレであった。

「フハハハハッ！　ハレッ！　もう貴様のクイーンに逃げ場はないわっ！」

「姉ちゃんの悪魔ぁっ……！」

「まだまだぁっ！　じわじわと嬲なぶり殺してやるぅっ……！」

「やめてぇ……。やめろぉっ……！」

「こらっ、ユキ！　ハレを苛いじめるんじゃないのっ！」

　さすがに母のアーニャが止めに入った。ハレの陣地は無残なまでに荒らされ、一方的な蹂じゅう躙りんを受けていた。大虐殺であった。姉に敗北したハレは床に倒れ伏している。目に光はなく、虚脱状態であった。無情なまでに敵をいたぶるユキのチェスは弟の心を打ち砕いていた。

　今この一家全体にチェスブームが来ている。ユキとアーニャはジークに勝ちたいという明確な目標があるため、めらめらと闘志を燃やしており、家族の皆がやっているからという理由でチェスをしているのがハレであった。

　夕飯後のゆったりとした時間の中で、三人は一つのチェス盤を囲んでいた。

「じゃあ……この問題はどうかしら？」

　アーニャが本を片手に、盤の上に本に書かれた通りの駒を配置していく。その並べられた駒を子供たちがじっと凝視する。

　それはチェスプロブレムというパズルのような詰め問題であった。指定された局面で『５手で黒のキングをメイトにせよ』などのような問題をこなしていく。要は相手のキングを追い込んで詰ませるチェスのパズルのようなものであった。

「あたしも答えは見てないから」

　そう言ってアーニャも子供たちと同じように盤面に顔を近づけて、じっくりと考える。そうしていると、自分の部屋からジークが出てきて、三人団子のように寄り添っているところに近づいた。

「お、チェスプロブレムか。私も参加していいのか？」

「お父さんはダメですっ！　同じ問題やってたら差が縮まらないじゃないですかっ！」

「そうよジーク！　こっちはあなた打倒の秘密チームなんだからっ！　こっちに混ざっちゃダメよっ！」

「……なんとも、まぁ」

　家族の女性組に拒否されて、肩をすくめながらジークはテーブルから少し離れたソファに腰かけた。理由があって拒否されているだけで、別に冷たく蔑ないがしろにされている訳ではないと分かっているが、それでもジークはソファの背もたれに力なく、だらしなく体重を掛けた。多分チェスの本を読んでも怒られてしまうだろうから、彼は新聞を読み始めた。ハレは心配そうに父の方をチラチラと見るが、ジークは大丈夫大丈夫と手を振って応えた。

「うーん？」

「うーん……」

「……うん？」

　小さな唸うなり声を何度も上げながら、三人はチェスの問題に頭を捻ひねっている。悩みが深まる度に頭が右に左にと揺れて、動かない駒を頭の中で必死に動かしながら、三人はうんうんと考え続けていた。

「……もっと兵力が欲しいですね」

「確かに。ちまちました戦力で戦うのは性に合わないわね」

「戦いは数ですよ、数。この問題の正しい答えは『ここから相手のキングを追い詰めるより、まず兵力を増やすことに尽力しよう』ですね」

「なるほど、戦いは準備段階が大事ってことね」

「姉ちゃん、お母さん、何言ってるの？」

　ユキとアーニャの持論が暴走しかけ、ハレはそれにツッコミを入れた。

　親子三人並んで、ゆっくりと考えながらチェスの問題を解いている。その光景をジークは少し離れたソファから見守っていた。子供たちが頭を抱えながらうんうんと唸っている中、ジークは気付く。アーニャが一歩引いて、子供たちの後姿をじっと眺めていた。

　アーニャはもう問題が解けたのだ、と彼は気付く。彼女は問題が解けて一歩下がり、それを言わずじっと黙って子供二人が問題を解くのをゆっくりと待っていた。アーニャは顔に微笑を浮かべ、子供たちのことをじっと待っていた。

　それを見て、あぁ、アーニャも母親なんだな……、という少し奇妙な感慨がジークの胸に響く。昔からの破天荒な彼女を知っている彼としては、子供達を待つその姿はとても優しく、どこか神秘的にも感じるものであった。

　我が子をゆっくりと見守る母親の姿を見て、ジークの頬が緩んだ。そうやって父親を倒すために三人で仲良く一生懸命チェスの勉強をしていた。虫の音が聞こえる初夏の夜の、涼しげな家の中のことであった。




　三人のチェスの勉強は続く。彼女たちは実際の対局もして、腕を磨いていた。

「フハハハハッ！　ユキ！　甘いわねっ！　七手先であなたのクイーンは貰もらったわっ！」

「わーんっ！　お母さんの鬼ぃっ……！」

「まだまだぁ！　泣いて手を緩めてもらえるなどと思わないことねっ！　惨劇はこれからよっ！」

「やめてぇ……！　やめろぉっ……！」

「こらっ、娘を苛いじめるんじゃないっ！　アーニャ！」

　ジークが止めに入る。アーニャとユキが対局しており、アーニャが自分の愛まな娘むすめをぼこぼこにしていた。ユキの陣地は無残なまでに荒らされ、一方的に蹂じゅう躙りんされていた。大虐殺であった。ジークは大きなため息をつく。先程アーニャに美しい母親の姿を見たというのに……。

　やはりアーニャはどこまでいってもアーニャなのであった。




　＊　＊　＊　＊　＊




　とある日の、それは突然の事であった。

「あ……勝った……」

　何の変哲もない昼下がりの家の中、アーニャは目を丸くしてぼそりと呟つぶやいた。まだ何が起こったのか彼女はよく分かっていない。ただ、事実が口から声となって漏れ、それが実感を伴うまでに少し時間がかかった。

「やっ……」

　アーニャの口の端が徐々に吊つり上がっていく。

「やったああああああぁぁぁぁっ……！」

　アーニャは腹の底から大声を出した。対戦相手はジークだった。念願だったジーク打倒が、その日突然現実のものとなった。

　アーニャは勢いよく立ち上がりながら、両手のこぶしを突き上げた。その反動で椅子が音を立てて倒れてしまったけれど、アーニャはそんな事は気にしなかった。立ち上がってもなおその目はしっかりと盤面を凝視しており、自分が勝利したチェスの形をじっと眺め、喜びが胸に溢あふれていた。

「やった！　やった！　やった！　やった！　やった！　やった……！」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねながら顔を真っ赤にし、全身で喜びを露あらわにしていた。その仕草は十代の頃と何も変わらないものであった。

「やったああああぁぁぁぁぁっ……！」

　アーニャは大きな口を開けて、喜びを声にして叫んだ。一方、ジークは椅子の背もたれにぐったりと体を預け、天井を眺めるように脱力して大きく息を吐く。負けて悔しい気持ちもあるが、こうなるのも時間の問題だということは分かっていた。

　初めの頃アーニャはチェスの経験がほとんどなかった。それに対しジークはチェスの勉強をしていて、その経験の差からアーニャを打ち破っていた。そういう状況の中でアーニャがチェスの勉強に時間をかけて、チェスの経験を積んでジークと条件が同じになれば、元々の頭の良さでアーニャの方が有利となるのは自然のことだった。

　特に何が大きく変わった訳ではない。しかし、こうなるのは当然のことであった。

「ふうぅぅぅ……」

　ジークはもう一度大きく息を吐いた。そして席を立ち、台所に行ってコーヒーを淹いれる。二人分だ。両手にマグカップを持ち、まだ目をキラキラと輝かせ、頬を紅潮させているアーニャの傍そばにコーヒーを置いた。

　はふうぅぅぅ……と、力が抜けるような息を吐きながらアーニャも椅子に腰かける。……椅子に腰かけようとして、先程自分で椅子を倒したことに気付き、椅子を立ててから力なくそこに腰を下ろした。

「ふうぅぅぅ……」

「ふうぅぅぅ……」

　ジークが淹いれたコーヒーを飲み、二人して大きく脱力した。しんとした静かな時間が流れる。かちこちと時計の針の音だけが部屋の中に響き、肩の力を抜き、二人でゆっくりとコーヒーを口にする。

「……なんていうかあたし達、小さい頃から、なんかこう……何も変わってないわね」

「……そうかもしれないなぁ」

　しみじみと、そう語る。

　二人で過去を思い出す。学習塾のテストで初めて負けて泣きべそかいて怒鳴ったこと、ムキになって何度も何度も挑んだこと、初めて勝利して嬉うれしくて飛び跳ねたこと。アーニャだけでなく、ジークもまたあの頃と同じようにやれやれとアーニャに付き合って、今と何も変わらぬ時を過ごしてきた。

「さっきのアーニャの動き、高等部の頃を思い出したぞ」

「え、嘘うそ？　あの頃と同じだった？　あたし？」

「あぁ、何も変わってなかったな」

「うわぁ、恥ずかしー。ねぇ、忘れてよ」

「ムリだな。さっきのでさらにあと30年は忘れられそうにない」

「うわー」

　アーニャは呻うめく。

「……でもあなたも昔から全然変わってないわよ？　仕草とか、喋しゃべり方とか、態度とか」

「そうなのか？　端はたからもそう見えるほどに？」

「えぇ。昔っから少し親戚のおじさんっぽいところがあったもの」

「……勘弁してくれ」

　そう言ってジークは肩をすくめる。あまり自覚はしていないが、そういう仕草は昔から何も変わっていない。彼は転生者だ。幼い頃から人格の大部分は完成されており、そういう意味ではジークはアーニャよりもさらに変わっていなかった。

「大人って何なのかしらねぇ？」

　アーニャは呟つぶやく。

「本当にあたし達は大人になっているのかしらね？」

「……どうなんだろうな？」

　コーヒーをすすりながら、本人達にも分からないことを考える。今の自分の行動が昔の自分と重なることはよくあることだった。どれだけ年月を重ねても、今の自分と昔の自分に境目なんてどこにもなかった。

「職場では校長や教頭からまだまだ子供扱いされるよ」

「そうかもね。あたしもそう。あたしだってまだ若手研究者よ」

　ジークとアーニャはそう言い、苦笑する。

「難しいなぁ……」

　学生時代を思い出すやりとりの後、ひとつ屋根の下で二人、考え事をしていた。大人になるということは、大人にもよく分からないことだった。

「ただいまですー！」

　そんな話をしていると、玄関がばたんと開いてユキが帰ってきた。過去の哀愁を胸に宿している両親のことなどお構いなしに、彼女はどたどたと居間へ走り込んできた。

「ただいまですっ！」

「あぁ、おかえり、ユキ」

「おかえり。手洗いうがいしちゃいなさい？」

「はーい。あ、チェスです……って、あれ？　白が勝ってる？　ってことは……」

　駒の向いている方向とジークとアーニャの座っている位置をきょろきょろと確認して、ユキは理解する。

「お母さん勝ったんですか!?」

「ふふーん」

「おおーっ！」

　ユキは目を大きく見開いて、アーニャは自慢げに娘にＶサインを向けた。

「ついにやったんですか！　これは……これはわたしも負けてられませんっ！　後に続きます！　お父さん！　勝負ですっ！」

「げっ……」

　ユキは人差し指をびしっと父に向ける。ジークは少し後退あとずさる。流れが悪い。なんとなくこのまま勢いに圧おされてしまいそうな感じがあった。しかしそれでも子供の挑戦を拒む権利は父親にはなかった。

「その前に手洗いうがいしちゃいなさい。洗濯物は洗濯機の中に入れといてね」

「はーい」

　どたばたとユキは洗面所へ駆け込んでいく。意味もなく駆け足になり、走るほどの距離でもない家の廊下をどたばたと走っていた。その落ち着きのない我が子の姿を見て、ジークとアーニャは小さく息を吐いた。

「ユキが大人になったらどうなるのかしらね？」

「……どうなんだろうな？」

　今自分たちが過去を思い返すように娘の未来を想像した。ジークは次の対局のためにチェスの駒を並べながら、呟つぶやく。

「……あまり変わらないんじゃないか？」

「そうかもね」

　二人でくすくすと笑い合った。

「さぁっ！　勝負です！　お父さん！」

　光の速さで手洗いうがいを済ましたユキが居間に駆け込んできて、そう叫ぶ。手は拭ききれておらずまだ湿っていて、口元には拭き取れていない水滴が残っていた。全体的に雑だった。

　ジークは苦笑する。そそっかしい娘は大人になったらどんな人間になるのだろう？　意気揚々とポーンを動かす娘の姿を眺めなら、そんな事を考えていた。




　一時間ほどの対局の後、結果はジークの勝利だった。

「ぐわわわわああぁぁんっ……！」

　怪獣のような呻うめき声をあげてユキは悔しがった。涙目になっており、顔を赤くして悔しさの叫び声を上げていた。まだジークとユキの間には実力の差があった。

「悔しいっ！　悔しいですっ！　うがーっ！」

　椅子の上で足をじたばたさせ、ユキは悔しさを全身で表現していた。娘に勝利したジークはほっと息を吐く。さすがに連敗するのは彼も避けたいところであった。

「残念ね、ユキ」

「おかーさーんっ……！」

　地団太を踏み暴れていたユキにアーニャが声を掛け、ユキは母親にしがみついた。

「あー、よしよし……」

　初等部の子供をあやすかのようにアーニャはユキの頭を撫なでる。中等部になったけれど、まだまだこの子は子供ね、と内心で苦笑した。

「負けちゃったけど、大分差が埋まってきたんじゃない？　ユキ？」

「そ、そうですか？」

「えぇ。でも中盤のミスが痛かったわね」

　そう言って、アーニャはチェス盤の駒を移動させる。その中盤のミスをしたときの駒の配置を再現していた。悔しさから暴れていたユキも落ち着き、母が並べる駒をじっと見ていた。

「ここでナイトを前に出したのは勇み足だったわね。そこをジークに突かれて、この駒が役割を失っちゃった」

「どうしたら良かったんでしょうか？」

「そうねぇ……。一歩引くとか、或いは他の駒を上げて攻撃手段を増やせるよう準備するとかかしらね……」

　そう言いながらアーニャはとんとんとんと黒と白の駒を交互に動かして、対局の時とは違う道筋をユキに示していく。ほへー、と息を漏らすような声を上げながら、アーニャの作るチェスの流れをじっと眺めていた。

「じゃあ、じゃあ！　お母さん！　さっきのここ、どうするか悩んだんですけどね。どうしたら良かったと思います？」

　ユキが駒を動かしてその時の状況を再現し、アーニャは顎に手を当てて考える。

「そこは、あたしだったらね……」

　そう言いながら、アーニャは駒を指でつまんだ。身を寄せ合いながら母が娘に教えていた。どこが良かったのか悪かったのか、丁寧に優しく語り掛ける。娘の疑問に一つ一つよく考え返答し、母娘は同じ盤を眺めていた。
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　その光景を見て、ジークはゆったりと微笑ほほえむ。

　先程、自分たちは本当に大人になっているのだろうか？　という話をした。自分達の行動が学生時代から何も変わっていなくて、大人とは何だろうと考え合っていた。しかしジークは娘の隣に座って丁寧にチェスを教えるアーニャの姿を見て、やはり彼女は大人になったのだと感じる。

　しっかりと母親になっていた。

　それはこの前、彼女がチェスの問題を解く子供たちを、後ろでゆっくり見守っている時にも感じたことだった。アーニャは子を見守る母親の姿になっていた。確かにアーニャは大人になっていた。

　ジークの胸に温かい感情が込み上げてくる。昔、彼は自分を手の掛かるアーニャの保護者なのだと考えていたが、そのアーニャは今立派に母親をやっていた。ジークは台所に行き、三つのコップにジュースを注ぐ。それをチェス盤の前で頭を捻ひねっている母と娘の元に届ける。

　あ、ありがとね、という声を受けて彼は手をひらひらと振る。そして二人の邪魔をしないように少し離れたソファへと移動する。腰を下ろし、母と娘が身を寄せ合う穏やかな光景を眺めていた。

　その母親の姿に、確かに大人の姿を感じ取っていた。

　夏が近づいている。初夏の日差しが窓から差し込み、リンゴジュースをきらきらと照らしていた。




　＊　＊　＊　＊　＊




　アーニャがチェスでジークに勝ってからしばらく経たった時のことだった。

　アーニャが勝利して彼女の闘志が収まり、この一家のチェスの熱は少し落ち着いてきていた。今でもよく家族同士でチェスをするが、夫が帰ってきてすぐにチェスを挑んだりとか、毎晩毎晩指すということはなくなっていった。ジークに勝ってアーニャは落ち着き始めていた。

　……落ち着き始めていた、はずだった。

「ばーか！　ばーか！　あーほっ！　まぬけっ！　ちんどんやぁっ！」

「…………」

　アーニャはまた叫んでいた。顔を真っ赤にして、目には涙をため、子供のように夫に喚わめき散らしている。ジークは呆あきれるほかなかった。

　居間にテレビがチカチカと光り、その傍そばのテーブルの上にはゲーム機が置かれていた。ハレが新しく出た対戦ゲームを買ってもらい、それを家族でやっていた時のことだった。テレビにはアーニャが操作していたキャラがジークのキャラに敗北した結果が、ありありと映し出されている。

　つまり、アーニャはジークにテレビゲームで負けたのだ。

「お前の母ちゃんでーべーそぉっ……！」

「…………」

　悔し声を盛大に上げるアーニャにジークは頭を抱える。先日、彼女に母親の温かい姿を見たというのに、またアーニャは子供の頃と変わらないだらしない姿をさらしていた。小さい頃から彼女に何度もつかされていた大きなため息を、ジークは今日もつく。

「負けないっ！　絶対負けたくないっ！　絶対に勝ってジークをぎゃふんと言わせてやるんだからっ……！」

「…………」

　しかしこの勝負も長引くだろうな、とジークは考えていた。

　そのゲームは昔の名作ゲームが復刻されたものであり、ジークが学生時代に友達とよくやっていたゲームであった。しかしアーニャはその頃ゲームに全く興味を示さず、今の彼女は初心者同然であった。

「ジークのバカあああああああぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　そう言って、アーニャは居間を飛び出した。

「あぁっ！　またお父さんがお母さんを泣かせましたっ！」

「泣かせたー！」

「…………」

　やれやれとジークは肩をすくめる。

　闘争の日々はまだ終わりそうになかった。










第12話　転生者達の今昔話







　夜も更けた工場で、とある男が働いていた。

　とても大きな機械がごうんごうんと音を立てながら製品を作り出していく。まだ労働時間に対する法律も、周囲への騒音に対する法律も厳しくなかった時代であった。星が輝く真夜中、同僚と共にその男は働いていた。

　製造用の大きな機械から排熱が漏れ、夜だというのに工場内は少し暑いくらいだった。青いつなぎの作業服を着て、納期が近いからという理由の下、家に帰ることもなくせっせと働き続けている。

　その男はジークだった。ジークがジークになる前、前世の時の話である。同僚もひぃひぃ言いながら働いている。上司は厳しい表情を周囲に向けながら、しかし本当に納期に間に合うのか、内心では青い顔をしながら働いている。

　星の光はここにいる誰をも祝福してくれなかった。

　ジークの前世の仕事は魔法道具の製造であった。生物には魔力という生体エネルギーが宿っている。その生体エネルギーを利用して稼働する製品が、魔法道具と呼ばれているものだ。

　魔力はそれ単体では大きな効果を生み出すことができず、ひどく面倒な儀式を行っても小さな火を灯ともすのがやっとである。しかし、機械を動かすエネルギーに魔力を利用するのはとても効率が良く、機械の発達とともに魔力関連の分野が大きく発展していった。

　ジークはその魔法道具を製造する会社で働いていた。他社からの発注で魔法道具やその部品を製造していくような、ごくありふれた普通の中小企業である。

　その頃ジークは少年少女向けの玩具の魔法道具を担当していた。ちょうど今作っているのは魔力で動くオルゴールであり、その当時売れ筋だった商品であった。少し前にはボードゲームやベーゴマなど、昔のおもちゃを魔法道具化した製品も生産していた。

　この商品はもっともっと大ヒットするぞっ！　お前達が時代の流れを作っていくんだっ！　もっと頑張って仕事をしろ！　と、前世のジークの上司は言い続けた。しかし前にも同じようなことを言っていたのにその商品は廃すたれていったな、とそれを聞く人達は思った。

　時代の流れを作るとは何か。仕事というのは社会の役に立つことだ、と人は言う。誰かのためになることが仕事であり、そこに代金や給料が発生していくのだ。

　しかし作り終わったオルゴールを手にして、ジークは考える。

　これを買ってもらい、このオルゴールを使ってもらえれば、その人に喜びを与えることができるのだろう。その対価として代金が発生する。しかしそのオルゴールが数日と経たたないうちに飽きられ、捨てられてしまったりしたら、それは社会の役に立った仕事と言えるのだろうか。

　時代の流れに何かを残せたことになるのだろうか。

　恐らくこの魔導式オルゴールの生産もそれほど長くは続かない。そうして特に大した影響を世界に与えないままこのオルゴールは飽きられていって、いつか誰からも忘れ去られてしまうことになったら……本当に自分は社会の役に立ったと言えるのだろうか。

　ジークは考える。そうやって自分もまた何も残せない存在なのではないか。そんなことを思った。

　手が止まっているぞ！　と怒られる。ジークはすみませんっ！　と大きな声を出し、また作業に戻る。考えることは一旦やめ、必死で働く。考え事が進んでも、手が進まなかったらどうしようもない。腹はふくれない。だからジークは一生懸命に働いた。

　検品しているのか、どこかからオルゴールが奏でる音色が響いてくる。轟ごう々ごうと駆動音を立てる機械の中で、その騒音に踏みつけられるようになりながらも、か細いメロディが工場内に広がっていく。

　高く優しく、しかし触れれば壊れてしまいそうな音色がジークの耳をくすぐる。曲は子供の頃によく聞いた童謡である。美しさと哀愁が漂う独特なメロディが響き、ジークは涙が出そうになった。

　どうか、どうかこの製品がずっと長く世の中に残り続けて、たくさんの人を笑顔にしていきますように。特別な存在になれない平凡なジークはそんなことを頭の片隅で祈りながら、一生懸命工場の機械を動かし続けるのだった。

　星は夜空で輝いているけれど、工場内ではそれは分からなかった。

　そしてそのオルゴールはそう長いこと持たず、時代の波に押し流されるようにして、その工場での生産は終了となるのだった。

　寂しい月がいつものように空に浮かんでいた。




　それから数十年後。

「うらぁっ、くらえぇっ！」

　妙に間抜けな声が教室の中から聞こえてくる。もう少しで夏休みになろうという季節の学校でのことだった。転生して、ジークという名が与えられてから15年。ジークが高等部１年生の時のことだった。

「……何やってんだ？」

「あ、ジーク」

　教室に入ってきたジークに声を掛けたのは、クラスメイトのパリスだった。軽薄で明るい感じが売りの、友達の多い良い奴やつであった。今さっき奇声を上げていたのもこの男である。

「ほら、これ。これだよ」

「これ？」

　数人のクラスメイトが集まる中央に、見慣れた台座があった。

「……スーパーリバーシ？」

「ん？　あぁ、おう、最近流行はやってんだよ」

　そう言いながらパリスはその台座の上に白色の駒を置き、相対している友達の黒色の駒をひっくり返して白色にする。ひっくり返す時に駒が台座を叩たたき、パチンパチンと軽い音がする。パリスが自分の白色の駒で相手の黒を挟み込んだ結果、長い一列が白色に染まる。その様子をクラスメイト達がぼぉっと眺めていた。

　スーパーリバーシ。それは他の国から入ってきた昔のリバーシという遊びにアレンジを加えたゲームだった。リバーシの駒や台座を魔法道具化し、その駒や台座に特殊な効果を持たせたものであった。

「ん……？」

　一列の黒色を白色に変えた後、パリスが小さな疑問の声を発した。ひっくり返した駒の一つがピカピカと点滅をし始めた。

「げっ……」

　パリスの顔が強こわ張ばり、対戦相手がニヤッと笑う。

　その直後、点滅していた駒がボンと爆発するような音を立て、その駒と周囲１マスの白色の駒を全て黒色に変えてしまった。

　トラップボムという罠わなの効果を持った駒だった。相手にひっくり返されることによって効果を発揮するタイプの特殊駒である。

　このようにスーパーリバーシは特殊な効果を用いることによって、昔からの遊びをアレンジしたボードゲームであった。その手持ちの特殊駒の組み合わせを変えて、自分のデッキをカスタマイズすることができることも売りのひとつだった。

「よっしゃあああぁぁっ！」

　先程のトラップが決め手となり、パリスの対戦相手が勝利の雄お叫たけびを上げた。

「あああぁぁっ……！　俺の昼飯があああぁぁっ……！」

「何やってんだ、お前ら」

　パリス達は次の昼飯を賭けているようだった。

「……というより、スーパーリバーシはかなり昔のゲームだろう？」

「ジーク知らねえのか？　今また復刻してブームが来てんだよ」

「しかもスーパーリバーシって呼び名が古いよ、ジーク君。今はハイパーリバーシって言うんだよ」

「そうか」

　流行はやりが来ているのは分かったが、それでもテーブル一台分の広さがある台座をわざわざ持ってきて遊びに熱中している彼らにジークは呆あきれた。

「ジークもやるか？　俺のデッキ貸してやるからよ」

「ん？　あぁ、じゃあ一回だけ……」

「おっと！　ジーク君も参戦？　私のトラップデッキに勝てるかな？」

「ふっ……、学園トーナメント一位のこのケヴィンに挑むとは無謀だな」

「いつの間に学園トーナメントなんてやってんだよ……」

　昔懐かしいボードゲームの復刻版に、高等部１年生の彼らの童心がくすぐられていた。

　そんな時、彼らは横から声を投げかけられる。

「ふっふっふ、この私を差し置いて学園一位？　片腹痛い。この私の速攻パワーデッキの力を見せてくれよう」

「だ、誰だっ!?」

　いきなり声を掛けられ、パリス達は声のした方をばっと振り向く。教室の入り口の壁に背を預けながら一つの駒を胸元まで持ち上げ、パリス達を横目で見ている一人の男がいた。

「なんだとっ？　数学のロレンツィオ先生っ……!?」

「ふっふっふっふ」

　それはこの学年の数学教師、ロレンツィオだった。50代半ばの少しお腹なかの出た先生で、顔には年相応の皺しわが刻まれている。ロレンツィオは壁から背を離し、ジークたちの集団に悠々と近づいてくる。

「……いや、なんでですか、ロレンツィオ先生」

　ジークは突っ込む。

「いや。だって、スーパーリバーシは私達の世代真っ盛りだったからね。私達の周囲でもハイパーリバーシのブームが再来しているのさ」

「……そうですか」

　今子供たちの間で流行はやっているハイパーリバーシは、元々昔流行ったスーパーリバーシというゲームの復刻版である。そのスーパーリバーシが発売されて流行った時代がロレンツィオ先生の少年時代であった。先生たちの年代の中で懐かしさが込み上げてきているのだった。

「では勝負しようか、我が生徒たちよ。中年の重みを存分に味わわせてくれよう」

「中年の重み、って」

　ジークは眉をひそめるも、周りは思わぬ乱入者に盛り上がった。

「しゃらくせぇ、返り討ちにしてやりますぜ、ロレンツィオ先生！」

「いくら先生といえど、私たちに勝てるかな？」

「ふっ……、学園トーナメント一位のこのケヴィンに挑むとは無謀な」

「なんかお前達テンション高いな？」

　初等部の頃のような童心に戻ってしまった皆のテンションに、ジークはついていけなくなる。

「じゃあ先生、まずはこの中で最弱の戦闘員、ジークと戦ってもらいましょうか」

「わ、私かっ？」

　パリスに背中を押され、ジークが前に出される。今さっきハイパーリバーシの輪に加わったばかりのジークが、最初の刺客として選ばれた。

「一番最初は初心者か。負けて泣いたって知らないぞ？」

「泣きませんよ、初等部の子供じゃあるまいし……」

　ロレンツィオ先生の言葉にジークはだんだん面倒くさくなってきた。

「じゃあ誰か、デッキを貸してくれ」

「おう」

　友達の一人からジークはリバーシの特殊駒を借りる。

「…………」

　ジークはそのデッキの中身をじっと見て、何かを考え、言った。

「……他に使っていい特殊駒とかはあるのか？」

「え？」

　周りの者達が少し目をぱちくりさせる。

「あ、あぁ。ここら辺の駒使ってデッキ組み替えていいから」

「あぁ、サンキュ」

　ジークは友達から予備の駒を借り、そのデッキをいじり始めた。このボードゲームは特殊駒の組み合わせによって自分なりのデッキを作ることができ、それによって独自の戦略を立てることができた。

　しかしハイパーリバーシの初心者がいきなりデッキの組み換えをし出したことに、周りは首を傾かしげる。特殊駒の効果を一つ一つ丁寧に把握しながらやればできないことはないが、ジークのデッキ組み替え作業はスムーズであった。

「……なぁジーク。お前ハイパーリバーシの経験あんのか？」

「まぁ、少しな」

　そう軽く答え、ジークのデッキが完成する。

「お待たせしました、先生」

「ふっ、多少はこれをかじっていたみたいだが、これは戦略と対策とその経験が物を言う。私には勝てまいよ」

　若干テンションの高いままのロレンツィオ先生がそう言い、初期配置の駒を並べ、ジークと先生は台座を挟んで相対する。

「では、スタート！」

　友達の掛け声と共に、ジークは一手目を指した。




　時計の長針は大きく動き、何度も勝負は繰り返された。

「そんな……私のトラップデッキが破られるなんて！」

「バ、バカな、私の速攻パワーデッキが完全に対応されるとは……！」

「学園トーナメント一位のこの僕がぁっ……！」

　この場には動揺が走っていた。リバーシの盤面を見ながら皆が驚きに身を震わせている。まさか負けるとは思っていない人物に敗北した結果であった。

「しょ、初心者じゃなかったのか？　ジーク!?」

「…………」

　この場の戦いで最も好成績を出したのはジークであった。困ったように頬を掻かいている。周りにいる者達は驚きに目を丸くしている。ジークは先程までハイパーリバーシが今流行はやっていることすら知らない様子であり、ほとんど初心者だと思われていた。

　しかし蓋を開けてみたら彼が一番勝ち星を上げていた。相手の戦略への対策が見事に決まり、次々と敵のデッキを封じ、勝利をさらっていた。彼はこのボードゲームの戦略を熟知しているようだった。

「ジーク、お前は一体……何者なんだっ……!?」

「こんなところで私の正体が不審がられるとは全く想定していなかったよ……」

　ジークがこのゲームに強いのは転生によるものだった。

　このハイパーリバーシはリバーシという遊びをアレンジしたものだ。リバーシというボードゲームがあり、それに特殊な効果を追加させて魔法道具化した遊びがスーパーリバーシである。それから時代が経たって、それが復刻したのがハイパーリバーシであり、今流行はやりとなっている。そのスーパーリバーシはジークが大人だった時代に流行り、そして彼はその生産の仕事に関わっていた。それが彼の強さの秘密であった。

　ジークの仕事は魔法道具の生産であり、子供用のおもちゃの生産も行っていたことがあった。ジークの工場は下請けのパーツの生産であったものの、そのパーツが正しく機能しているかどうかの検証のため、何度も駒を組み立てては試遊していた。

　ハイパーリバーシとスーパーリバーシは、細かい部分の仕様が異なっているものの、その時の経験が十分に生き、全戦全勝とまではいかないものの、このグループで一番の戦績を収めることとなった。

「もしかして……天才……？」

「ハイパーリバーシの天才だっ……！」

　周囲が驚嘆と羨望の眼まな差ざしでジークを見始める。

「これは……鍛え上げて大会とかに出せばかなりの成績を収めるかも……」

「全国大会とか行けるかな……」

「賞金とか取れたりして！」

「ジークっ！　ハイパーリバーシで世界を目指さないかっ!?」

「やめろ。要らん要らんっ！　詰め寄ってくるんじゃない！」

　ジークはこの分野で大成するつもりはなかった。思わぬ天才の出現に周りは色めき立つも、ジークはそいつらの体を手で押しのけていく。それに世界を目指せるというのも、ただの他人の妄想であった。

「勝負!?　勝負してるの、あんたらっ!?　ジーク、あたしも混ぜなさいよっ！」

「あー、もう、めんどくさいのが来たぁ……」

　水色の髪の幼おさな馴な染じみが胸を張り、大声を張り上げながら近づいてくる。何も分かっていない少女の乱入でその場は荒れに荒れた。ジークは完全に初心者のアーニャを打ち倒し、また新たな火花が教室内に散るのであった。

　とある高等部の教室の、放課後の一幕であった。
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「……ということがあったんだよ」

「あー、そういう世代の差を感じるの、分かります。私もそういうのありましたよ」

「あ、あはは……」

　秋口の涼し気な気候の中、転生者仲間であるジークとトゥーリとレインが雑談をしていた。ジークの家のリビングでのことである。

　ジーク38歳、トゥーリとレインは中等部１年生であった。転生という共通点があるこの三人は、時々集まっては人に話せない内容の話に花を咲かせていた。

「で？　結局ジーク先生はハイパーリバーシの大会とか出たんですか？」

「出る訳ないさ。前世の時にその仕事に関わっていても、特に好きだった訳でもないしな」

　ジークはこの場で高等部時代のハイパーリバーシの話をしていた。ジークの前世の仕事が関わっている話であるため、この場以外ではできない思い出話だった。

　トゥーリはしみじみと頷うなずきながら口を開く。

「しかし懐かしいですね、スーパーリバーシ。前世で確かに流行はやってましたよ」

「トゥーリ君はその世代だったか？」

「はい、前世のちょうどその頃十代でしたね。結構周りでやってましたよ」

「そうかそうか。レイン君の頃はどうだった？　流行っていたか？」

「あ、いえ……。前世の僕は前世のジークさんが亡くなられた翌年に生まれたので、流行り物はズレていると思います」

「そういえばそうだったな」

　前世においてジークが一番古い人間で、その後にトゥーリ、レインの順で生まれていた。

「古い話してるわねぇ。ハイパーリバーシならともかく、スーパーリバーシの話なんて爺じいさん婆ばあさんにしか通じないわよ？」

「あ、アーニャ」

「アーニャさん、ありがとうございます」

　アーニャがコーヒーを四つ淹いれて持ってきていた。アーニャは転生者ではないがその事情を把握しているため、たまに会話に入ってくるのであった。

「ていうかジーク、前世の仕事でそれを扱っていた状態であたしと勝負してたなんて、今にして思えばくっそずるいじゃない」

「知らん知らん」

「卑劣めぇ」

　アーニャはふんと鼻を鳴らし、夫の頬を引っ張った。ジークはされるがままだ。高等部時代、アーニャはジークにハイパーリバーシで勝負を挑んだ。当然の如くアーニャは完全に敗北し、それから勝つまで何度も何度も勝負を挑んだのであった。

　ジークはそこでもアーニャに振り回されていたのだった。

「でも、時代のズレって言うんでしょうか……。そういうの分かりますよ、私も」

「ん？」

　トゥーリが言う。

「ピアノ教室で、スマホに何の曲入れてるかって話になったんですよ……。普段皆どんな曲聞いてるの？　って感じで。そうしたら……」

「そうしたら？」

「皆が私の入れてる曲、古いって！　知らない、分からないって！　私、前世の中高生時代に流行はやった曲を入れてただけなのにっ……！」

「…………」

　トゥーリはわなわなと震えた。ジークは言う。

「そりゃ……古いだろう？」

　トゥーリの前世の中高生時代というと、今から60年以上も前のことであった。

「いえ、分かってるんです。古いってのは分かってるんです。でも、あの時の名曲を誰も知らなくて！　共有できなくて！　みんな『ふるーい』とだけしか言わなくて！　こんなにもいい曲ばかりなのにっ！」

　そう言ってトゥーリは自分のスマホからお気に入りの曲を再生する。60年以上前の名曲が鳴り響くも、昔の録音技術での音質は非常に悪く、音が粗くがさついている。この音質も昔の味であると言えばそうなのだが、とにかく古いというイメージが先行してついてくるものであった。

「今の若い子達は稀き代たいの歌姫クリスティーナ・デイビスも、旋律の天使アイナ・ガルシアも知らないんですよぉっ！　全然知らんー、ってティフィーやユキが言ってました！　なんてもったいない時代なんでしょうっ……！」

「いや、普通に仕方ないんじゃないか？」

「くっ……！」

　トゥーリは悔しそうに握りこぶしを作った。音楽に情熱を捧げているトゥーリとしては、自分が大好きな曲が今ではほとんど周りに知られていないという状況に悲しみを覚えざるを得なかった。スマホから流れて来る曲を聞きながらジークとレインは懐かしいな、と感じる一方、やはり古いな、とその音質、曲調を聞きながら苦笑いした。

「っていうか、今の若い子達はって言うけど、あたしもその曲知らないわよ？」

「くっ……、アーニャさんもそういう世代ですか……」

「…………」

「……これだから最近の若い者は……」

「おいこら、中坊。聞こえたわよ」

　トゥーリは声を小さくし、顔を背けて最後の言葉を言ったのだが、アーニャには聞こえてしまっていた。アーニャはトゥーリの頭をこつんと叩たたき、トゥーリは「ぎゃっ」と小さな声を発した。アーニャは自分の子供と同い年の子供に「これだから最近の若い者は」と言われたのだった。

「……『これだから最近の若い者は』って言葉なんですけどね？」

「今度はなんだ？　トゥーリ君？」

　トゥーリは叩かれた頭をさすりながらまだ喋しゃべり続ける。

「ああいう言葉ってテレビとか投書とかでよく目にしますけど、思いません？　あんたら大半が前世の私よりも遅く生まれてんじゃないの！　……って！」

「……うん」

「……まぁ」

　トゥーリはブラックコーヒーをごくごく飲んだ。喉に苦みが染み込んでいく。そしてまた大きく口を開く。

「今の子達からは趣味がふるーいってバカにされるし、上の世代からは子供扱いされるし……っていうか、前世の私よりも若い世代の人達からも子供扱いされるし、私は一体どうしたらいいんですか！　ちくしょー！」

「まぁまぁ、落ち着けって……」

　トゥーリは赤髪を揺らしながら荒れていた。柔軟性が少し足りない性格のトゥーリにとって、転生による世代間の差には思うところがあるようだった。

「まだ子供だからって相手にしてもらえないこともあるし、失礼な人は社会の厳しさを知らない子供ってバカにしてくるし、独創性とかオリジナリティとか全然分からないし、なんだか凄すごく良い演奏とかほんと定義が曖昧だし、考えれば考えるほど分からなくなってくるし……！」

「おっと、話が変わってきたぞ？」

　目をぎらつかせながら低い声でトゥーリは喋る。彼女は自分らしい演奏について、まだまだ悩んでいた。

「もう大きなコンクールが近くなってきているんですよぉ！」

「世代間の差について、全然関係ないな」

「あー、もう！　考え過ぎて演奏が淀よどんでるって、なんだぁっ!?」

「荒れてるなぁ」

　トゥーリは音楽の迷宮にまだまだはまり込んでいるようだった。

「レ、レイン君は転生での世代間のズレとか、何かそういうこと感じる時はあるかな？」

「え、ええと……僕ですか……？」

　話を方向転換させるため、ジークはレインに話を振った。

「ぼ、僕は……あまり世代の差とかは感じませんね」

「そうなのか？」

「はい……」

　レインは気恥ずかしそうに自分の頬を掻かいた。

「僕は……今の時代にも昔の時代にもあまり馴な染じめているとは言えないので……」

「卑屈ねぇ」

　レインは今も前世も、その時の流行とかにとても疎うとかった。

「しかし、こうやって昔の話ができるのは楽しいな。私達の前世の頃の思い出話となるとそう簡単に人とは喋しゃべれないし、何よりその頃を知っている者がもう大分死んでいる」

「ジーク先生の前世って言ったら、私の前世よりも10年以上年上ですもんね。それは亡くなっていますよ」

「フロッピーディスクとか言っても今の子供たちには意味通じませんもんね」

「あぁ、懐かしいな、レイン君。そうだなぁ、フロッピーディスクなぁ」

「あの容量で何とかなっていたんだから、当時って凄すごいですよね」

　レイン達は苦笑する。

「懐かしいなぁ。そういえば学校の給食なんだが、イノシシのカツっていつからか給食で出なくなったよな。あれ美味おいしかったのにな。なぁ？」

「え？　なんですか、それ？」

「あー……ジーク先生、それ私の時代の十数年前の話ですので、私達は分かりません」

「……せっかく見つけた同志に裏切られた気分だ」

　ノリノリで話していたジークだったがトゥーリ達に苦笑いされ、口を曲げて腕を組んだ。この三人の間にも世代に微妙なズレがあった。

「……あ、そうだ。あれなら……」

　はっと気が付いたようにジークが声を上げた。

「ジークさん？」

「ちょっと待っててくれ」

　そう言って席を外し、ジークは自分の部屋に戻った。なんだろうと思いながらリビングで待つこと数分、ジークは手に小さな箱を持って戻ってきた。

「これ、覚えてるか？」

　レインとトゥーリがジークの手にある箱を覗のぞき込む。しかし、一番最初に反応したのは転生者ではないアーニャであった。

「あっ！　それ懐かしい！　魔導式オルゴールじゃない！」

「あぁ……」

　アーニャの声にレインとトゥーリの二人は頷うなずいた。ジークがそのオルゴールの蓋を開けると、高くて美しい音が鳴り始めた。オルゴールのきらきらとした音がリビングの中に浸透していった。
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「あぁ、確かに一時期ブームになりましたね、魔導式オルゴール……」

「……僕が本当に小さい頃ですね。…… 10歳ぐらいの時にはもうほとんど見られなくなって、僕はたまにしか見かけなかったですが」

「レイン君はそうかもしれないな。私が前世の仕事で製作していた時期がピークだったからな」

　それは人の魔力で動くオルゴールであり、魔導式オルゴールと呼ばれるものであった。ゼンマイで動くオルゴールはどうしても演奏時間が短くなってしまうものであったが、魔導式オルゴールは蓄えられた魔力が続く限り、オルゴールから音を鳴らし続けることができるものであった。

　手を加えずとも長時間鳴り続けるオルゴールは、仕事中のＢＧＭや就寝前のひとときなどに人気があった。

「……でもこのオルゴールって僕の前世で流行はやったものですよ？　なんでアーニャさんが懐かしがるんですか？」

　レインは首を捻ひねりながらそう聞く。アーニャの時代では魔導式オルゴールはもう廃すたれていたはずだった。

「時代的にはそうだけど……今ここにあるこのオルゴールは、あたしが高等部の頃、ジーク達と作ったものなのよ」

　そう言いながら、アーニャはトゥーリの手にあったオルゴールをひょいと取り上げる。

「よくあの時の物がぱっと出てきたわね、ジーク」

「整理整頓は得意だしな」

　懐かしそうにオルゴールを眺める二人に、トゥーリは聞く。

「高等部の頃に作った、のですか？」

「えぇ。懐かしいわ、『魔導式オルゴール事件』。ほんと、大変だったんだから」

「いやいや……、そんな大袈裟なものじゃないだろう」

「いーや、ソフィに聞いてみるといいわ。ジークに困らされて大変だったってことで意見は一致しているんだから！」

「私のせいではないんだがなぁ」

　ジークはため息をついた。話の内容が分からず、レインとトゥーリはきょとんとするが、その雰囲気に気が付いたのか、ジークは二人に喋しゃべりかけた。

「……その頃の話、しようか？」

「ちょっと気になりますね」

「言っておくけど、あまり大した話じゃないぞ？」

　そう言ってジークは椅子に座ってコーヒーを一口ゆっくりと飲む。

　過去の記憶に思いを馳はせ、言葉を紡いだ。




　＊　＊　＊　＊　＊




「あー……」

「だらしない声を出すなよ、パリス。こっちまで気が抜ける」

「いいだろー？　だらしなくたってさー。だって夏休みなんだもん」

「……その回復アイテム俺にくれ」

「おっけー、コスタス。生き延びろよー」

「おう」

　夏の暑い日のことである。ジークが高等部１年生の頃であった。

　７月下旬、学校はちょうど夏休みに入ったところであった。ここはジークの部屋であり、彼の学校の友達、パリスとコスタスが遊びに来ていて、腑ふ抜ぬけのようにだらしない格好になりながら三人で携帯ゲーム機を操作していた。ピコピコとボタンを押しながら三人は駄菓子を口に含む。夏休みという自由を存分に謳おう歌かしていた。

「そーいやさー、ジークとコスタスは夏休みの自由研究どうすっか決めたかぁ？」

　ジークのベッドを占領し、寝そべりながらボタンを叩たたくパリスはそう聞いた。

　ジーク達の通っている高等部には、珍しく自由研究の課題があった。それはもちろん初等部や中等部の頃の自由研究よりも高い精度が求められるものであり、問題提起をし、自分で調査して、自分の結論を導き出す必要のあるものであった。

「あれさ、クオリティ低いと再提出させられるらしいじゃん？」

「確かに難しい問題だな」

　学校側が求めているのは、理路整然とした論文を書くような研究であった。科学の分野でも社会問題でも何でもいいが、自分で何か問題を取り上げ、それを論理的に調べる必要があるものだった。こうして自由にだらけている生徒たちにも束縛の手はにじり寄ってきていた。

「とりあえず、コスタスには聞く必要ないだろう？」

「……毒」

「まぁ、お前はそうだよなぁ」

　コスタスは毒物に強い興味を持っている男子であった。大人になって製薬会社の研究開発の分野で順調に功績を残すものの、当時は変人扱いされていた。

「……同種の毒でも利用方法の違いによって、医療の道具にも戦争の道具にも変わってしまう、という論旨で進めていくつもりだ」

「なんだよコスタス、自分の得意分野引っ張ってくるなら楽勝じゃねーか。資料はもう全部揃そろってるんだろ？」

「これから夏休みいっぱいかけて三十の実験を予定している」

「……くっそ面倒くせえなっ！」

　毒物に対して情熱を捧げるコスタスは、高等部の夏休みの青春を毒に捧げるつもりでいた。

「……実験中、誤って中毒死しないようにな？」

「あぁ、ちゃんと夏休み明け学校で会おう」

「ソフィはお前の手伝いでもすんの？」

「いや、断られた」

「そりゃ、賢明な判断なことで……」

　ソフィはコスタスの幼おさな馴な染じみだ。彼女がコスタスを手伝わないということは、コスタスを制御する重要な装置がなくなってしまうことを意味するが、逃げ出したソフィを責められる者は誰もいなかった。

「あー！　なんか簡単にあっさり時間かけずにできる自由研究ねーかなー！」

　パリスはベッドの上で駄々をこねた。なるべく少ない労力で夏休みの課題を終わらせて遊びたいという姿勢は、真っ当で健全な男子そのものであった。

「なー、ジークー、なんかいいアイディアねーかなー？　一緒にチーム組もうぜー？」

「そうは言ってもな……」

　自由研究の課題は複数人でチームを組むことが認められている。しかし人数が多くなればそれだけ内容の濃い成果が求められた。

　簡単で時間のかからない、そんな都合のいいこと……、とジークは笑っていたが、彼に一つのアイディアが降ってくる。

「あ……」

「ん？」

　その様子をパリスは見逃さなかった。

「なに？　なに？　なんかあんの？」

「いや、まぁ……」

　ジークに這はい寄ってくるパリスを、気味が悪いと言わんばかりに蹴りながらジークは答えた。

「魔導式オルゴールの製作……なんていいんじゃないか？」

「魔導式オルゴール？」

　ジークの言葉を聞き、パリスとコスタスが疑問のこもった声を発した。ジークは自分のスマホを取り出し、ネットで検索してその説明を見せる。

「ほら、こういうの」

「ふーん……？」

　スマホの画面の中からオルゴールが音楽を奏でる。金属が弾かれるような高く綺き麗れいな音が鳴り響き、それまでだらけきっていた体に少し力が入る。安らかで優しい音であった。

　しかし。

「……普通のオルゴールと何が違うんだ？」

　パリスは聞く。スマホから流れる魔導式オルゴールの音は、よく聞く普通のオルゴールと違いがないように聞こえた。

「これ、魔力を蓄えれば長時間音を鳴らし続けることができるんだよ。部屋のＢＧＭとか、寝る前とかによく利用されてた……らしいぞ？」

「なるほど……、確かに普通のオルゴールだと５分くらいで終わるからな」

　コスタスがそう言い、パリスも頷うなずいた。

「今は見なくなってしまった昔の良い文化、みたいな感じで問題提起して、当時の情勢や生活様式などを文献で調べれば研究内容としてオッケーだろ。そこに自作で魔導オルゴールを作って提出すれば、まぁ再提出はないだろ」

「でもよぉ、ジーク。魔導オルゴールの製作はいいが、製作方法を調べるのだけでもかなりの手間なんじゃないか？」

「作り方は私が大体知っている」

　そう答えると、パリスは首を傾かしげた。

「え？　もう？　なんでだよ」

「……ま、前に少し興味があって、調べてみたことがあったんだ」

「ふーん？」

　嘘うそである。ジークは前世で魔導式オルゴール製作の仕事に関わっていたことがある。機械を動かしての仕事であり、手作りはしたことがないが、それでも内部の機構や仕組みなどはよく分かっていた。

「なんでこの魔導式オルゴールは廃すたれたんだ？」

　コスタスは聞く。

「後に持ち運びできるＣＤプレーヤーが発売されたんだよ。音楽を楽しむ分にはそっちの方がラクだしな」

「あぁ、なるほど……。ＣＤにオルゴールの音を入れればそれで大体再現はできるもんな」

「普通のオルゴールよりも高かったしなぁ、魔導式オルゴール……」

　ジークは少し顔を逸そらして息を吐いた。

「そんな感じで当時の歴史を調べて、流行した経緯、廃れた経緯などを調べて昔の流行などを追っていけば十分研究レポートになるはずだ。ちょっと資料を探すのが大変かもしれないが、それはどの研究だって一緒だな。必要経費だ」

　とジークは言うが、当時の情勢はすでにジークの頭の中にある。その情報が記された文献を探し出して、出典を研究内容の中に載せればそれで十分だった。転生者としての利点を活かしていた。

「うんうん、いいじゃねえか。オルゴールの作成は少し手間がかかりそうだが、今からテーマを探したり暗中模索で調べ物をするよりかはずっと楽だな。でも心配なのが本当に手作りの魔導式オルゴールを作成できるのかって点だな」

　パリスは言う。

「そういうのって工場とかで作るもんなんじゃねーの？　本当に俺達で作れるのか？」

「大量生産や品質が求められるなら工場とか職人が必要だろう。でも今回はある程度音が出ればいい。それなら個人でもできるだろ」

　とは言うものの、ジークはある程度の品質のものが作れるだろうと自信を持っていた。工場の機械で主な作業をしていたとはいえ、ジークは実際に仕事として魔導式オルゴールの製作をしていたのだ。夏休みの学生レベルよりは良いものが作れるだろう、と考えられた。

「よっしゃ、じゃあ決まりな！　ぱぱっとやっちゃって、夏休みを遊びまくろうぜ！　どうだ？　コスタスも一緒にやるか？」

「いや、俺は毒をやるからいい」

「ぶれねーな、お前は」

　けらけらとパリスが笑う。

「大体どんくらいで終わるかな？」

「１週間もあればできるだろ」

「よっしゃ、面倒な事はなるべく簡単に済ませちまおう。いい話が聞けて何よりだ！」

　パリスは立ち上がって大きな声を出した。持っていた携帯ゲーム機を床に置き、大いなるやる気を見せていた。パリスは夏休みへの意欲が人一倍強かった。

　そんな時だった。

「話は聞かせてもらったわっ！」

　ジークの部屋の扉がバンと荒々しく開けられて、大きな声が発せられる。

「その話、あたしも乗っかっていいわよね!?」

「アーニャ……」

　ふんと鼻を鳴らし大きな声を上げるのはジークの幼おさな馴な染じみのアーニャだった。突然の出現にジークはため息をつき、パリスとコスタスは目を丸くした。

「……おい、こいつ不法侵入してねえか？　いいのか？」

「おばさんに開けてもらったのよっ！」

　アーニャは胸を張り薄い青髪を揺らして、なぜか自慢げに答えた。

「パリス、今更だ」

「うへぇ……」

　パリスは眉をひそめ、たじろいだ。

「楽したい！　楽しましょっ！　あっさりぱっきり終わらせて自由な時間を捻出しましょっ！」

「おっ、それについては滅茶苦茶同感だな。早く済ませて遊ぼうぜ」

「それで余った時間に勉強するのっ！　いつまでもジークに負けてられないからねっ！」

「……すまん、それには全く同感できんわ」

　パリスはまたもや身を引いた。アーニャは常識の欠けている人間であったが、ジークへの闘争心を抜いても勉学に熱心な少女であった。

「打倒自由研究！　おー！」

「おー」

「はぁ……」

　二人からハイエナのように群がられ、ジークは少し肩を落とした。彼は問題児二人を抱えての自由研究をこなさなくてはならなくなった。

「ところでアーニャ？」

「なに？　パリス？」

「いつもこんな風にジークの家に押しかけてんのか？」

「そうだけど？」

　パリスは眉をひそめながら言った。

「女子が男子の家に押しかけるとか、大丈夫なのか？　間違いとか起きねえの？」

「……間違いって、なに？」

　アーニャはきょとんとしながらそう答える。パリスの言っていることが本当に分からないという感じであった。

「マジかよ……」

　パリスは口を半開きにしながら唖あ然ぜんとした。

「……お前は大変だな、ジーク」

「今更だ、今更……」

　コスタスはジークの肩をぽんと叩たたく。ジークは友の優しさに泣きそうになった。

「なんなのよ……？」

　アーニャは頭にハテナマークを浮かべながら、ただ首を捻ひねるばかりであった。




　その日の夜、ジークはソフィに電話をかけた。

『あー、その話は本当にありがたいよっ！　ぜひメンバーに加えください、ジーク君』

　ソフィもジーク達のチームに加わることとなった。ソフィも自由研究について困っているようだから声を掛けてくれないか、とコスタスから頼まれていたのだった。

「こっちからもお願いしたい。アーニャとパリスという問題児たちの手綱を握ってほしい」

『……その仕事はとっても自信がないので、ジーク君に一任させていただきます』

「おい」

　ジークとソフィは困難な仕事を押し付け合っていた。そうしてジーク、パリス、アーニャ、ソフィの四人での自由研究はスタートした。元々この研究内容は転生者としての利点を活かしたものであり、終わりまでの流れが具体的に頭の中にあるジークの主導の下、自由研究は順調に進んだ。

「オルゴールに入れる曲はどうするの？」

「うーむ……、当時の時代背景に合った曲を入れたいな。当時の魔導式オルゴールでよく使われた曲でも入れようか」

「どんな曲だ？」

「当時の童わらべ歌うたでも入れるか。ほら、こんな曲」

　ジークはスマホで検索して、その曲を流す。

「……知らないわね」

「聞いたことない曲だね」

「はは、今じゃ耳にしない曲ではあるな……」

　その曲は当時歌われていた童歌であった。しかし、この数十年でその曲はあまり耳にしなくなってきている。その童歌もまた、魔導式オルゴールと共に時代の変化で消えていってしまった曲であった。

　当時の情勢の資料を探し、まとめて、問題提起と主張の文章を考え、魔導式オルゴールの製作を行った。オルゴール資料館の職員にアポイントを取って、話を聞きに行ったりもした。

「おい、アーニャ！　仕事が雑だぞっ!?　もっと丁寧にやれっ！」

「えぇいっ！　音が鳴ればいいんでしょ、音が鳴れば！」

「あー、文章考えるのめんどくせぇ……。残りの半分は全部写真で埋めようぜー……」

「おいこらっ！　手抜きするな、パリスっ！　これ以上図を増やせるかっ！　文字を書けっ！　このバカっ！」

「めんどくさー！」

「めんどくさー……」

「最低限の仕事をしろっ！　このバカどもっ！」

　作業は順調に進んでいた。資料集めにかかる時間はほどんどなく、必要な仕事が少ないのは事実であり、彼らは八日間で自由研究の課題を終わらせることができた。

「終わったー！」

「スムーズに終わったー！」

　彼らの当初の目的通り、簡単にぱぱっと終わる自由研究は成功した。アーニャやパリスが少し手を抜いたおかげで、実物の魔導式オルゴールには少し粗い音が混ざってしまったものの、それでも高等部の自由研究としてはクオリティの高いものが出来上がっていた。

　当時の情勢も丁寧に研究内容に記載されていた。当然である。その時の情勢をよく知るジークがいるからだ。説得力のあるデータを揃そろえることができ、転生者である自分をよく活かした研究内容となった。まず再提出はなさそうな出来であった。

「よっしゃあ！　これで自由だぁっ！」

「夏休みはじっくり勉強できるわっ！」

「いやぁ、心配事が解決できて安心だよ。それにこれから残りの夏休みゆっくりできるしね」

「あぁ、スムーズに終わって良かった」

　このチームの四人は無事難関の自由研究を終わらせることができ、夏休みを満喫したのであった。

　──ただ。

　その自由研究のクオリティの高さが仇あだとなった。




「自由研究のコンクールで……審査員賞、ですか？」

　夏休み明けから少し経たった頃、四人は職員室に呼び出されていた。

「あぁ、うちの夏休みの自由研究で、学内からいくつか選んで自由研究のコンクールに応募することは知っているだろ？」

「はい」

「お前達の作品を応募したら審査員特別賞が贈られた。おめでとう」

　職員室で担任の先生からそう言われた。魔導式オルゴールはアーニャ達の世代からすると馴な染じみのない古い品物であるが、このコンクールの審査を担当する年代の人たちからすると、彼らの懐かしさを刺激する感慨深い作品であった。ジーク達の自由研究は審査員たちの心をくすぐり、そのため審査員たちにとって心に残った自由研究に対する賞、審査員特別賞がジーク達に贈られたのだった。

「それで、だな……」

　ジーク達に説明をする先生がコホンとひとつ咳せきをした。

「自由研究で入賞した作品の展示会が今度公民館で行われる訳だが……」

「…………」

「オルゴールの実物を作り直してほしいとの依頼があった」

「はぁっ……!?」

　四人の体がびしっと固くなった。

「展示会に並ぶ作品は手直しが入るのが常でな、今回のお前たちの修正案件は実物のオルゴールだ。少し造りが雑なのと、作品数を増やしてほしいとのことだ。３作品別の曲で作ってくれ」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ、先生！」

　パリスは手を振りながら言う。

「それってかなり手間じゃん!?」

「……お前達の言いたいことは分かるが、コンクールに残っちまったもんはしょうがない。手伝いは増やしていいから、まぁ頑張れ」

　先生は手を振りながら、そう軽く答えた。まさか先生の前で、俺達は手間のかからない簡単な自由研究を作るのが目標だったんだ、なんて言えるはずがない。四人はぽかんと口を開けながら、追加の作業を受けざるを得なかった。

「よぅ、手間の掛かる世界へ」

　後ろから肩を叩たたかれ、ソフィが振り向くとコスタスがいた。

「……コスタス君も追加のお仕事？」

「俺もだ」

　コスタスの自由研究も入賞していた。

　五人には忙しい追加の作業が発生したのだった。




「くわあああぁぁっ！　一台でも面倒くさかったのに三台って何よ！　三台って！」

「こらっ！　雑にやるんじゃない、アーニャ！　また再提出を食らうぞっ!?」

「きいいいぃぃっ！　オルゴールなんて音が出ればそれだけでいいじゃないのっ！　くえええぇぇっ……！」

　放課後の教室の中、あたふたとオルゴールを製作する一組のチームがあった。何人か手伝いを呼んだとはいえ、元々一台だった魔導式オルゴールを三台に増やさなくてはならなくなっている。作業時間も、自由な夏休みとは違って放課後の余った時間を使うため、彼らはてんてこ舞いであった。

「俺はっ、手間のかからないっ、自由研究をしようって……！　こんなはずじゃなかったのにっ……！」

「わーん！　楽できるって思ったのにーっ！」

　悲鳴を上げながら作業をしていたのだった。

「ジークのバカーっ……！」

「ちょっ!?　私のせいじゃないだろうっ!?」

「へたにクオリティが高かったのがいけなかったんだーっ！」

「こんなはずじゃなかったのにーっ！」

　これが後にアーニャ、ソフィ、パリスの間で語り継がれる『魔導式オルゴール事件』だった。

　なお、数十年経たとうとも責任者のジークは自らの容疑を否認しているのであった。




　展示会の日が訪れた。

　周辺の地域で一番大きな公民館に、中高生を対象にした自由研究コンクールの入賞作品が幾つも展示されていた。大きなポスターが作られ、それが何枚も張られていた。訪れた人達が未来ある中高生の研究成果を見て感心し、大きく頷うなずくのであった。

　入賞した中高生達は少し疲れを見せている。この日に向けて修正箇所を直し、よりクオリティの高い研究内容にしようと頑張ってきたからだ。しかし、入賞するほどの生徒達は自由研究に対してやる気に満ちており、やり切ったことへの満足感が表情から滲にじみ出ていた。

　一方オルゴールチームはぐったりと疲れ果てていた。元々やる気がなく、嫌々やっていただけあって疲労感も大きかった。だらんと椅子にもたれかかる四人の姿からは、こんなはずじゃなかったのにという思いが漏れ出ていた。

「あぁ、君たちがオルゴールチームだね？」

　そんな風にぐったりとうなだれていると、ジーク達に声を掛ける人がいた。

「……審査員の方ですか？」

「あぁ、審査員を務めさせてもらったルチアーノ・マルチェルノといいます。どうぞよろしく」

　ジーク達に声を掛けた人は六十代程の恰かっ幅ぷくの良い男性であった。スーツには皺しわひとつなく、整った身だしなみの男性であった。

「はい、私は魔導式オルゴールの自由研究をしたジークといいます。今回は審査員特別賞をいただき、大変感謝しております」

　ジークとソフィは椅子から立ち上がってその男性に挨拶をした。一方無礼な残り二人は椅子に座ってうなだれたままで、それどころか『こやつが諸悪の根源か』というような、敵意のこもった目をその男性に投げかけていた。

「おい、こら、二人とも。立って挨拶しなさい」

「はっは、いやいや、いいんだ。楽にしてくれ」

　躾しつけのなっていない子供に注意するジークに対し、その審査員は穏やかに笑って手を振った。

「君たちの魔導式オルゴールの研究は審査員内でもとても評判が良かった。あぁ、懐かしいって皆言っていたよ」

「ありがとうございます」

　この六十代の審査員は、前世のジークが会社で魔導式オルゴールの製作をしていた頃は十代の少年だったはずであった。

「このオルゴールを見たり、この音色を聞いていると、当時のことを思い出してくるよ。少年の頃の思い出が蘇よみがえってくるようだ」

「…………」

　分かります、という言葉をジークはぐっと飲みこんだ。言ったら頭を心配されるだろう。

「今の君達には分からないかもしれないけど……」

　男性がゆっくりとした口調になる。

「年を取ってくると、次から次へと昔のものが消えていく。今の時代は物に溢あふれているけれど、それと同じくらいに物は消え去ってしまった。今を必死に生きている時は気が付かないけれど、ある時ふと後ろを振り返ってみると、消え去ってしまった思い出の多さに愕がく然ぜんとする時がある」

「…………」

「それが、悲しくなる時があってね……」

　分かります、とジークは言いたかった。言いたかったけれど、言えなかった。生きている時代からすると、消え去ってしまった物はジークの方が多かった。

「時代の変化で消えていってしまうのは仕方がない。でもそこにこめられた意志は忘れてはいけないんだ」

「……はい」

「そのオルゴールの中の曲は、当時よく聞かれていた童わらべ歌うただね？」

　ジーク達はオルゴールの中の曲に童歌を入れていた。その曲は魔導式オルゴールが流行はやっていた頃によく聞かれていた曲であり、当時の時代背景とよく合った曲であった。

「魔導式オルゴールの歴史も古いが、その曲の歴史はもっと古いと言われている」

「……？」

「童歌は子供が遊びながら歌う口伝のような歌だよね。子供の遊びと共に長く長く歌い継がれてきた歌でね、その曲もまた細々とではあるけれど、一部の地方でとても古くから伝わって、魔導式オルゴールと共に広まった曲だった。……残念なことに、最近ではあまり聞かなくなってしまったがね」

　その曲も魔導式オルゴールと同じように、最近では廃すたれてしまった曲なのであった。

「その曲がいつの時代に生まれたか知っているかな？」

「いえ……」

「うん、そこまでは資料もないかもしれないね。歴史研究の論文によると、その曲は暦の３００年前後、魔女裁判の時代辺りにできた曲なのではないか、と言われているんだ。詳しいことはよく分かっていないみたいだけれどね」

「それは……とても古いですね……」

「うん、そうだね」

　そこまでの情報はジークも知らなかった。

「……時代の変化で消えてしまうのは仕方がない。全てが時代の本流でいられる訳ではない。そんなことは不可能だね」

　審査員の男性は少し顔を上げて話し始める。

「しかし、あらゆるものには人の意志が宿っているんだ。人に知られず消えていったたくさんの品だって、そこには製作者の意志があり、それを使った人の思い出が宿っている」

「…………」

「その古い古い曲だって、名も知らぬ誰かの、生み出したいという意志があって生まれ、歌いたい、伝えたいという人の意志によって現代まで歌い継がれてきた。今その火はか細くなっているけれど、消えた訳じゃない」

　自分の生きてきた時代よりもずっと昔の時代から、ゆっくりと人の手によって語り継がれてきた童わらべ歌うたの歴史に、ジークは思いを馳はせた。

「私たちはそういったものを完全に忘れ去ってはいけないのだ。記録に残し、記憶を伝え、細々とでもいい、その時の人の思いを大切に守り抜かなくてはいけないのだ」

　男性はニコッと笑い、笑顔を四人に向けた。

「君達の研究はそういった意思が感じられた。うん、実に良い自由研究だった」

「…………」

「ありがとう」

　そう言って、審査員の男性はジークと握手をする。年を取った人特有の骨ばったごつごつとした手であった。そしてジークの元から離れていった。ジークは呆ほうけている。手にはその男性との握手の感覚がまだ鮮明に残っていた。

　ジークは前世のことを思い出す。

　この魔導式オルゴールを作っている時、これがすぐに廃すたれてしまったら、すぐにみんなの記憶から消えてしまったら、それは社会の役に立った仕事と言えるのか、彼は悩んでいた。

　小さな会社でこつこつと働いていた彼にとって、誰の記憶にも残らないだろう凡庸な自分という存在はひどく悲しいものであった。せめて、自分の名前は残らないけれど、自分が製作に関わったものは長く長く世の中に残り続けてほしい。そしてたくさんの人の記憶に残るものとなってほしい。そう願い、しかし、魔導式オルゴールは時代の流れに残ることができなかった。

　しかし今、審査員の男性は言っていた。あらゆるものに宿った人の意志を保管しないといけない、記録に残し、記憶を伝え、人と時代の思いを守っていかなければならない。

　どくんとジークの心臓が大きく打つ。会場内はたくさんの人で賑にぎわっている。研究内容を発表する者、それを聞く者、入賞者の応援に来た身内の者、たくさんの人が会場内を行き来して、人の流れを作っている。

　その中にジークは立っていた。手には男性との握手の感覚がいつまでもいつまでも残り続けていた。




　＊　＊　＊　＊　＊




「……っていうことがあったんだよ」

「へぇ……」

　現代、ジークの家の中でレインとトゥーリは彼の話に聞き入っていた。アーニャの言う『魔導式オルゴール事件』は転生という要因が大きく関わった事件として、レインとトゥーリの興味を強く引いていた。

「そんな訳であたし達はジークにはめられて大変な思いをしたって訳よっ！」

「だからっ！　あの追加仕事は私にも予想外だったんだから、私の責任じゃないだろうっ!?」

「あの時は全然何も分からなかったけど、夏休みの宿題ごときで転生の知識使ってんじゃないわよっ！」

　ぎゃーぎゃーと夫婦で言い合っていた。

「で、でも……その審査員の人の話、いい話ですね」

　話を逸そらすかのように手を振りながらトゥーリが口を開く。

「ま、まぁ……そうだな」

　転生という経験をしていると、今と昔の差が否応なく感じ取れてしまう。消えていったものを感じて虚むなしくなってしまう時がどうしてもあった。

「確かに、今思い出してみるとあの時の爺じいさんの言葉っていいわね。あの時はなにくそ、と思いながら聞いてたけど」

「アーニャ……君は全く……」

「いいじゃない。大人の忠告っていうのは大人になってからその価値に気付くものでしょ。親の心子知らず、じゃないけどね」

「確かに、それもそうだな」

　アーニャの言葉にジーク達は苦笑する。自分が子供の時に大人の説教をだるいと思いながら聞いていたことなど、誰にだって経験のあることだった。

「人の思い出を伝え続ける、か……」

　二十年前程の審査員の男性の言葉を、ジークは今一度噛かみ締めていた。

「……こうやって今、話のタネになるのならスーパーリバーシを作ってきた仕事も無駄じゃないのかもな」

　ジークはコーヒーを飲む。ブームは過ぎ去り、今は姿を消してしまった商品の製造の仕事がやけに懐かしく感じられていた。

「そうね！　あたしがハイパーリバーシでジークに勝ったことも、子や孫に伝え聞かせていかなきゃねっ！」

「あ、このっ。高等部の時、数回勝ったぐらいでいい気になって……」

　二人が高等部の頃、アーニャはジークに何度も何度も、勝つまでしつこく迫っていたのだった。そしてアーニャはジークに勝ち、満足してゲームをやめたのであった。

「ほう、いい度胸じゃない！　また勝負する!?　泣いたって知らないわよ、ジーク！」

「その言葉、そっくりそのままお返しすることしかできないんだが……」

　ついこの前、チェスとテレビゲームで負けて目に涙を溜ため込んでいた人の言葉とは思えず、ジークは驚き呆あきれていた。

「懐かしいですね。私も混ぜてもらっていいですか？」

「ん？」

　横から口を挟んできたのはトゥーリだった。ほんのりと笑いながら小さく手を上げている。

「トゥーリ君、ハイパーリバーシできるのかい？」

「スーパーリバーシですけどね。一応、全盛期だったもので」

「そう言えばそう言っていたな」

　ジークが前世でそれを生産している時、ちょうどトゥーリは十代であった。

「これでも結構腕に覚えがありますよ？　そう簡単には負けません」

「いい度胸じゃない。あなたの泣き顔を拝んでやるわ！」

　トゥーリの発言にアーニャが胸を反らしながら意気揚々と返す。しかし端はたから見ると、遊びに混ざってきた中等部の子供を大人の女性が見下ろし、泣かせてやると言っている質たちの悪い構図にしか見えなかった。

「絵面が大人げない……」

　ジークは呆れながらそう言った。

「じゃ、じゃあ僕もいいですか……？」

「レイン君も？」

　次におずおずと手を上げたのはレインだった。

「レイン君もやってたのか？」

「は、はい。少しですが、友達いなかったから……独りで……」

「いちいち悲しいわね」

　アーニャは呆れ、レインは照れくさそうに頭を掻かいた。彼は前世の灰色の青春を象徴するがごとく、対人戦の経験はまるでなかった。

「それじゃあハイパーリバーシの最強を決めようじゃない！　ジーク！　台座を出しなさいっ！　この場で最強決定戦をするわよっ！」

　アーニャが高らかにそう宣言した。そのために皆が準備に動き出そうとした、その時だった。

「ただいまー」

「ただいまですー！」

「あ、ハレにユキ。おかえり」

　ジークとアーニャの子供二人が帰ってきた。

「あ、レインまたいます。……って、あれ？　トゥーリは珍しいですね？」

「どうもー」

　トゥーリは手をふらふら振ってクラスメイトに挨拶をした。

「ちょうどいいわっ！　ユキ、ハレ、あなた達もハイパーリバーシの自分のデッキを用意しなさい！　今から最強決定戦をするわよっ！」

「はい？」

「え？」

　アーニャが我が子にそう大きな声を出すと、ユキとハレはぽかんとして首を傾かしげた。

「あの、お母さん……？」

「ん？　どうしたのよ、ユキ？」

　ハレはともかく、ユキの様子にアーニャは少し疑問を覚えた。勝負とか最強決定戦とかを聞けばユキはいつも乗り気ではしゃぐタイプであったため、今目を丸くしているユキの姿は彼女らしくなかった。

　ユキはゆっくりと口を開いた。

「ハイパーリバーシって、なんですか……？」

「え……？」

「あっ……」

　目を丸くさせられるのはジーク達の方であった。広く普及しているリバーシの方ならともかく、そのアレンジのハイパーリバーシが流行はやったのは二十年以上前のことだ。普通、ユキの世代で知るはずがないものであった。

「…………」

「…………」

　世代の差を感じる。今の世代ってそういう世代なのか、と実感を伴って驚く。

『これだから最近の若者は……』という言葉がある。今の若い世代の悪い点を挙げ、若者を叱しっ咤たするための定型文のようなものである。

　しかしこの言葉が使われるからといって、その世代の若者たちが特別悪いということはない。なぜならこの言葉は大昔からどの世代でも言われる言葉であるからだ。つまり、どの時代に生まれようとも世代間の差は一様に存在していた。どの時代に生まれ、いつ転生しようともその差は不変にあるものだった。

　言いたくなってしまった。ジーク達は肩をすくませて、ユキ達に対しおどけて言う。

「……これだから最近の若者は」

「うわ、態度悪いです！」

「いきなりなんなん？」

　今の若者たちは理不尽に対し口を尖とがらせた。

「ははは、わるいわるい……」

　冗談冗談、と言ってジーク達はユキとハレに謝る。転生しようがしまいが世代の差によって感じることは古くから同じなのであった。

「……っていうか、その言葉をレインとトゥーリに言われるのは納得できませんー。二人はわたしと同い年じゃないですか」

「いや、まぁ……」

「そうなんだけどねぇ……」

　二人は困ったように笑った。転生による差は端はたからは見えず、実際の年齢も生きている時代にも大きな隔たりがあるのに、外から見ると三人は同い年の友達にしか見えなかった。

「わるいわるい」

「いい子いい子」

「な、なんなんですか!?　頭撫なでないでくださいっ！　子供扱いしないでくださいっ……！」

　小さな子供をあやすように二人はユキの頭を撫でる。クラスメイトの友達から生温かい目で見られて、ユキは頬っぺたを膨らませる。確かにそこには親と子ほどの差が存在するものの、ユキにはそんなことは分からなかった。皆が苦笑する。目には見えない世代間の差がそこにあった。

「ほら、ユキ、ハレ君。これが昔に流行はやった魔導式オルゴールよ？」

「こっちが昔に流行ったハイパーリバーシってボードゲームだよ？」

「……なんでトゥーリとレインはそんなに昔に詳しいんですか！」

　二つの時代を生きる転生者たちは、昔の遊びをユキやハレに伝えていく。消えていく過去の思いをくみ上げて、今の世にそっと昔の思いを語り出していく。

　昔の思いが途切れないように、今の友達に伝えていくのだった。




　夜の帰り道、トゥーリは考える。

　ジークの思い出の中の審査員の男性は言った。過去の人の思いを伝え、守っていかなければならないと。物とか曲とか、そこにはそれを作った人の意志が宿り、そしてそれを使っていた人の思い出が残っていく。

　そういったものは時代の波に流されて消えてしまう。流行はその名の通り流れるように行き過ぎて、全てが時代の本流でいられる訳ではない。それでも過去の思いを守り、残し、伝えていかなければならないのだ、と。

　トゥーリは考える。

　自分も時代の波に流されて消えていったものをたくさん見てきた。転生者として二つの時代を生きているのだから、そういったものは普通の人よりも多く見ている。前世の青春時代に素晴らしいと思った物は、今は過去の産物だ。今の友達はそれを古いと言い、その素晴らしいものは忘れ去られようとしている。

　その素晴らしいものはいつの時代だって素晴らしいままなのに……。

「あ……」

　彼女は顔を上げる。何かを思いついたかのように声を漏らす。足を止める。胸に手を当てる。どくんどくんと小さな血潮が自分の中で熱くなるのを感じた。

　夜風は冷たくなりつつある。秋の淑しとやかさがそれを導くように、冷たさが彼女の肌を撫なでる。空を見上げると、星はあまり見えないけれど、月は強く強く輝いていた。

　夜道を歩きながら、トゥーリは自分にできる事を考えた。




　そして、秋が深まる日のことだった。トゥーリはピアノを弾いていた。

「…………」

「…………」

　広いホールの中、観客たちは心を奪われるようにしてトゥーリの演奏を聞いていた。トゥーリが紡ぎ出す曲の旋律にただじっと耳を傾けていた。彼女は舞台で一人、正装をしてピアノを弾いている。白いドレスを身にまとい、その白さに彼女の赤い髪が映える。その赤い髪を小刻みに揺らしながら、ピアノの鍵盤を叩たたいていく。
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　今日は秋のピアノコンクールが行われていた。演奏者としてその舞台にトゥーリは立っていた。

「…………」

　皆がトゥーリの演奏に聞き入っている。今日の彼女の演奏はいつもとは雰囲気が違っていた。曲や全体の曲調に古さを感じるようなものを弾いていた。

　音楽にもまた時代の流行が存在する。その時流行はやっている曲、アレンジの仕方、その時に好まれている曲調。曲の解釈もその時々で変化していたりする。むしろ音楽こそ、そういった時代の流れに敏感であった。そしてその流行りが廃すたれるのは、そこに価値がなくなってしまったからではない。ただ少し飽きられてしまったり、別の流行りが来てしまっただけのことであった。

　その流行が持つ魅力は変わらずにそこにある。

　トゥーリは二つの時代を生きてきた。昔望まれていた弾き方と今望まれている弾き方。彼女は今と昔に指導を受けて、それをなんとなく感じ取っていた。もったいないと、少し思っていた。今は流行じゃないけど、昔の流行はやりだって素晴らしいものだって。

　だから、今弾いていた。

　自分が昔素晴らしいと感じ、そして今はあまり聞かれなくなってしまったものを自分で弾いていた。少し時代には合わない曲調。古くささを感じてしまうような曲の構成。

　しかし、それでも素晴らしいものなんだって言いたかったから、トゥーリは今弾いている。自分が感動したものを掘り起こし、今の世に伝えようとしていた。彼女が普通の人と違うのは、その時代の情熱を肌で直接感じていたことだった。

　皆がトゥーリの演奏に聞き入っていた。年配の客達はそこに懐かしさを覚え、今の子供たちは逆に新鮮さを感じながら。

　きらきらとした音の粒がこの小さな世界の中で舞う。トゥーリは過去の思いを、音楽を通して今に伝えていた。

　演奏が終了する。彼女から熱い吐息が漏れる。頬を一筋の汗が流れる。ただ自分が素晴らしいと思ったものを伝えたくて、彼女はそのことに夢中になっていた。

　ピアノの残響が鳴り止み、しんとした静寂が訪れる。

　それからゆっくりと、ぱちりぱちりと拍手が鳴り始める。拍手は波となり、共感し合い大きくなって、その会場を埋め尽くしてしまうほどの轟ごう音おんへと変化していた。トゥーリの熱に感化され、熱い気持ちのこもった拍手が会場内にこだました。

　トゥーリの心臓がどくんと跳ねる。椅子から立ち、慌ててお辞儀をする。気持ちがふわふわとしていた。ふわふわとしたまま歩き、たくさんの拍手に見送られて彼女は舞台を下り、控室に戻った。

「んまぁ～っ！　良かった！　良かったわ！　トゥーリちゃん！」

　ピアノの先生が感激の声を上げながら、トゥーリを迎え入れていた。彼女の赤い髪が汗でしっとりと濡ぬれている。自分の口から熱い息が漏れる。ここまで自分の内側に熱がこもったままピアノを弾いたのは初めてだった。

「全く、も～！　意外ととんだ食わせ者じゃないっ、トゥーリちゃん！　昔の流行はやりを今に引っ張り出して、それを今の時代に合わせるなんて！」

「わわっ……！」

「相当勉強したでしょ！　あなた！　過去の時代背景とか、流行りのきっかけとか、そこの魅力とか……。臨場感に溢あふれていたわっ！」

　先生のごつごつとした手がわしゃわしゃとトゥーリの頭を撫なでる。彼女はふらつきながら、先生の感激を一身に受けていた。もちろんトゥーリは過去の勉強なんてそれほどしていない。昔の情熱を今弾いていただけであり、勉強していないことに対し、その勉強の努力を褒められることは少しむず痒がゆかった。

「トゥーリー！　トゥーリー！」

「トゥーリ！　お疲れ様です！」

　控室で彼女の友達が駆け寄ってきた。ティフィーとユキとカスミだった。ユキとカスミは中等部に入ってピアノ教室を辞めていたが、今日はティフィーとトゥーリの演奏を聞きに来ていた。

「トゥーリー！」

「な、なに？　ティフィー……？」

「なんというか……すっごく良かった！」

　ティフィーは目を輝かせながらトゥーリに近づく。

「なんだか魅力的だった！　うまく言葉で表せないけど……とっても良かった！」

　ふわふわとした感想がティフィーの口から発せられている。彼女の頬は紅潮し、目をきらきらと輝かせ、素晴らしかったという感想を身振り手振りで大きくなんとか伝えようとしていた。トゥーリの熱がティフィーに伝でん播ぱしたようだった。

「あ、ありがと……ティフィー……」

「うん！」

　ティフィーはくるりと身を翻ひるがえし、彼女のドレスがふわりと舞う。

「次はあたし！　あたしの番！　あたしもすっごい演奏するの！」

　そう言ってティフィーはその場を離れ、本番のための調整へと入っていった。どたばたと部屋から去っていくティフィーをその場にいた人達は見送った。

　そして、ぽつりとカスミが呟つぶやいた。

「……あれ、ティフィーはん、熱が入り過ぎて好き勝手に演奏するんとちゃう？」

「……！　ティフィーちゃぁんっ！　コンクールでアレンジは駄目よぉっ……！」

　ピアノの先生ははっと気付き、大きな声を上げたが、もうティフィーには届かなかった。先生は頭を抱えた。

「……なんにせよ、お疲れ様、トゥーリちゃん。いい演奏だったわ」

「あ、はい……ありがとうございます」

　少し疲れた声で、トゥーリは先生に返事をする。かつてないほど彼女はピアノに入り込んでいた。

「なんか殻が破れた感じかしら？」

「…………」

　先生は微笑ほほえみながら腰に手を当て、トゥーリの顔を覗のぞきこむ。彼女が最近伸び悩んでいることを先生はよく理解していた。

「……どうなんでしょう？　私は殻を破ったんですかね？」

「かもしれないわよ？」

「私もこれから、羽ばたいていけますか？」

　トゥーリがそう言うと、先生はわははと笑った。

「それはまだまだよ！　まだまだ、これから！」

　先生がまたトゥーリの頭をぐしぐしと撫なでる。

「これからもっとその表現方法を精査して、よくよく考え、洗練させ、多角的に考え、煮詰めて、煮詰めて、時には一歩退ひいてみて、客観的に見て……そしてもっともっと練習しないと」

「…………」

「だから、ここがあなたの一歩目」

　先生はそう言って、笑った。

「……十年もやってきたのに、やっと一歩目ですか？」

　トゥーリは口を尖とがらせながらそう言った。前世の時から数えるともう二十五年以上も音楽に触れているのに、それでも今、先生はここが一歩目と言った。それでも先生の微笑みは絶えなかった。

「そういうものよぉ？」

「……大変ですね」

「そうねぇ。人生丸々使っても足りないものだからねぇ」

　その言葉を聞いて、トゥーリはぼやっと呟つぶやく。

「しんどいなぁ……」

　しかし言葉とは裏腹に、トゥーリはゆっくりと微笑ほほえんだ。

　光り輝く戦いの舞台のその裏、先生と二人でくすくすと笑い合う。先に待つのは多くの困難と長い長い道のりであるが、それでも二人は笑っていた。

　それはとても夢に満ち溢あふれた、清すが々すがしい笑顔であった。




　転生者たちは二つの時代を生きてきた。

　時代の波に流されて消えてしまったものも転生者たちは覚えている。彼らはそういった時代の橋渡し役にもなれるのだ。消えていく過去の思いをくみ上げて、転生者たちは今の世にそっと昔の思いを語り出していく。過去の遠い思い出を胸に抱き、そして今を生きていく。

　過去の人の思い出を言葉に乗せ、歌に乗せ、宝物として、ゆっくりと昔を語っていく。

　転生者たちは……いや、今を生きる全ての人は、今と昔を繋つなげていく。




　秋の涼しい日のことであった。




　＊　＊　＊　＊　＊




　過去の足音が近づいてくる。

　掻かき消された無念が蘇よみがえってくる。一度は消えてしまった過去の思いが人知れず起き上がる。語り継がれることのなかった過去が、土の中から蘇る。

　蘇るのは過去の優しい思い出だけではない。残されるのは温かい思いだけではない。業火の記憶もまた、今の世に呼び起こされる。




　炎の中から産声を上げる。

　忘れるものか、忘れられるものかと、目を開く。




　過去の足音が鳴り響く。

　それはとある少女の、無念の思い。










［『転生者の私に挑んでくる無謀で有望な少女の話 ２』完］
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